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はじめに

このたびは、シャーフ熱転写カラー漢字プリンタＯＺ-８ＰＯ３をお買いあげいただきありがとうご

ざいました。

ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、本機を正しくお使いください。

なお、この取扱説明書は、保証書・シャーフお客様ご相談窓口一覧表とともに、大切に保存してく

ださい。

万一、ご使用中にわからないことや具合の悪いことが生じたとき、きっとお役に立ちます。

本機は漢字プリンタとしてはもちろんのこと、シャーフカラーイメージスキャナＯＺ-８ＮＳＩ、カラ

ーイメージボード110Z-8BV2 とを併用して画像入力したお好みのカラーイメージ画像をハードコピ ー

するなどお楽しみいただけます。

本機の多彩な機能を使って幅広い分野でご活用ください。



（電波障害自主規制について）

本機は第二種情報装置（住宅地域またはその隣接した地域において使用されるべき情報装

置）で、住宅地域での電波障害防止を目的とした情報処理装置等電波障害自主規制協議会（Ｖ

ＣＣＩ）基準に適合しております。

しかし、本機をラジオ、テレビジョン受信機に近接してご使用になると、受信障害の原因と

なること があります。

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

(ご注意)

１．本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれ

など、お気付きのことがありましたら、もよりのシャーフお客様ご相談窓口あるいはお買

い求めの販売店にご連絡ください。

２．運用した結果の影響については、１．項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くだ

さい。

３．本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することがあります。

４．本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
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本機は熱転写カラー漢字プリンタです。

24×24ドット の漢字はもちろん、カラーインクリボンによるフ色カラーE口字も可能な多機能プリン

タです。

主な特長は以下のとおりです。

●24ドット のサーマルヘッド を搭載した熱転写方式＊1)あるいは感熱方式＊2)

●カラーインクリボンを装着してフ色の色表現が可能

●普通紙でも高品質ED 字が可能

●漢字はJSX0208 －1983 に準拠した第１水準、第２水準の漢字がED字可能

●用紙はＢ５縦～Ｂ４縦サイズの単票紙のほか官製はがきが使用可能

●セミ オートロ ーディング機構の採用により給紙が簡単

●パイカ・エリ ート ・縮小・スーパー／サフ ・スクリプト 等多彩な文字種類

●信号ケーブル同梱、黒色／カラーリボンカセット 各１個同梱

●リボンは往復使用により長寿命、交換は簡単なリ ポンカセット 式でリボンのみの交換も可能。(ラン

ニンフコスト 低域)

(リボンカセット とリ ボンバック)

商　品　 名 � 部 品 番 号

黒リボンカセット �94VW515921200

カラーリボンカセット �94VW515921210

黒リボンパック(5個入) �94VW515921220

カラーリボンパック(5ｲ固入) �94VW515921230

ＯＺ-８ＰＣ３には上記専用のリボンカセットを使用します。

リボンカセットは、リボン別に２種類あります。また、リボンパックで熱転写リボンのみ交換できま

す。なお、お買い求めの際には、必ず上記部品番号を指定ください。

＊1)熱溶融性のインクを用紙に転写することでED字を行なう方式。

熱転写方式では、黒またはカラーのリボンカセットが必要です。
一 一 一

用紙は下記の推奨紙をご使用ください。

紙 の 種 類 � 形　　　　 名

A4 （250枚入り） � ＥＡ-４ＡＳ２

B4 （250枚入り） � ＥＡ-４ＢＳ２

B5 （250枚入り） � ＥＡ-５ＢＳ２

２



＊2)熱に反応する特殊な感熱用紙を使用してED 字を行なう方式。

感熱方式ではリボンカセット は必要ありません。

感熱用紙は下記の推奨紙をご使用ください。

紙 の 種 類 � 形　　　　名

A4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＡＳ６

B4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＢＳ６

B5 （100枚入り） � ＷＰ-５ＢＳ６

(感熱記録紙について)

長期保存の必要のない書類を作成する場合や、文章のできあがりを確認するための試し印字を行な

う場合には、感熱記録紙のご使用をお勧めします。

感熱記録紙には、熱に触れると発色する性質があり、リボンカセットを必要としないため、コスト

的な面からもお勧めします。

なお、感熱記録紙の使用にあたっては、次のことにご注意ください。

●感熱記録紙を使用するときは、必ずリボンカセットを取りはずしてください。

●感熱記録紙は薬剤の塗布されている表面の滑らかなほうが表です。

裏表が逆にセットされていますとE口字できません。

●高温・高湿の場所での使用、保管は避けてください。

感熱記録紙は、気温40°Ｃ以下、湿度80％以下の暗室で保管してください。

●窓際など直射日光のあたる場所での使用、保管は避けてください。

発色および変色の原因となります。

●糊づけに際しては、糊の種類にご注意ください。

ゴム系糊、ポンドセメダイン、シンナーポンド、スティック糊などは発色の原因となります。

●ジアソコピー紙(青焼き)とは密着させないでください。

変色の原因となります。

●消しゴムや粘着テープとは密着させないでください。

●紙面を強くこすらないでください。

爪や固い金属などで紙面をこすると摩擦熱により発色することがあります。

●感熱記録紙をジャケットなどに入れて保管する場合には、ポリエチレンまたはポリプロピレン製の

ものをご使用ください。

軟質塩化ビニール製のものを使用しますと、接触部分が変色するおそれがあります。

３



隔 心≒

カラーリボンカセット

(ヘッドアタッチメント付属)

４

1。２　製品構成

パッ キングケースより取り出す際は下記の同梱物がそろつていることを確認してく ださい。

実字　

体

�
≪

卜

�ﾙ
］

ｙ 卜

個） �

づ

黒ﾘ ﾎﾞﾝｶｾｯﾄ

゛ ル �

礼___

�｜　｜目|「 �乙

�犀｢‾

書

�
ｉ

熱 転 写 カ ラ ー 漢 字

ブ　リ　ン　タ　本　体

用　紙　サ　 ポ　ー　ト

リ ボ ン カ セ ッ ト(

黒色、カラー各１個)

信　号　ヶ　－　ブ　ル

(1 本)

取　扱　説　明　書

(1 冊)



保　　　 証　　　　書

(１部)

お客様ご相談窓口一覧表

(1 部) ☆〉令
(ご注意)

１．梱包箱、梱包材は大切に保管してください。また、故障の場合などの再輸送時にかならず使用

してください。

２．保証書には必要な事項が記入されているかを確認してください。本機の購入時に正しく記載さ

れていない保証書は無効になる場合があり、無償保証を受けられない場合があります。もし、

記入内容が不十分でしたら、購入後速やかに販売店にお問い合わせください。また、保証書は

大切に保管してください。

５



1 。３　設置・取り扱い上のご注意事項

■カバーは取り付けた状態で

カバーを取り はずした状態での保管およびご 使用は、故障や感電の原因になりますので、おやめくだ

さい。

■電源コード は大切に

電源コード を本プリンタの下に敷いたりして、傷をつけないようにご 注意ください。電源コード に

傷がついたまま使用することは危険です。また、電源コードを引っ張らないで、かならず電源コー

ド のプラグを持ってぬいてく ださい。

■電源電圧のご注意

電源電圧は、AO100V 、50 ／60HZ でご使用く ださい。電源電圧が極端に高かったり、低かったり

すると故障が生じたり、充分に性能が発揮できない場合があります。

■風通しの良い所で

本プリンタは温度上昇を防ぐため、カバーに通風孔をあけてありますので、通風孔をふさいだり、

風通しの悪い場所でのご使用はさけてください。

■水は禁物

本プリンタの内部に水や液状のものが入った場合、そのまま使用すると、故障の原因となると同時に

危険でもあります。すぐ に電源コード のプラグをコンセント からぬき、もよりのシャーフお客様ご

相談窓口あるいはお買い求めの販売店にご 相談ください。

■異物を入れると危険

本フリンタのすきまなどから金属類や燃えやすいものを差し込んだり、落したりすると感電や火事

の原因となりますので異物を入れないでく ださい。

・ はげしい雷のときは

はげしい雷のときは、落雷などによる事故防止のため、電源スイッチを「切」にし、電源コード の

プラグをコンセント からぬいてください。

■長時間ご使用にならないとき

ご旅行などで長い間ご使用にならないときは、かならず電源コード のプラグをコンセント からぬい

ておいてください。

■故障や異常のときは

万一故障や異常（臭い、過熱など）にお気づきのときは、すぐ 電源スイッチを「切」にし、電源コ

ード のプラグをコンセント からぬいて、もよりのシャーフお客様ご 相談窓口あるいはお買い求めの

販売店にご 相談ください。

６



■設置時のご注意

●本機は次のような場所には設置しないでください。

湿気の多い場所、直射日光のあたる場所

ホコリの多い場所

温度が非常に高い場所、または低い場所（標準使用温度範囲、5 °Ｃ～35°Ｃ）

振動の激しい場所

ディスプレイテレビの上部

●電源の入／切に力力わらず印字ヘッドはむやみに手で動かさないでください。

●本機表面を清掃する際は、乾いた柔かい布をご使用ください。

有機溶剤や、目のあらい洗浄粉は使用しないでください。

必要なときは、うすい洗浄液か卓上用クレンザーをごく少量使用してください。キャビネットを

ぬれた布でふいたとき、布に塗料が付着することがあります。

●本機はできるだけ水平に設置してください。

●雑音を多く発生する機器の近くでの設置は避けてください。また、このような機器とは別電源に

してください。このような状態でご使用になられますと誤動作の原因になります。

■動作時の注意

●動作時には印字ヘッドは高温になりますので、絶対に手で触れないでください。

■つゆつきの注意

●例えば、暖かい部屋に冷たい水の入ったコップを置くと表面に水滴が付きます。この現象と同じ

ように印字ヘッドなどの金属部分に水滴が付くことがあります。これをつゆつき現象といい づ

ゆつき″を生じたまま本機を使用しますと誤動作または故障の原因になります。

次のような場合つゆつきが起きやすいのでご注意ください。

●湿気の多い所や湯気のたちこめている所。

●暖房した直後の部屋やエアコンなど直接冷風の当たる所。

●寒い屋外力ら急に暖かい室内に持ち込んだとき。

※本機は、室温５°Ｃ～35°Ｃの状態でご使用ください。

７



本プリンタの各部の名称、および操作パネル部の名称を下図に示します。

■プリンタ

レ リ ース レ バ ー

印 字濃 度 ボ リ ュ ーム

リボンカセット

〈プリ ンタ 後面 〉

カ バ ープ レ ート

〈操作パネル 〉

一 一 一

８

用紙サポート

プ ラテ ン ノ ブ

操 作 パ ネ ル



1。５　キヤリツジ固定板の取りはずし

本機には輸送時の衝撃から保護するためにプリンタの内部にキヤリツジ固定板が取り付けてありま

す。ご使用になるまえに必ず取りはずしてください。

キヤリツジ固定板の取りはずしは次の手順で行ないます。

｜手順｜

①　リボンカバーを開き、垂直に立ててから取りはずします。

リボ ン カバ ー

②　キヤリツジ固定板を上方に引き抜いて取りはずします。

キャリッジ固定板

９



③　リ ボンカバーを垂直に持ってピンをはめ、閉じてください。

リ ボ ン カバ ー

(ご注意)

プリンタを輸送するときに必要となりますので、取りはずしたキヤリツジ固定板は大切に保管して

ください。
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1 。６　用紙サポート の取り付け

付属の用紙サポート は単票紙を手差しでセット するとき使用します。

次の手順で取り付けます。

１吏順ｊ

①　プリンタにカバープレ ートとリボンカバーが正しく取り付けてあることを確認します。

カ バ ープ レ ー ト

リ ボ ンカ バ ー

②　用紙サポート を垂直に持ち、左右のピンをカバープレート 両端の溝にはめ込みます。

向こう側に倒すと、斜めの位置で止まります。

用紙サポート

(ご注意)

用紙サポート を取りはずすときは、必ず垂直に立ててがら持ち上げてください。斜めのまま無理に

はずすとピンを破損します。

１ １



1 。７　信号ヶ－ブルの接続について

本機をパソコンテレビ×１・×ｌｔｕｒｂｏシリーズおよび×68000 シリ ーズに接続するには、次の手

順にしたがって正しく行なってください。

(ご注意)

信号ヶ－ブ ルを接続または切りはなすとき、かならず電源を「切」(ＯＦＦ) にしてから行なってくだ

さい。

プリンタ側

■プリンタ後部にある信号コネクタカバーを取りはずします。次に信号コネ

クタに、信号ケーブルのプリンタ側コネクタを接続し、コネクタの左右の

固定用金具を信号側コネクタの受け金具へ確実に固定し、ロックしてくだ

さい。

なお、コネクタには方向性があり、逆方向の接続はできないようになって

います。

コンピュータ側

■パーソナルコンピュータ後部にあるプリンタ接続用端子部の保護カバーを

取りはずし固定用ッメを左右に開いたのち、信号ケーブルのコンピュータ側

コネクタを接続してください。

このとき、ツメが確実にコネクタをロックするようご注意ください。なお、

コネクタには方向性があり逆方向の接続はできないようになっています。

また、信号ケーブルのアース線のＵ字形ラグ端子はコンピュータのＦＧ端

子にかならず接続してください。

固定用金具

ＰＲＩＮＴＥＲ

接 続 用 端 子
固定用ツメ

Ｕ字形ラグ端子

アース線

俯

犬

奈

更

プリンタ側

電源コードプラグをAO100V コンセント に差し込んでスイッチを「入」(ＯＮ)にしてください。また、

電源ランプ が点灯することを確認してください。

以上で設置は完了します。
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2 。1　各部の機能と操作

2｡1.1　 スイッチ/ランプの機能

・電源スイッチ

「入」(ＯＮ)側にするとプリンタに電源が入り、電源ランプ( 緑色) がつきます。

「切」(ＯＦＦ)側にすると電源が切れ、操作パネル上のランプはすべて消えます。(

ご注意)

印字中に電源を切らないように注意してください。

E口字中に電源を切ると、再び電源を入れても正しくED 字されない場合があります。

１４



●操作パネル上の各スイッチおよびランプ

ランプ・スイッチ名称 � 機　　　　　　　　　　能

電源ランプ　　 （緑色）�（1）プリンタの電源を入れたときに点灯します。

用紙切れランプ （赤色）�（1） 用紙が無くなったときに点灯します。

リボン切れランプ(赤色) �（1）インクリボンが無くなったときに点灯します。

カラーランプ(オレンジ色)�（1）カラーリボンカセット が装着されているときに点灯します。

セレクトランプ （緑色）�（1）セレクト状態で点灯し、ディセレクト状態で消灯します。

高速ランプ(オレンジ色) �（1） 高速印字が選択されているとき点灯します。

セレクト スイッチ �(1)セレクトランプ点灯時は、コンピュータからの情報を受け取り、E[〕

字できる状態を示します。(セレクト状態)(2)

セレクトランプ消灯時は、コンピュータからの情報を受け取らない

状態を示します。(ディセレクト 状態)(3)

押すたびにセレクトランフガ点灯、消灯を繰り返します。(4)

テストE[]字中の印字中断・再開指示に使用します。

改頁スイッチ �
（1）セレクトランプ消灯時このスイッチを押すと、次の頁の先頭まで用

紙を送ります。（標準頁長は11インチ）

（2）セレクトランプが点滅（39頁ご参照）しているときは、用紙を順方

向に微調整送りします。

改行スイッチ �
（1）セレクトランプ消灯時このスイッチを押すと、用紙を１行分送りま

す。（標準行間隔は１／６インチ）　　

また、押し続けると１行分ずつ連続送りします。

（2）用紙ランプ点灯時用紙をセット後、このスイッチを押すと用紙の

自動挿入を行ないます。

（3） セレクトランプが点滅しているときは、用紙を逆方向に微調整送り

します。

高速スイッチ �（1） 高速印字と標準E口字の切り換えスイッチです。

（2） 高速印字が選択されている時、高速ランフガ点灯します。

注１）表示ランプの点灯、消灯、点滅の組み合せでプリンタのエラー状態を表示します。（170 頁エラ

ー表示ご参照）

注２）操ｲ乍パネルの各スイッチは、押してから離したときに機能しますので、操作の際は、押し下げ

たままにしないでください。
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2｡1.２　その他各部の機能

（1）レリ ースレバー

単票紙、はがきに印字する場合や、用紙の挿入、調整状態により次のようにセットします。

Ｅ
ｎ
Ｈ
Ｊ
Ｅ

単票紙、はがきを挿入・印字す

るときの位置

単票紙の曲がり の調整を行なう

位置

（2）ブラテンノブ

用紙を挿入するとき、または取り出すときに、このフラテンノフを使用します。

右方向（時計回り方向）に回すと用紙が挿入され、逆方向に回すと用紙が戻ります。

１６

■ ■ ㎜ ■㎜■■㎜■ ㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜　　　　　　 － －
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（3） 用紙ガイド

用紙をセットするときの位置決め用のガイド です。この用紙ガイドは、単票紙と、はがきでそれ

ぞれ次のようにセットします。

＊単票紙をセット する柵合

①　Ａ４、Ｂ５サイズのときは、「Ａ４」位置に合わせ、Ｂ４サイズのときは、「Ｂ４」位置に合わせ

て使用します。

②　用紙の左側からの印字位置を変える場合は、「Ａ４」位置から左側の「Ｂ４」位置を目安に、

用紙ガイドを移動します。

＊はがきを使用する場合

①　 はがきをセット する場合は、左側の用紙ガイド を「 口 」位置に合わせます。

用 紙 ガ イ ド

用紙サポート

(4) 印字濃度ボリューム

ED字濃度の調節は次のように行ないます。

①　 本体の左側にある印字濃度ボリュームをスライドさせて濃度を調節します。

１
一－

｀
癩
ぽ
ぽ
ぽ
昌

濃 く な る

中央位置(通常)

薄くなる

印字 濃度 ボリューム

１ ７



2｡1.３　印字機能

熱転写印字モード と感熱紙印字モード

本プリ ンタは熱転写用のリ ボンカセット を用いて、熱転写紙にED字する熱転写E口字モードとリボ

ンカセット を用いないで、感熱紙に直接E口字する感熱紙ED字モード の２種類のE口字モード を持って

います。

各々のED字モード に入る条件は下記のとおりです。

(1) 熱転写ED字モード

●リ ポンカセットガ装着された状態で電源スイッチを「入」(ＯＮ)にすることにより、自動的に熱転

写ED字モードとなります。

(２) 感熱紙E口字モード

●リ ボンカセット を装着せずに電源スイッチを「入」(ＯＮ)にすることにより、自動的に感熱紙ED 字

モード となります。

2｡1.４　日］字中のインクリボン終了（リ ボン切れランプ点灯）

印字中にインクリボンが無くなった場合、リボン切れランプが点灯し印字動作を中断しキヤリッジ

を自動的に中央付近に移動して停止します。

リボンカセットを交換した後（3.1参照）、改めて印字を行なってください。
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2｡1.５　テスト印字

本プリンタには、テストE口字機能が内蔵されています。

＜テストED 字＞

テスト印字は、プリンタを設置したとき、移動したときなどに、プリンタが正しくED字動作する

ことを確認するために行ないます。

＊テストE口字は、次のスイッチを押しながら電源を入れることにより開始します。

＊セレクトスイッチを押すたびにテスト印字が中断、再開を繰り返します。

＊この機能は、電源を切ることにより終了します。

スイッチ � 内　　　 容

改 行 ス イ ッ チ �

黒色リボン

の場合 �
パィカ文字を繰返しE[〕字します。

�カラーリボ

ンの場合 �
パィカ文字を１行ごとに色変えして印字します。

改 頁 ス イッ チ �

黒色リボン

の場合 �
すべての全角文字を繰返しED字します。

�カラーリボ

ンの場合 �
すべての全角文字を１行ごとに色変えして印字します。

注１) テスト印字を行なう場合は、信号ケーブルを抜いて行なってください。

注２) テストED字中に用紙がなくなって、E口字を続けたい場合は、新たに用紙をセットしたうえでセ

レフトスイッチを押すとED字を再開します。
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2｡1.６　１６進モニタ機能

コンピュータからプリンタへ送られて来るデータ（コントロール・コードも含む）をそのまますべ

て16進形式で印字する機能です。したがって、この機能が働いているときは、コンピュータからプリ

ンタに送られるコントロール・コードは本来の役割を果しません。この16進モニタ機能は、コンピュ

ータが送り出すデータが正しくプリンタに届いていることを確かめるときに利用します。

この機能は、次のスイッチを同時に押しながら電源を入れると動作します。また、電源を切ること

により、この機能は終了します。

スイッチ � 機　　　　　　　能

改行スイッチと

改 頁 ス イ ッ チ �

すべての入力データを16進でE口字します。(E[

〕字用紙はＡ４用紙をご使用ください｡)

※16進モニタ機能終了時１行未満のデータが残っている場合は、セレクト スイッチを押すことにより、

残りのデータを印字することが可能です。その場合残りデータをE口字しディセレクト 状態になります。

2０



2 。２　ディップスイッチの設定

ディップスイッチの設定により、プリンタの各種機能を電源投入時の初期状態とすることができま

す。

通常は、お買い求めいただいた状態の設定で使用できます。もし、変更するときには、電源が切れ

ていることを確認の上、次の手順で行なってください。

２.２.‘1　 設 定 手 順

[李麟‾]

①　ディップスイッチはプリンタ後面にあります。

Ｎ
！

呼

②　先の細いものでディップスイッチを変更します。

Ｓ

４‐
４
 

１

( ご注意)

ディップスイッチ設定の変更は、プリンタの電源を一度「切」(ＯＦＦ)にしてから行ないます。電源が

「入」(ＯＮ) のまま変更をしても、設定内容は電源を入れ直すまで有効と
はなりません。

２ １



2｡２.２　ディップスイッチの各機能

ディップスイッチをセットしておくことによって、以下のとおり機能の設定を電源投入時およびイ

ンターフェイス信号INIT 入力時、ＥＳＯＣｌコード入力時の初期値とすることができます。

ディップス
イッチ番号�

機能 � ＯＮ � ＯＦＦ �工場出荷時

１ �ゼロ書体選択 � ０ � ０ � ＯＦＦ

２ �E[]字速度選択 � 高速 � 低速 � ＯＦＦ

３ �はがきモード � ＯＮ � ＯＦＦ � ＯＦＦ

４ �頁長の選択 �12インチ �11インチ � ＯＦＦ

５ �固定
�- �-

� ＯＦＦ

６ �給紙位置 �12mm �22mm � ＯＦＦ

フ �固定 �- �-

� ＯＦＦ

８ �固定
�- �- � ＯＦＦ

ディップスイッチの工場出荷時はすべてＯＦＦ側にセットされていますので上記の表の機能に設定

するときには、スイッチをＯＮ側に切り換えてください。詳細は、次頁(23頁)をご参照ください。

(ご津粛)

ＳＷ５、ＳＷ７、ＳＷ８は固定となっていますので絶対に動かさないでください。
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ＳＷＩ　数字ゼロの字体選択

数字ゼロガスラツシユ無しで印字されます。 ０゙″→ ○゙″

但し、パイカ文字、エリート文字、縮小文字、半角文字にのみ有効です。

ＳＷ２　高速印字の選択

初期状態で高速印字が選択されます。

ＳＷ３　はがきモード

はがきモードを設定します。

ＳＷ４　頁長の選択

用紙の頁長を12インチ（約305mm）か11インチ（約279m ）に設定します。

ＳＷ５　固定

ＳＷ６　用紙頭出し量の選択　　　　　　　　　　　　　　　12mm

単票用紙を給紙したときの印字開始位　　　　　　 ‾‾‾ ‾‾‾‾

置を12m または22 に設定します　

内

言

ＳＷ７　固定

ＳＷ８　固定
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（1）リボンカセット はシャーフ指定のものをご使用ください。

商　 品　名 � 部 品 番 号

黒リボンカセット �94VW515921200

カラーリボンカセット �94VW515921210

（２）リボンパックはシャーフ指定のものをご使用ください。

商　品　名 � 部 品 番 号

黒リボンパック(5個入) �94VW515921220

カラーリボンパック(5個入) �94VW515921230

（３） 用紙はシャーフ推奨の商品または同等品をご使用ください。

〔推奨用紙形名〕

●熱転写用紙（ED字する場合、リボンカセット が必要です。）

紙 の 種 類 � 形　　　　 名

A4 （250枚入り） �EA-4AS2

B4 （250枚入り） � ＥＡ-４ＢＳ２

B5 （250枚入り） �EA-5BS2

●感熱用紙（E口字する場合、リ ボンカセット は必要ありません。）

紙 の 種 類 � 形　　　　 名

A4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＡＳ６

B4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＢＳ６

B5 （100枚入り） � ＷＰ-５ＢＳ６



3 。1　リボンカセットの取り付け、取りはずし

本プリンタのリボンカセット には、カラー印字用と黒色ED字用の２種類ありますが、取り扱い方法

はまったく同じです。また、どちらも往復E口字が可能で簡単に取り付け、取りはずしができ、取り扱

いに際し手を汚すこともありません。

リボンカセット の取り付け、取りはずしは、必ずキヤリッジがリ ボン交換位置にあるとき行なってく

ださい。

3｡1.1　 取り付け

①　電源スイッチを「入」(ＯＮ)にします。操作パネルの電源ランフガ点灯し、キヤリッジは初期化動

作をします。

②　プリンタに用紙ガゼットされていないときは用紙切れランプが点灯し、キヤリッジがリボン交換

位置に移動します。用紙ガゼットされているときはセレクトスイッチを押してディセレクト状態

にするとキヤリッジがリボン交換位置に移動します。

リボン交換位置(

約10文字分右)

電ｊ ｙ　 カ　セレクト　　 改員　　　改行　　　高進
皐 匹 需 用
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③　リ ボンカセット からストッパーを取りはずします。

④　リボンがたるんでいるときはボールペンのキャップなどの太め軸で、図の方向にコアをまわして

たるみを取ってください。なお、正面にリボンのインク部が出ているようにしてください。

⑤　リボンカバーを開けてください。

リボ ン カバ ー

コ ア

⑥　リボンカセットのＡ面を上にします。やや斜めに持ち、手前を先にしてキヤリッジにはめ込みま

す。リボンガE口字ヘッドに引っかからないようにします。

リ ボ ンカ セ ッ ト

２７



⑦　リ ボンカバーを閉じてください。以上でリボンカセット の取り付けは終わりです。

3｡1.２　取りはずし

リボン切れランプが点灯したときは、リボンカセット のその面のリボンが終了したことを示します。

リボンカセット を反転するか、交換してください。

リボンカセット の反転、交換手順はリボンカセット の種類にかかわらず共通です。

(ご注意)

使用済みのリボン は再使用できませんのでご注意く ださい。反転使用のとき、使用中の面を間違え

ないよう 、片面はなる べく 最後まで使いきるようにしてください。

①　印字中または電源が「入」(ＯＮ)のときリ ボン切れを検出すると、リボン切れランフガ点灯し、プ

リンクはディセレクト 状態になります。ED 字中であればED 字が中断し、キヤリッジはリボン交換

位置に移動します。

２８



②　リボンカバーを開けてください。

リボ ン カバ ー

③　リボンカセットを図のように印字ヘッドの側を心持ち上げるようにしながらまつすぐ上に引き上

げて取りはずします。

リボ ン カセ ット

④　リボンカバーを閉じてください。以上でリボンカセット の取りはずしは終わりです。

２９



口あ貧亘亘］

・使用途中のリボンを取り付けるとき

途中まで使用したリポンカセツト をプリンタに取り付けるときは、使用中の面（ＡまたはＢ）を

確認してく ださい。使用済みのリ ポンはフリンタガ検出してリボン切れエラーになり、印字できま

せん。また、面を間違って取り 付けてしまうと、リボンが無駄になります。

使用済みのリボンは、印字した形にリ ボンのインクが抜けていますので、簡単にわかります。使

用済みのリポンを、その面の巻取り側（矢印の側）にします。ただし、取り付け前にリボンを多少巻

いて、使用済みのリ ポンガ見えないようにしてく ださい。

・リ ボンカセット の判別

プリンタの初期化時、またはディセレクト 状態からセレクト状態になるとき、自動的にリボンカ

セット の種類を判断します。

・リボンカセット取り扱い上の注意

リボンカセット、およびリ ボンパックの取り扱いや保存には、次の点に注意してください。

●リ ボンはきわめてう すい|樹脂フィルムです。リボンカセット から引き出したりしないでください。

リ ボン交換の際は、傷などを付けないよう に丁寧に扱ってください。

●使用しないときは、なるべくスト ッパーを付け、袋にいれて保管し てください。リボンがたるん

で出ているときは、コアを回して巻取ってください。

●高温、高湿のところを避けて保存してください。直射日光の当たるところを避けて保存してくだ

さい。

●グラフィックなどの印字を中断してカラーリ ボンカセット を反転、交換すると色ずれが出る場合

があります。

●カラーリ ボンカセットを反転すると、色の順番が逆になるため、グラフィック印字の色あいが多

少変わります。

●リボンは化学製品のため、製造ロット や保存状態で多少カラーの色あいが変化する場合がありま

す。

●プログラムで色選択を行なうときは、黄→マゼンタ→シアンの順にすると、リポンガ効率良く使

えます。

3０



3 。２　リボンパックの取り扱い

リボンカセット の両面を終了したときは、中のリボンのみを交換できます。

・リボンバックの種類

リボンは ＯＺ-8PC3 用リボンパックとして別売しています。リボンパックは下記の部品番号を

指定して、必ず専用のものをお買い求めください。

商　品　 名 � 部 品 番 号

黒リボンパック(5個入) �94VW515921220

カラーリボンパック(5個入) �94VW515921230

(ご注意)

リボンパックとリボンカセットにはリボン別にそれぞれ２種類あります。リボン交換の際は、必ず

対応するリポンパックとリボンカセットを使用してください。リボン交換の手順は同じです。

3｡２.1　リボン交換

リ ボン交換は次の手順で行ないます。

①　リ ボンカセット のＡ面を上にして水平に持ち、爪を押しながら開きます。

リ ボンはＢ面側に残ります。

Ａ面

②　使用済みのリボンをコアごとカセット から取り出します。
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③　新しいリボンを袋から取り出します。使用済みのリ ポンはこ の袋に入れて廃棄してく ださい。(

ご注意)

使用済みのリポンには印字したパターンガ白抜きになって残っています。

機密文書などをED 字したインクリボンは廃棄するとき注意してください。

④　Ｂ面側を図のように水平なところにおきます。新しいリボンの巻いてある側（供給側）を右側に

し、リボンを二巻きほどゆるめてから、左右のコアをセットします。

Ｂ 面

（ご注意）

リポンはうすいフィルムですので、傷や汚れのつかないよう、ていねいに扱ってください。なるべく

コフフを持ってください。落としたりするとほどけてしまいますので注意してください。

⑥　カセット の６本のローラとの位置関係が正しくなるようリ ボンを這わせてください。そのまま、

左側のコフフ（巻き取り側）を廻し、リ ボンを張ってください。ローラは、はずれません。

ロ ー ラ

リ ボ

ロ ーラ

コ ア

３２



⑥　Ａ面側を後部の突起から先にはめ込みます。コアがずれたりリポンをはさみ込まないよう、水平

に近い状態で行なってください。

面

必ずＡ面側の

チッと音がす

はめ込んでく;

⑦　ボールペンのキャップのような太めの軸をコアに差し、リボンのインク部分が出るまで巻取側に

巻いてください。同時にリボンのたるみを取ってください。

⑧　以上で交換は終了です。リポンカセットにはつてある交換回数を記録するシールにチェックをし

てください。

(ご注意)

カセット自体も、10回ほどリボン交換をしたら新品に取り換えてください。

(リボンカセットは、リボン入りで別売しています。)

３３



3｡２.２　ヘッド アタッチメント の取り扱い

カラーリボンカセット にはヘッドアタッチメント が付属しています。

ＯＺ-８ＰＯ３でリボンカセット を使用するときは、文字が読みやすいように、やや艶消しの印字にな

るよう設計してあります。ヘッド フフタヽ1ノチメント を取り付けると、艶有りのED字結果が得られますの

で、カラーで絵を打ち出すときは必ずヘッドアタ ンヽチメントを取り付けてください。

(ご注意)

ヘッドフフタ ンヽチメント はカラーリボン専用ですので、黒リボンカセット使用時は必ず取りはずして
ｰ

ください。

・ヘッド アタッチメント の取り付け

リ ボンカセット を取りはずし、プリンタの電源を「切」(ＯＦＦ)にして作業してく ださい。

E口字ヘッド の左右の凸部がヘッド アタッチメント の溝に沿うように、止まるまでさしこみます。

ED字ヘッド の後ろの突起がヘッドアタッチメント の穴にはまります。

ヘ ッ ドア タ ッチ メン ト

ゾレ 言レ
(ご注意)

ED字ヘッドはプリンタの重要部品です。ヘッドアタッチメントの取り付け、取りはずしの際は、ED　

字ヘッドに強い力をかけたり、大きく動かさないようにしてください。

３４



3 。３　用紙のセット

本プリンタでは、 単票紙のほかに官製はがきにもED 字できます。

3｡３.1　用紙の仕様

本プリンタで使用できる 単票紙および、はがきの仕様は下表のとおりです。

項　　目 � 単票紙 � はがき

サ イ ズ � Ｂ５縦・横、Ａ４縦、Ｂ４縦*1)(

用紙幅182 ～257m) �　

官製はがき　*2)(

サイズ100 ×148m)

用紙紙質 � 普通紙、感熱紙(Ａ４、Ｂ５)

連　　 量 � 四六判連量値45～90kg*3 ）（官製はがきは約135kg ）

＊１）ご使用になる用紙については、かどが折れていたり、切れている紙、および、そり が大きい

紙を使用しないでください。給紙が不安定となり、曲がり、紙づまりの原因になり ます。ま

た、用紙の保管は、高温高湿の場所はさけてください。

＊２）はがきは、官製はがきを使用してください。官製はがきよりも紙厚があるはがきを使用しま

すと、曲がり、紙づまりの原因になります。

＊３）四六判連量値：サイズ788mm ｘl,091m の紙1,000 枚の重さを表し ます。

3｡３.２　単票紙のセット

手差しで用紙を挿入し易いように、用紙の有無を検出して自動的にED字位置まで引き込む機能を持

っています。

(ご注意)

用紙が耳折れしたり、うまくセットできないときは、リボンカバーを開けて用紙を十分送り出した

後で、再びリボンカバーを閉じます。

次に用紙先端が送紙ローラとカバーローラから少し出る位置まで用紙を戻してください。

単票紙は１枚づつセットしてください。

３５



①　プリンタにカバープレート 、リ ボンカバー、用紙サポート を取り付けてください。

レリ ースレバーを「閉」の位置にしてください。

用 紙 サ ポ ート

カバープレート

リ ボン カ バ ー

(ご注意)

リボンカバーは必ず閉じてください。リボンカバーが取り付けてなかったり浮き上がっていたりす

ると、紙送りとED字が正常にできません。

②　プリンタの電源スイッチを「入」(ＯＮ) にします。電源ランプと用紙切れランプが点灯し、キヤリッ

ジはリボン交換位置に移動します。

３６



③　用紙の幅に応じて、左側のガイドを位置合わせマークに合わせてください。用紙をあてがって右

側のガイドを移動し、用紙がまっすぐに差し込めるようにします。

用 紙ガ イ ド

④　用紙をガイドに沿ってつきあたるまで差し込み、改行スイッチを押してください。キヤリッジが

中央に移動し、プリンタが用紙を給紙位置まで引き込みます。

３７



⑥　用紙ガゼットされると、セレクト ランプが点滅し、プリンタは給紙位置微調整モード になります。

この位置が現在の給紙位置設定です。

゛ｊ ｙ ？　 セレクト　　 改頁　　　 改行　　　高遠
謳 務 四 回 司

ここでセレクトスイッチを押すと、プリンタはセレクト状態になり、コンピュータからED字可能に

なります。

３８



・給紙位置の微調整モード

用紙切れ状態から用紙ガゼットされた直後で、セレクトランフガ点滅しているとき、プリンタは

給紙位置の微調整モードになっています。このモード中はディセレクト状態です。

微調整モードでは次のスイッチを使用します。

改行スイッチ　　　　用紙を下方向へ1 /180インチ単位で動かします。向きをスイッチのｖ

マークで示しています。

改頁スイッチ　　　　用紙を上方向へ1 /180インチ単位で動かします。向きをスイッチの肖

マークで示しています。

セレクトスイッチ　　微調整モードを解除し、セレクト状態にします。

●電源をオンにして最初に微調整するときは、ディップスイッチで設定した給紙位置を基準にして

動きます。

●一度微調整を行なうと、改めて微調整するか、電源をオフにするまで、その給紙位置を記憶しま

す。

●微調整を二度目以降に行なうときは、その時点での記憶している給紙位置を加減して動きます。

すでに上方向に微調整してあれば、上に調整できる量が減り、下に調整できる量が増えます。

（お知らせ）

●ディップスイッチによって、２種類の給紙位置（用紙端から印字位置までの長さ）のうちいずれ

かを初期設定できます。ディップスイッチ ＳＷ６がＯＦＦ のとき22叩、ＯＮのとき12mmになりま

す。

●工場出荷時は、給紙位置は22叩になっています。

○ ○

禦二な 二叩¨゛

(ご注意)

給紙位置設定が12m のときは特に下方向への微調整をしすぎないようにしてください。空E口字にな

るとプラテンや印字ヘッドを傷めます。



3｡３.３　用紙の曲がり修正

用紙の曲がりや左右位置の修正は、次のように行ないます。

①　リ ボンカバーを少し開きます。

②　レリ ースレ バーを「開」の位置に合わせます。

⑧　用紙の先端と後端を並行に合わせて、曲がり、位置を修正します。

④　レリ ースレ バーを「閉」の位置に戻します。

⑥　リ ボンカバーを閉じて、用紙先端を送紙ロ ーラとカバーローラから少し出る位置まで戻します。

3｡３.４　単票紙の印字範囲

単票紙のED字範囲は、下図の斜線部分です。　E口字範囲外に印字をしないよう 注意してく ださい。

また、用紙がない状態での印字( 空印字) は、プラテンおよびE口字ヘッド を傷めますので、空ED 字を

しないよう十分ご注意く ださい。

1２ｍｍ以 上

1２ｍｍ以 上

ｊ
９ ｍｍ

４０

用 紙 の 上 端

用紙ｶﾞｲ ﾄﾞ位置 �忿(闘)

口 � ９

Ａ４ �14

Ｂ４ �24



3｡３.５　はがきのセット

はがきはつぎの種類のものを使用してください。

紙質　　　 官製はがき、または同等紙質のもの

形状　　　 縦　　148mm

横　　100mm

厚さ　0.22m

印字領域

100 ｍｍ

�入　・Ｉ・　Ｑ　ｌｄＬ
��ａｍｍ４４「　Ｑｌｌｌｍ心太

.m��ド
��↑

��皿[Σ]

縦置き

1０ｍｍ以 上

1０ｍｍ以 上

横置 き

1０ｍｍ以 上

1０ｍｍ以 上

・はがきへの印字

はがきED 字をする前に、別の用紙を使用して試しE口字を行ない、印字領域内で印字することを確

かめてから、実際の印字を行なってください。
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はがきモードの設定と解除

はがきへED字する場合は、はがきモードを設定します。はがきモードはディップスイッチＳＷ３

をＯＮ(上側)にすると設定されます。

S
４
‐
４
 
１

(ご注意)

ディップスイッチを変更するときは電源スイッチを「切」(ＯＦＦ)にしてください。

また、はがきへED字しないときは、ＳＷ３は必ずＯＦＦ(下側)に戻し、はがきモードを解除してください。

・はがきモード について

はがきモード のとき、左マージンガ19 桁目、右マージンガフ4桁目に。自動的に設定されます。(10　CPI

の桁数) 位置合わせマークに合わせてハガキを横置きにしたとき、ED 字幅ガはがきの範囲内|こ

収まるようになります。

19 桁 目

縦

４２

74桁目



はがきのセット

用紙ガイドを使用してはがきを１枚ずつ手差しするときは、以下の手順で行なってください。

①　プリンタの電源を「入」(ＯＮ)にし、レリースレバーを「閉」の位置にしてください。

②　左側の用紙ガイド をはがきの位置合わせマークに合わせてください。

はがきをあてがって、幅に合わせて右側のガイドを移動させてください。

４３



③　用紙切れランプが点灯していることを確認して、はがきを用紙ガイドに差し入れ、押し込んでく

ださい。改行スイッチを押すと給紙位置まではがきが引き込まれます。

(ご注意)

●はがきは厚手ですから、しつかりと押し込んでください。

●特に横置きのときは、上端の左右をよく押し下げてください。

④　セレクトランプが点滅し、微調整モード になりますので改頁スイッチと 改行スイッチを使用し、

給紙位置を微調整してください。

⑥　セレクトスイッチを押すと、プリンタはセレクト状態（セレクトランプ点灯）になり、コンピユ

ータから印字可能になります。

４４



×1 シ リ ーズ/ ×l tｕrヽｂｏ シリ ーズで の使 用手順は 異なり ますので、本章の内容をご 理解

のう えご使 用く ださい 。

(XI セ｣ｒｂｏ ＢＡＳＩＣ および ＸＩ ＢＡＳＩＣ Ｖ２．０(ＣＺ-８ＣＢ０１、ＣＺ-８ＦＢ０１) 上 で 本機

を使用 する場合 はプリ ンタユ ーティリティ による 設定 が必要 です。　　　　　　　　)



4｡1　×1シリーズとの接続について

4｡1.1　×1 シリーズとの接続手順

下 記の手順で ×1 シリ ーズと接 続し てく ださい 。

ｉ手順 ｜

①　 コ ンピ ュータとプリ ンタの電 源を「切」(ＯＦＦ) にし ます。

②　1.4｢ 信 号 ケ ーブル の接続につい て｣ を 参照しコンピ ュータとプリ ンタ を接続し ま す。

③　 接 続を確 認しコンピ ュータ、プリ ンタの順 に電 源を「入」(Ｏ Ｎ) に し ます。

④　 ＸＩ ＢＡＳＩＯ( ＯＺ-８ＣＢ０１、ＣＺ-８ＦＢ０１)を 起動さ せ次のとおり キー入力し ます。

L ＰＲ工ＮＴ　”ＣＺ－8PC3 ” ［:Ξ
⊇ ］

O Ｚ-8PC3 と印字されれば正しく接続されていますので×Ｉ ＢＡＳＩＣ のプリンタ制御ステート

メント が使用できます。

4｡‘1.2　×Ｉ ＢＡＳＩＣ ＶＩ.0(ＣＺ-8CB01 、ＣＺ-8FB01) で使用するブリ

ンタ制御ステートメント

プリンタ制御ステートメントは次のとおりです。
①　 ＬＰＲＩＮＴ 文字の印字またはプリンタにコントロール・コード を入力するときに使用

します。

または

ＰＲＩＮＴ＃ｎ(ｎはファイル番号)

②　ＬＦＩＬＥＳ ……………カセットテープ、フロッピーディスク、外部メモリ(ＥＭＭ)、グラフィッ

クメモリにＳＡＶＥされているファイルのファイル名をED 字するときに使

用します。

③　ＨＯＯＰＹ〔ｎ〕………画面コピーを取るとき使用します。

④　ＬＬＩＳＴ ………………コンピュータに入力さ れているプログラムのリストをED 字するとき使用し

ます。

詳細はXI シリーズ用ＢＡＳＩＣ ＭＡＮＵＡＬをご参照ください。

|お知らせ｜

ＨＣＯＰＹ〔ｎ〕を使用してのカラー画面コピーはできません。

４６



4｡‘1．３　 ×‘Ｉ ＢＡＳＩＣ Ｖ２．0(ＣＺ-8CB01 、ＣＺ-8FB01) で の 使 用手 順

(1) ＸＩ ＢＡＳＩＣ Ｖ２.0のプリンタ制御ステートメント はＸＩ ＢＡＳＩＣ ＶＩ.0と同様、そのまま使用

できます。

(２) ＸＩ ＢＡＳＩＣ Ｖ２.0には漢字コードの入出力を簡単にするための“漢字ユーティリティ" とフリ

ンタのコントロール・コード を変更するための“プリンタユーティリティ" があります。

本機を使用して、ファイルディスクリフダ ＬＰ："(“ＬＰＯ：")を使った漢字出力をする場合は、

漢字ユーティリティによる設定が必要です。

ファイルディスクリフダ ＬＰ："(“ＬＰＯ：") を使って漢字出力した場合、初期設定でＣＺ

-800P に設定されていますので、漢字はビット イメージで16×16ドット の構成となり 本

ヨレ

能力(全角文字は24×24ドット で印字する)を充分発揮できません。

下記の手順で実行してください。

｢手車‾1

①　漢字ユーティリティを実行します。

②　プリンタユーティリティ〔“プリンタＯＯＮＦＩＧ ２．Ｕｔｙ"(ディスク版) またぱ プリンタＣ

ＯＮＦＩＧＣ ２．Ｕｔｙ"(カセット 版)〕を実行します。

下記のようなメニュー画面が表示されます。

( 下記メニュー画面は代表例ですのでご使用のＢＡＳＩＣによっては表示画面と異なる場合

があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

＊ ＊＊　 ＰＲ ＩＮＴ ＥＲ　 Ｃ ＯＮ ＦＩＧＵＲ 白 丁]: Ｏ Ｎ　 ＊ ＊ ＊

［ 自 ］.‥CZ-8 叩P
［B ］.‥CZ-8qPK

［C ］.‥CZ-8PD2

［D ］‥.CZ-8PP2

［E ］‥.CZ-8P 卜く2

［F ］‥.CZ-8PNI

［G ］‥.MZ-1P 肪

［H ］‥.MZ-1P97
［　I　］‥.MZ-1P98

［J ］‥.MZ-1P1 胎

［Z ］‥.0THER

［

［

［

Ｋ

Ｌ

Ｍ

］‥.ESC/P 胞-81
1.‥LJP-1ろ豚
］.‥FP-89/RP-821 1 1

N ］.‥SP-89
0 ］‥.PC-8822/PR2 趾P
］‥.M-1叩9

Q ］.‥M-1叩9×
R　］.‥LPR-24T
S,］‥.KP一釦叩

[ESC] ‥.END

SELECT ｡［ 自 ］－［S ］c･r［Z ］clr［ESC ］I

４７



すでに登録されている熱転写プリンタｃｚ-8PNI を指定します。

“Ｆ" をキー入力してください。

“Ｆ" キーを入力すると画面下に次のようなメッセージガ表示されます。

(ディスクＢＡｓIc ｖ2.0をご使用の楊合)

祠E00　　Da,t,j ］　t･uﾃｲ　 ｶﾞ　ｼｭｳﾘｮｳ　ｼ 乃 夕　　０ ０ ０　

t･uﾃｲ　ｼﾀ　MTi °i　=ｦ　Disk　ﾆ　ﾄｳﾛﾘ　ｼﾏ 又力　？(　 ？　／　Ｎ　)(

カセットＢＡｓlc ｖ2.0をご使用の楊合)

t･uﾃｲ　ｼﾀ　Printer　ﾆ　ﾌﾜtﾃ　Basic　ｵﾖ ﾋﾞ

ｶ:乃I゙ こ1-ねﾘﾃｨ　=ｦ　 Ｍtｲ　ｼﾏｽｶ　 ？　匯/N)

ここで，本機を登録する場合は下表をご参照ください。

使 用 す る
コンピュータ � 使用するＢＡＳＩＣ � 設　　定　　方　　法

CZ-800C

CZ-8010

CZ-802C

CZ-803C

CZ-8040 �

別売品のOZ-112SF(OZ-80B01V2.0)

または、OZ-113SF(CZ-8FB01V2.0)�

ＣＺ-１１２ＳＦまたはＯＺ-１１３ＳＦに付属の取扱説明書・

プリンタユーティリティの章をご参照ください。

OZ-811C

OZ-812C �

付属のカセットBASIO(OZ-80B01V2.0)

またはディスクＢＡＳ¶○(

ＣＺ-８ＦＢ０１ Ｖ２．０) �CZ-811C

またはOZ-812C に付属の「アプリケーシ

ョンソフト説明書」のプリンタユーティリティの章を

ご参照ください。

４８



4 。２　×ltｕｒｂｏシリーズとの接続について

4 。２.1　×ltｕｒbo シリーズとの接続手順

下記の手順でXl t ｕrｂｏシリ ーズと接続してください。

L手順｜

①　コンピュータとプリンタの電源を「切」(ＯＦＦ)にします。

②　1.4｢ 信号ケーブルの接続について｣を参照し、コンピュータとプリンタを接続します。

③　 接続を確認しコンピュータ、プリンタの順に電源を「入」(ＯＮ)にします。

④

⑤

⑥

Xl tｕrｂｏ ＢＡＳＩＯ（ＯＺ-8CB02 、ＣＺ-8FB02 ）を起動させ次のとおりキー入力します。

ＫＭｏＤＥｏ　ﾛｷ⊇゙］

ＬＰＲ工ＮＴ　”ｃｚ－８Ｐｃ３” Ｇ
⊇］

ＣＺ-８ＰＯ３とED 字されれば正しく接続されています。

Xl t ｕrｂｏ ＢＡＳＩＣ のプリンタ制御ステートメント を使用する前にコンピュータ 本体に付属の

プリンタユーティリティ“プリンタＯＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ" を51頁「プリンタユーティリティの設定｣

の手順で実行し、ＣＺ-８ＰＣ３を設定、登録し ます。

(ご注意)

●ＣＺ-8PO3 を設定しないで印字を行ないますと半角と全角文字がコンピュータ内蔵の文字

パターンとなりますので本機の能力(全角文字を24×24ドット 文字でED字する)を充分発揮

できません。

●ＣＺ-8PC3 を設定するとコンピュータ本体付属のプリンタユーティリティ“Ｐrint ｏｕt-1.

Ｕtｙ"、“Ｐrint ｏｕ七-2.Ｕtｙ" は使用できません。文字の横2 倍、縦2 倍、縦書き印字を行

なうとき は56頁｢応用使用例｣をご参照ください。

※Xl tｕrｂｏ (ＣＺ-8560) をご使用の方ぱ プリンタＯＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"実行後の最初のメニユ

ー画面表示のときＯＺ-８ＰＮＩを指定する[E]キーを押してください。[Z]キーを押してのコント

ロール・コード 設定は必要ありません。

⑦　ＣＺ-8PO3 を登録後Xl t ｕrｂｏ ＢＡＳＩＣ のプリンタ制御ステートメントを使用して印字を行な

ってください。

４ ９



4｡２.２　×l t ｕｒｂｏ ＢＡＳＩＣ( Ｃｚ-8CB02 、ＣＺ-8FB02) で使用する

プリンタ制御ステートメント

フリ ンタ 制御 ステ ート メント は次のとおり です。

①　 ＬＰＲＩＮＴ ……………文字 のED 字 を すると き使用し ます。

または

ＰＲＩＮＴ ＃∩(ｎ はフ ァイル 番号)

②　 ＬＰＯＵＴ ……………プリ ンタ|こコ ント ロ ール ・コ ード を入力 すると き使用し ます。

③　 ＬＦＩＬＥＳ ……………カセット テープ、フロッピ ーデ ィスク、外 部メ モリ( ＥＭＭ) 、 グラフィッ

クメモリ に ＳＡＶＥ さ れ ているファ イル のフ ァイル 名を印字 すると きに使

用し ます。

④　 ＨＣＯＰＹ〔ｎ〕………画面コピ ーを取るとき に使用し ます。

⑤　 ＬＬＩＳＴ( ＊) … ………コンピュ ータ に入力さ れているプロ グラム のリ スト をED 字 するとき に使 用

し ま す。

⑥　 ＣＯＮＳＯＬＥ＃ …･･ＬＰＲＩＮＴ、ＬＬＩＳＴ、ＬＦＩＬＥＳ を使用して文 字をE【】字 すると きの１行 の文

字数と１ペ ージの 行数を指定し ます。

詳細はXl t ｕrｂｏシリ ーズ用 ＢＡＳＩＣ ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ ＭＡＮＵＡＬ をご 参照く ださい 。

| お 知６せ Ｉ

ＨＣＯＰＹ 〔ｎ〕を 使用して のカ ラー画面コピ ーはでき ません。

4｡２.３　 ×l t ｕｒｂｏ シ リ ー ズ で ×Ｉ ＢＡ ＳＩＣ ＶＩ．０(ＣＺ-８Ｃ Ｂ０１、

ＣＺ- ８Ｆ Ｂ０１)を 使 用 す る 場 合

×l tｕrｂｏシリーズで×Ｉ ＢＡＳＩＯ ＶＩ.0を使用する場合の取り扱いは「4.1 ×1シリーズとの接続に

ついて」と同様です。

5 ０



4｡２.４　プリンタユーティリティの設定

漢字プリンタ、ＣＺ-８ＰＣ３の設定・登録方法(代表例)

Xl t ｕrｂｏシリーズにはプリンタを登録するために“プリンタＣＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"( ディスク版) ま

たぱ プリンタＣＯＮＦＩＧｃ．Ｕｔｙ"(カセット版)というファイル名のユーティリティガ登録されてい

ます。本機をXl t ｕrbo シリーズで使用する場合は、このユーティリティによるコントロール・コ

ード 等の設定ならびに登録が必要です。

ディスクＢＡＳＩＣ の場合は下記の手順で行なってく ださい。

(カセット ＢＡＳＩＣでの設定登録はコンピュータ本体に付属の「アプリケーションソフト の説明書｣

を参照し同様の手順で行なってください)

フログラムの実行は

ＲＵＮ"プリンタ ＣＯＮＦＩＧ.Ｕtｙ’[ΞΞ]

とキー入力した後実行してください。最初に、メニューを選択する画面が表示され入力待ちになり

ます。表示内容は、

①( Ａ)一〔Ｐ〕…………………すでに登録してあるプリンタの機種名。

② 〔Ｚ〕…ＯＴＨＥＲ　　　　 ご使用のフリンタガ登録してある機種のいずれでもない場合、悶

キーを押します。登録するためのコントロール・コード入力のメ

ニューガ始まります。

③ 〔ＥＳＣ〕…ＥＮＤ　　　　 ＩヒＳＱ｣キーを押すとフログラムガ終了します。

＊＊＊　ＰＲＩＮＴＥＲ　ＣＯＮＦＩＧＵＲ自ＴＩＯＮ　＊＊＊

自

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

ｒ

Ｌ
ｒ

Ｌ
ｒ

Ｌ
ｒ

Ｌ
ｒ
Ｌ
ｒ

Ｌ
ｒ

Ｌ
ｒ
Ｌ

］.‥cz-8 囲P
］‥。cz-8qPK
］‥.cz-8PD2
］‥.cz-8PP21.

‥Mz-IP961.
‥Mz-IP971.
‥Mz-IP981.
‥Mz-1P1qn

［

［

［

［

Ｊ

卜（

Ｌ

Ｍ

Ｎ

Ｏ

Ｐ

］‥.ESC/P-ｅｘt
］‥.RP一釦II
］‥.FP-8a
］‥.LJP-1ろ豚
］‥.Pc-8822/Pc-PR291
］‥.M-1 囲9×

］‥.M-1 回9
1.‥HR-5

［Z ］.‥OTHER　　　　　　　　［ESC］.‥END

SELECT ［ 自 ］－［P ］c･r［Z ］ｃ･r［ESC］I



漢字プリンタ・ｃｚ-８Ｐｏ３のコントロール・コードを設定します。

SELECT ［　自　］ －［　P　］c･r ［　Z　］c･r ［ESC ］

“ｚ”を入力します。

Nｅり､I Printｅr ln ｓtallati ｏｎ

自遜) Ｐｒｉ　ｎｔｅｒ　　Ｎａ ｍｅ　：　？

登録するプリンタの機種名“ｏｚ-8Po3"を入力します。
自-2)8 bit ノBit　ｌｍａｇｅ Ｍｏｄｅ 炉ｱﾘﾏ 勁　( Ｔ ／Ｎ) ：Ｔ

“Ｙ"を入力するか、そのまま[ぜ]]キーを押します。
自-ろ) カンｙ　 Ｍｃ．ｄｅ　炉　 アリマヌカ

“Ｙ"を入力します。

（ Ｔ ／Ｎ ）：Ｎ

自-４）Ｆ ｃ･ｒ ｍ　　Ｆ ｅ ｅ ｄ　（ Ｆ Ｆ ）　Ｃ ｃ． ｄ ｅ

そのまま［Ξ
⊇］
キーを押します。

自-5)ｶｲｒﾖｳCode ‥｡(Ｄ＝CR

そのまま口y)キーを押します。

(2) ＝LF

自-6）Print ｅr 卜lead Pin 卜Bit　 ｉｍａｇｅ ｄａtａ

゛Jイジョ「:1ｲPin 炉Dat ａ ノ ‥ （1 ）＝MSB

上位ピンガＭＳＢですから、そのまま[y]] キーを押します。

Ｏ　ｋ　？(　 Ｔ　／　Ｎ　)　：　ｉ

:&Helc

(ろ)＝CR十LF :(2)

ﾉﾀｲｵ｢ ｎ｀|
(2)＝LsB :(1)

炉ｲﾄ｢↑l･ XIい::ｏｄｅ 炉 すｲﾄｷ| ゛I RFT keｕ ｦｵﾂ｣ｸ ｙ･りイ　ト

“Ｙ"を入力するか、そのまま 口Ξ
⊇]
キーを押します。

Nき､I Printｅr ln ｓtallati ｏｎ
］

＊＊Bit　 ｌｍａｇｅｲ) ヂ ニ か ヌJL，Cc.de ノt2 ツう･ｲn

B-1)ﾋ 匈 卜　・ イ メ ー ｙ｀･ イ)･ ｙ｀　t2 ツ ？ イ　Cc.de　:&HXX,&HXX,&HXX　　　･(

Ｅｓｃ％2十nl十∩2)＝(＆ＨＩＢ、＆H25 、＆H32 、＆Ｈｎｌ、＆Ｈｎ２)が“８ドット･ビット

イメージとありますから

＆ＨＩＢ、＆H25 、＆H32 を入力します。

＊　う.゙ -ﾀﾉｶ ｽﾞ` ｎﾉｼﾗｲﾎｳ 杓j｀|‥.(

“1"あるいは[Ξ
⊇]
キーを押します．

１ ，２ ，ろ ）：（Ｄ

B-2)Print ｅr ノ ト゛ﾂﾄ･ﾐlｙ｀t2･ガイCode ‥｡[HCOPT]:&HXX,&HXX ，

&HXX,&HXX

パイカ文字の指定，Ｅｓｃ Ｒ(＆ＨＩＢ、＆H52)を入力します。

52



＆ＨＩＢ、＆H52 を入力後［Ξ
⊇］
キーを押し ます。

Ｏ ｋ ？ （ り Ｎ ） ： ｉ

“Ｙ"を入力するか、そのまま[ｊ
⊇]
キーを押します。

［　Ne ｗ Printｅr lnｓtａ目ａtic･ｎ　 ］

＊ｎｶｲ ｒ ヨDCDDE 二」〕:ﾝﾇ」しt?･ガイ＊ｕ

Ｃ-１）１ｒ ヨ［］ﾉｵﾜI 』ﾆｶｲ=r` ﾖｳCc.deｦｵｸﾘﾏ 迦 ‥［HCOPy ］（T/N ）:y

“Ｎ”を入力します。
Ｃ-２）１ ／６　イ）り　 カイギョウ　t!ツｊ イ　Cc.de:&HXX,&HXX ，

&HXX,&HXX

Eｓc6（＆ＨＩＢ、＆H36）が1/6インチ改行設定コードです。

＆ＨＩＢ、＆H36を入力後口白］キーを押します。

C-ろ）Ｎ　イ）･ぎ　カイギョつ　　セッライ　　Cc.de　　:&HXX,&HXX ，

&HXX

“Ｎ/120 インチ改行幅設定コード" として〔ＥＳＯ％＋9 〕十〔ｎ〕＝〔＆ＨＩＢ、＆H25 、＆H39 、＆Ｈｎ〕

が用意されています。

＆ＨＩＢ、＆H25 、＆H39 を入力します。

ｘ　カイｒ ヨウ　j` ljT≒ ‥［HcoPT ］

＆ＨｏＦを入力します。
Ｏｋ？（ Ｔ ／Ｎ ）

Ｉ
　Ｉ

Ｉ

:&HXX

“Ｙ"を入力するか、そのまま口y
⊇]
キーを押します。

[　Ne ｗ Print ｅr ln ｓtallatic･ｎ　]　　

末冰　　鉛ｼMode 二j]:ﾝﾇJしｃｏｄｅｙt2一万ｲ　　‡‡

D-1 ） 力 ）･ｙ｀　 Ｍ ｏ ｄ ｅ　　ｔ２･ｙ ラ イ　 Ｃ ｏ ｄ ｅ

Ｅｓｃ Ｋ（＆ＨＩＢ、＆Ｈ４Ｂ）が漢字モード 設定コードです。

5３
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＆ＨＩＢ、＆Ｈ４Ｂを入力後 にﾐ
白]
キーを押します。

D-2) 力)･ ｙ｀　 Ｍ ｏ ｄ ｅ ノ　 カ イ ｙ ヨ Ｃ ｏ ｄ ｅ

漢字モード の解除のコードＥｓｃ Ｈ(＆ＨＩＢ、＆H48) を入力します。

＆ＨＩＢ、＆H48 を入力後[j
二]
キーを押します。

D- ろ)EI ゛ 力)･ﾇ ﾍﾟｰﾇIJ ヨ｢:l ヲt2･ ｶﾞｲﾇJL ，Cc.de　

そのまま[
二]
キーを押します。

＊　 ヌ ペ ー ヌ　 リ ョ ウ　 ｊ` |　( Ｌ ， Ｒ)

そのまま[EJ]] キーを押します。

D-4)j 〔`ﾝj〕ｸﾓ ｙ｀]- 卜゛ ノ　 ジ ョ[]ｲlJT ｀ｲﾄ

＆H00 を入力します。

Ｏ ｋ ？( Ｔ ／ Ｎ) ： ｌｌ

“Ｙ"を入力するか、そのまま[
ざ]]
キーを押します。

以上でコントロ ール・コード の入力が終了します。次に入力が終ると、

|･●S・ ㎜i 皿 皿　　 Ｉ

:&HXX,&HXX,&HXX

:&HXX,&HXX,&HXX

:&HXX,&HXX

:&HXX

こ表示して、入力したコントロ ール・コード の編集が始まり、それが終ると、プログラム中にＤＡＴ

Ａ文として取り込まれます。この作業が終了すると、最初のメニュー画面に戻ります。メニュー画

面には、今登録したプリンタの機種名が最後に表示されます。

＊＊＊　ＰＲＩＮＴＥＲ　ＣＯＮＦＩＧＵＲ自ＴＩＯＮ　＊＊＊

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

自

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

（
にＵ
Ｈ

Ｉ

］‥.CZ-8 叩P
］.‥CZ-8qP 卜く

］.‥CZ-8PD21.

‥CZ-8PP21.
‥MZ-1P 肪
］‥.MZ-1P 『

』‥.MZ-1P98

］‥.MZ-1P1 胎
］‥.ESC/P- ｅｘt

［

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

Γ

Ｌ

ｒ

Ｌ

ｒ

Ｌ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ
川
Ｎ

Ｏ

Ｐ
0

］‥.RP-9 11
］.‥FP-89
］‥.LJP-1ろ9卜く
］‥.PC-8822/PC-PR291
］‥.M-1叩9×

］.‥M-1回9
1.‥HR-5
］‥.CZ-8PCろ

［Z ］.‥OTHER　　　　　　　　［ESC］‥.END

SELECT ［ 自 ］－［Q ］ｃ･r［Z ］ｃ･r［ESC］I



ここ で“○"キ ーを 押すとコンピ ュータ にＣＺ-８ＰＣ３のコント ロ ール ・コ ード ガ 設定さ れ ます。 入

力し たコ ントロ ール ・コ ード をプロ グラ ム中に残し たい 場合 は、

ディスク ＢＡＳＩＣで は、　　 ＳＡＶＥ"プ リ ンタ　 ＣＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"

カ セット ＢＡＳＩＣ で は、　　 ＳＡＶＥ"ＣＡＳ ：プリ ンタ　 ＣＯＮＦＩＧｃ．Ｕｔｙ"

を 実行し てプロ グラム をマスタ ーデ ィスク またはカ セット テ ープ にセ ーフし てく ださい 。なお、

“Ｓt ａrt ｕに)ｄａtａ.Ｓｕｂ" に 登録したり、プロ グラム をセーフ すると きは、 かなら ずライト プロ テ

クト シ ールを はずしてく ださい。

以 上でプリ ンタ の機種( ＣＺ-８ＰＣ３)の 登録が 終了し ます。

(1)E 口字 できる 桁数は、次 のよう になっ てい ます。

パイカ 文字…･80 桁 ：コンピ ュータガ ＫＭＯＤＥＯの状態

漢字 ……………51 桁 ：コンピ ュータガ ＫＭＯＤＥＩの状態

半角 文字……102 桁 ：コンピ ュ ータ がＫＭＯＤＥＩの状態

印 字さ れる行 数は１頁(11 イ ン チ) に66 行 で す。

| １ 行にE口字さ れる 桁数は、左 、右マ ージン 、漢字( 全 角) ／ 半角 の左右スペ ース量を 変更すれ

ぱ変化し ます。 また１頁 に印 字さ れる行 数は改行 幅の変更、 または下マ ージン の設定 を行なj

う と変化し ます。

〔２〕 上 記“プリ ンタ ＣＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"の 設定 では、コンピ ュータガ ＫＭＯＤＥＩ の 状態のとき 強制的

に全角 文字と半角文 字でED 字 するよう にコント ロ ールし ま すので 下記コント ロ ール ・コ ード は

無 効となり ます。 ＫＭＯＤＥＯの状 態のと きはこ のよう なコント ロ ールは行ないま せん ので すぺ

てのコント ロ ール ・コ ード ガ有 効で す。

ＥＳＣ ＆、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｒ 、ＥＳＣ Ｑ、ＳＯ、ＥＳＣ Ｕ、ＥＳＣ ｓｌ、ＥＳＣ ｓ２、ＥＳＣ ｎ、

ＥＳＣ ￥

５５



4 。３　便利な活用例

4｡３.1　 応用使用例

(1) ×1 シリーズ使用時は各コントロ ール･コード の説明に記載されているサンプルプログラムを参

照く ださい。

例：横２倍拡大文字

ＬＰＲ工ＮＴ　ｃＨＲ$( ＆ＨＥ) ；　口ざ]]

(２) ×l tｕrｂｏシリ ーズ使用時(“プリンタＣＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"による設定後)

Xl tｕrｂｏシリーズでは日本語処理を行ないますのでＬＰＲＩＮＴ を使ったコント ロール・コー

ド の入力はできない場合があります。この場合は、ＬＰＯＵＴ を使用してください。

※“プリンタＣＯＮＦＩＧ．Ｕｔｙ"のコントロール･ コード 設定メニューの中で｢Ｄ-4｢ ハンカクモジ

コードノジョウイ１バイト ：＆ＨＸＸ」というメニューの時、何も設定せずにリターンキーを

押すとＬＰＲＩＮＴを使ったコントロール･コード の入力は有効です。「4,2.47 リンタユーティ

リティの設定｣ では００を設定していますのでＬＰＲＩＮＴ を使ったコントロール・コード の

入力はできません。ＬＰＯＵＴ 文をご使用ください。

LＰＯＵＴ “ＡＢＯ" 口yﾚ)]とキー入力したときプリンタには(41)Ｈ、(42)Ｈ、(43)Ｈ というデ

X一夕が入力されます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ

下記に示すコントロール･コードの入力例は，×l tｕrヽｂｏ ＢＡＳＩＣ の制御ステートメント（ＬＦＩ

ＬＥＳ、ＬＰＲＩＮＴ、ＬＬＩＳＴ）を使った文字ED 字に有効です。

●改行幅を変更するとき。

・1/6インチ改行幅に設定

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ３６）Ｅ
⊇］

・１／８インチ改行幅に設定

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ３８）［：Ｅ
こ］

・ｎ/120インチ改行幅に設定（例: ｎ＝30 のとき）

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ２５，＆Ｈ３９，３０）［：Ξ
⊆］

●全角，半角を横２倍に拡大するとき。

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ７０）ﾛ
ｷ ］゙

横２倍を解除するとき

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ７１） 口Ξ
⊇］

●文字を縦２倍に拡大するとき

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（＆ＨＩＡ，＆Ｈ５６）［：Ξ
⊇］

縦２倍を解除するとき

ＬＰＯｕＴ　ｃＨＲ$（＆Ｈ１Ａ，＆Ｈ５７） 口Ξ
⊇］
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●漢字（全角）を縦書きするとき

ＬＰＯｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ４Ａ ）［ｊ
⊇］

縦書きを解除するとき

ＬＰＯｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ４Ｂ）［：重万］

●漢字（全角）の左右スペース量を変更するとき（全角文字間隔の変更）

ＬＰＯｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ５３，ｎ１，ｎ２）［：ｙ］

ｎ１は漢字の左側のスペース量，n2 は漢字の右側のスペース量を表わし1/180 インチ単位で変

化します。

電源投入時はn1 ＝1 、n2 ＝３に設定されています。

●半角の左右スペース量を変更するとき（半角文字間隔の変更）

ＬＰＯｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１ｃ，＆Ｈ５４，ｎ１，ｎ２）［：Ξ
コ

nl は漢字の左側のスペース量，n2 は漢字の右側のスペース量を表わしノ1/180インチ単位で変

化します。

電源投入時はnl ＝O 、n2 ＝2 に設定されています。

57



4｡３.２　印字桁数(１行に印字する文字数)の設定

本機はED字領域幅が８インチですので、用紙ガイドをＢ４位置にしてＢ５、Ａ４サイズの単票用

紙に印字すると、印字ヘッド が用紙からはみでます。はみでないようにするには、右マージンを設

定することで調整可能です。下記に文字種類と各用紙幅による代表的な右マージンの値(E口字桁数)

を示します。

言 用紙幅で

、�

Ａ　４

縦 �

Ｂ　５

縦

パィカ文字 �073 �063

エリ ート 文字 �088 �075

縮 小 文 字 �126 �108

漢　　　　 字 �094 �081

※Ａ４用紙にパイカ文字を印字する場合は下記のように設定く ださい。

・×1 シリ ーズの場合

ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｒ”； 口ぎ］

ＬＰＲＩＮＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”／０７３¨ に ぜ
］

・×lt ｕrbo シリ ーズの場合

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｒ¨ ［
二］

ＬＰｏｕＴ　ｃＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”／０７３¨　口重 ］

５８



4｡3.３　画面コピー(ＨＣＯＰＹｎ)の寸法

画面コピーの寸法は横約203mm 、縦約127mm です。ED字ヘッドが用紙からはみ出さないように

Ｂ５用紙を横にしてご使用ください。

※ ＨＣＯＰＹ〔ｎ〕ではカラーの画面コピーを取ることはできません。

4｡３.４　カラーイメージツールを使用したカラー画面コピー

本機はカラーイメージツールを使用してカラー画面コピーを取ることができます。この場合の操

作手順ば ＭＺ-IP17" 接続時と同様で、プリンタ指定ば ＭＺ-ＩＰＩｱ系"を選択してく ださい。

カラーイメージボード Ｈ(ＯＺ-８ＢＶ２に同梱)をご使用の場合、プリンタ指定ぱ ＯＺ-８ＰＣＩ系"を

選択してく ださい。

4｡３.５　スキャナツールを使用したカラー画面コピー

本機はカラーイメージスキャナＯＺ-８ＮＳＩに同梱されているアプリケーションソフト 「スキャナ

ツール」を使用してカラーの画面コピーを取ることができます。

×68000 をご使用の方は、ＣＺ-8PCI/2 を選択してください。 XI･Xlt ｕrｂｏシリーズをご使用の

方は、何も設定する必要はありません。ＯＺ-8POI/2 接続時と同様な手順でご 使用ください。

５９







5。1　接続手順

下記の手順で×68000 シリ ーズと接続してください。

｜手順｜

①　コンピュータとプリンタの電源を「切」(ＯＦＦ)にします。

② 「1.5 信号ケーブルの接続について」を参照し、コンピュータとプリンタを接続します。

③　接続を確認しコンピュータ、プリンタの順に電源を「入」(ＯＮ)にします。

④　システム起動後コマンドモード にします。

⑤　ＯＯＮＦＩＧ．ＳＹＳ ファイル中のフリンタド ライバガ ＰＲＮＤＲＶ．ＳＹＳ に設定されていること

を確認します。

もし、ＰＲＮＤＲＶ．ＳＹＳ でない場合にはエディタ(ＥＤ)を使用してＰＲＮＤＲＶ．ＳＹＳ に変更

してください。変更後はコンピュータをリセットしてください。

⑥　ｌＣＯＰＹ１　キーを押し、画面コピ ーが正しくED 字されるのを確認します。

以上で×68000 シリ ーズとの接続は終了しました。

参考）

１．×-ＢＡＳＩＯ 上でプリンタにコントロール･コードを入力する場合，一部のコント ロール･コード

が入力できませんので，次のよう にして入力します。例えば “縦２倍 拡大文字の設定”コード

ＳＵＢ Ｖを入力する場合は次のようにし ます。

１００　１ｎｔ　ａｉ

１１０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１２０　　　　ｆｐｕｔｃ（ ＆Ｈ１Ａ，ａｉ ）　　　　　／＊　ＳＵＢ　ｏｕｔ

１３０　　　　ｆｐｕｔｃ（ ＆Ｈ５６，ａｉ ）　　　　　／＊　̈ Ｖ” ｏｕｔ

１４０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１５０　ｅｎｄ

2｡フリンタド ライバＰＲＮＤＲＶ．ＳＹＳ ではプリンタのバイカ文字が全角文字の半分の大きさで印

字されるように全角文字の両端にドット スペースを置きます。従って全角文字の文字間を調整す

る ＦＳ Ｓ十∩1十∩2コード は無効となります。

６２



| お知６せ｜

＊　Xlt ｕｒｂｏシリーズご使用の場合、本章でのサンプルプログラムはＢＡＳＩＣ ステー

ト メント

ＫＭＯＤＥ　Ｏ[：重y]

を実行後ご 使用ください。



6。1　イントロダクション

ＯＺ-８ＰＯ３で印字を行なう場合パソコンテレビ×1シリーズおよびXlt ｕrｂｏシリーズパーソナ

ルコンピュータからED 字データ（アルファペット 、カナ文字、数字ｅ七ｃ）を送らなければなりませ

ん。 ＢＡＳＩＯ 言語を持ったパソコンテレビXI シリ ーズおよびXlt ｕrbo シリーズ･パーソナルコン

ピュータからＡＢＣというED 字データを送る場合は、ED字命令（ＬＰＲＩＮＴ）の後“ＡＢＯ”と送りま

す。

ＬＰＲ工ＮＴ　”ＡＢＣ”［y ］］

とキーボード 入力すると

ＡＢＣ

と、印字されます。しかし印字データだけでは、プリンタの機能が充分に発揮されません。そこで

プリンタをソフトウェフフによりコントロールするためにED 字データ以外のコント ロール・コード を

入力して種々の機能を働かせます。コントロ ール・コード は表６一割こ示す文字コ ード 表によりま

す。文字コード 表中の太枠内がコントロール・コードでその他の文字が書かれている部分はすべて

印字データです。〔ただしＥＳＯ、ＦＳ、ＳＵＢのコントロ ール･ コードに続くE口字データはコントロ

ール・コード に変換されます。〕

たとえば横2 倍拡大文字でＡＢＯとED 字する場合を考えてみましよう 。横２倍拡大文字の設定は

ＳＯコード またはＥＳＯ Ｕコード の入力により行なわれます。ＳＯコード は、文字コード 表によりま

すと、〈OE 〉Ｈあるいは<14 〉10(<　〉Ｈは16進数、＜　〉10は10 進数) となります。実際には

１０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$( ＆ＨＥ)；

２０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＡＢＣ”　　　　　　　　 フログラムー１

とプログラムしてください。ED 字は。

八 Ｂ Ｃ

となります。ここで〈OE 〉Ｈというコード はＣＨＲ ＄関数を 使って文字変数に変換しなければなり

ません。また、16進数を使う場合にはかなら ず“＆Ｈ"を最初につけなければいけません。ゆえに、

ＳＯコード の入力は、ＯＨＲ＄(＆ＨＥ)というキー入力により行なわれます。

あるいは<OE 〉Ｈ＝〈14 〉10より ＯＨＲ＄(＆ＨＥ)のかわりにＯＨＲ＄(１４)を使っても同じ 結果にな

ります。　；(セミコロン)がある場合はデータとしての連続を意味し、無い場合はED字改行を行なう

ＬＦコード( ＜ＯＡ＞Ｈ) を発生し ます。フログラムー1を別の書き方に変えてみましよう。

10
20

ＬＰ Ｒ 工ＮＴ

ＬＰ Ｒ 工ＮＴ

ＣＨＲ$（ １４）；

ＣＨＲ$（ ＆Ｈ４１ ，＆Ｈ４２ ，＆Ｈ４３）　 フログ ラム ー２

こ こで文 字コ ード 表より ＯＨＲ＄( ＆Ｈ４１)＝“Ａ" 、ＯＨＲ＄(＆ Ｈ４２)＝“Ｂ" 、ＯＨＲ＄( ＆Ｈ４３)＝“○"

こ のプログ ラムを走ら せますと、フロ グラム ー１と同じ 結果 になり ます。

6 ４
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※文字コード 表の見方

尹
＼

表６-1

::
………
尚1;: ;

でｽ⊇゙j,1二 言 構成になっています。

圃
1…|

……… コ

■--■■■■■還■■■■
16進　 ２進 10進

コンピュータ から受けとつた印字データは、プリンタ内部のフリント バッファと呼ばれる部

分に一時的に保存されます。フリント バッファ内に格納された印字データは。印字命令のコン

トロール・コード(ＬＦコード 等)ガフリンタに入力されるか、またはフリントバッファ内の印字

データガフルになると日]字を行ないます。
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6 。２　バツフアフル印字

E口字データ( スペースを含む)が全桁分連続し て入力され、かっ 次の有効データガ印字文字のと

き、自動的にフリント バツフ：7フ内のデータの印字を行ないます。

＊電源投入時のバツフアフル印字桁は、たとえば、

パイカ文字( 標準文字)　　80 桁

エリ ート 文字　　　　　　　96 桁

となります。

＊上記の設定はＥＳＣ／十nl 十n2 十∩3(右マージン) によって変更可能であり 絶対位置として、

E口字桁数が設定できます。

6 。３　コントロール・コード

本機は、多彩なソフトウェア・コントロールの可能なターミナルプリンタとして設計されてお

ります。前掲の文字コード 表に含まれているコントロール・コードがプリンタに転送されるとそ

れぞれの機能が即時実行されます。コントロール・コードには大きくわけて次の２種類がありま

す。

（A）1 バイトだけのコントロール・コード

例　ＯＲ、ＳＯ、ＢＳ

（Ｂ）ＥＳＣ、ＳＵＢ、ＦＳコードにより拡張されたコントロール・コード

例　ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ％９十ｎ、ＳＵＢ Ｗ、ＦＳ Ｊ

コントロール・コードで十につづく小文字のｎは、引数です。各項目における指定された範囲で

の値を指定ください。

６６



ＥＳＣ Ｓ

ＥＳＣ ８

（ 檻 毎）1/8 イ ン チ 曜 逞り 量 設定

（コ ード3 （､18.> Ｈ・.38＞ Ｈｉ ｅ は〈27 ン10（.56 ＞10

(● ●３ Ｅ ＳＣ８の 入 刀 に より.

〔 飼 〕 【７ こ】プ ラムl

;xI.‘xIIss 周1

100 ｀ Ｅｓｃ ●ｓ

１１０ ＬＰＲＩｓＴｃＩＲ ｓｇ晶１ １ａ) ；Ｉ'８・；

１２０ ＦｏＲ Ｉ ＝１ Ｔ０ ５

１３ａ 乙Ｉ ＲｚＮＴ" １ ／８ イン予 ＬＦ －－－一一－－－'･

１４ｃ ＭＩ ｘ？

１ ５０ ＥｓＤ

くｘ四 隅1

100 ／ｓ Ｉ ／ａ ｉｎ ｃｂ ＬＦ0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

判
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

閲

ｌｎｔ ａｉ ，１

ｄｉ● ｃｈａｒ ｃｅ（ １ ）ｓ｛ 魯１ １Ｂ ，畠１３ａ ｝

ａｉ ｓｆｏｐ●ｎ｛１` １ｐｔｌ` ，”ｇ” ｝

ｆｗｘｉｔ ●｛ｃ ｃ ，２ ．ａｌ ｝

ｆ ｃ１０ｓ● ４ａ１ １

ｆｏ ｒ ｌｓｌ ｔｏ ５

１ｐｌ ｉｎｔ ｌ’１ ／Ｓ ｆ ンｆ ＬＦ －－－一一－－－Ｉ‘

ｎｅ ｘｔ

●ｎｄ

ｲ ンチ

ぶ

ぶ

EI － 一 一 一 一 一 一 ～
一 － 一 一 一 一 － －

－－ － ニ ー 一 － －

－－ － 一 一 一 一 一

丿

６７

各コントロール・コードの解説は左記

の例のとおりです。

★（名　称） コントロール・コード の

名称を示します。

★〔コード〕16 進コード 、10 進コード

によるコントロール・コ

ードを示します。

★〔機　 能〕 主たる機能を説明します。

★〔例〕

【プログラム】

●×1 ／XI 七ｕｒｂｏ シリ ーズ用と×

68000 シリ ーズ用のサンフルフロ

グラムです。

●×l tｕrｂｏシリーズでは次の文を

実行後ご使用ください。

ＫＭＯＤＥ Ｏ［ご］

【ED字】プログラムのED字結果です。



Ａ。印字動作コントロール・コード

（1） 復帰

ＣＲ

〔名　 称〕

〔コード 〕(

機　 能)

〔 例 〕

キヤリツジ・リターン………ED字後復帰

＜ＯＤ＞Ｈまたは＜13＞10

印字開始位置を左マージンまで戻し、次に送られてくる印字データとフリントバッファ

内で重ね合わせます。本コードではED字を行ないません。ただし、カラーモードガ設定

されている場合はED字を行ないます。

【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ ＣＲ
１１０　ＬＰＲＩＮＴ̈ ＡＢＣＤＥＦ” ； ＣＨＲＳ （＆ＨＤ）；

１２０　ＬＰＲＩＮＴ”一一一一一一”
１３０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００　／＊　ｃＲ
１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１３０　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＡＢＣＤＥＦ”；
１４０　　　　ｆｐｕｔｃ（＆ＨＤ，ａｉ）
１５０　　　１ｐｒｉｎｔ ●●＿＿＿＿＿_●●

１６０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１７０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＡＢｅＢＥＦ

６８



ＥＳＣ　６

Ｂ。印字書式設定コントロール・コード

ここでは紙送り量の設定、頁長の設定、垂直タフ、水平タブなどによるED字位置の指定等につ

いて示します。

（ａ） 縦 方 向 設 定

（1 ） 紙送り量設定

電源投入時に、紙送り量は1行について1/6インチになっています。この紙送り量は、Ｅｓｏ ６、

Ｅｓｃ８、Ｅｓｃ％９十ｎによって設定することができます。

ＥＳＣ ６

(名　 称)1/6 インチ紙送り量設定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜36＞Ｈまたは＜27 ＞10＜54＞10

〔機　 能〕 ＥＳＣ６の入力により、以後の紙送りは1/6(インチ)で行なわれます。

＊電源投入時はこの設定になっています。

(例) 【プログラム】

（×1／Xltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ＋6

110　LPR 工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ ）；”６”

１２０　ＦＯＲ 工＝１　Ｔ０　５

●

／

１ ３０　Ｌ ＰＲＩＮ Ｔ¨１ ／６　 インチ　Ｌ Ｆ　 一一一一 一一一一”

140
150

ＮＥＸＴ

Ｅ ＮＤ

（x 68000 用）

１００　／＊　１／６　１ｎｃｈ　ＬＦ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ３６｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１４０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２ ，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　ｆｏ:ｒ　ｉ＝１　ｔo　5

170　　　1p ｒｉｎｔ　”１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一”

１８０　　ｎｅｘｔ

１９０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一

１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一

１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一

１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一

１／６　インチ　ＬＦ　一一一一一一一一

６９



ＥＳＣ　８

ＥＳＣ ８

〔名　称〕1/8 インチ紙送り量設定

〔コード〕 ＜IB ＞Ｈ＜38＞Ｈまたは＜27＞10 ＜56＞10

〔機　能〕 ＥＳＯ８の入力により、以後の紙送りは1/8(インチ)で行なわれます。

(例) 【プログラム】

（×1／Xltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ＋8

110　LPR 工ＮＴＣＨＲ$（& Ｈ１Ｂ）；”８”

１２０　ＦＯＲ 工＝１　Ｔ０　５

ｅ

Ｘ

１３０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴ ”１ ／８　 イン チ　ＬＦ　 一一一一一 一一一”

１４０　ＮＥ ＸＴ

１５０　Ｅ ＮＤ

（ ｘ68000 用 ）

１０ ０　 ／＊　１ ／８　１ｎ ｃｈ　ＬＦ

１１ ０　　 １ｎｔ　 ａｉ ，ｉ

１２０　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈａｒ　 ｃｃ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ３８ ｝

１３０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１４ ０ ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　 ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

170　　1p ｒｉｎｔ　”１／８ インチ　ＬＦ 一一一一一一一一”

１８０　　ｎｅｘｔ

１９０　ｅｎｄ

【ＥＯ字】

8
8
8
8
8

呂1
1
1
1
1

チ

チ

チ

チ

チ

ン

ン

ン

ン

ン

イ

イ

イ

イ

イ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｆ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

7 ０



ＥＳＣ ９ 十ｎ

ＥＳＣ ％ ９十ｎ

（名　 称） ｎ/120インチ紙送り量の設定

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜25＞Ｈ＜39＞Ｈ＜ｎ＞または＜27＞10 ＜37＞10＜57 ＞10＜ｎ＞

（機　 能）1 行の紙送り量を1/120 インチ単位で設定します。以後の紙送り量は，この設定によるピ

ツチで行なわれます。

＊∩の値と紙送り堡はｎ/120（インチ）に対応します。（O≦ｎ≦255）

＊ｎの値がOのときは，ＥＳＣ％9 十ｎが入力される前の1/6 インチまたは1/8 インチ改行幅

となります。

（例）　　 【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ＋ｌｓ＋９

１１０　ＦＯＲ　Ｉ＝１　Ｔ０　１０

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲＳ（＆ＨＩＢ ）；”１９”；ＣＨＲＳ（Ｉ＋１６）；

１３０　ＬＰＲＩＮＴ”Ｌｉｎｅ　ｆｅｅｄ　一一一一一一一一一一一”

１４０　ＮＥＸＴ　工

１５０　ＥＮＤ

（ｘ６８〔〕００用）

１００　／＊　ｎ／１２０　１ｎｃｈ　ＬＦ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（３）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ２５，＆Ｈ３９，０｝

１３０　　　ｆｏ:ｒ　ｉ＝１　ｔｏ　１０

140
150
160
170
180
190

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｃｃ（ ３ ）＝ｉ ＋16

f ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，４ ，ａｉ ）

ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

１ｐｒ ｉ ｎｔ　 ”Ｌｉ ｎ ｅ　ｆ ｅｅｄ　 一 一一一一一 一

ｎｅｘｔ

２００　ｅｎｄ

紙送り量を18/120 インチから26/120 インチまで変化させます。

【ED字】

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

Ｌｉｎｅ

ｆ ｅｅｄ

ｆ ｅｅｄ

ｆ ｅｅｄ

こ 二二こ こ こD 18/120 インチ
＿＿＿_)19/120 インチ

ｆ ｅｅｄ　 一一一 一一一一一 一一一

ｆｅｅ ｄ　 一一一 一一一一一 一一一

ｆ ｅｅ ｄ　 一一

ｆ ｅｅｄ　 一一

一 一 一 一 一 一 一
一 一

ｆ ｅｅｄ　 一一一一一 一一一，一 一

ｆ ｅｅｄ　 一一 一一一 一一一一一 ＿

ｆ ｅｅｄ　 一一 一一一一一 一 ＿＿＿)
２６／１２０イ ン チ

71
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LＦ

（２） 紙送り 実行

ＬＦ

〔名　 称〕(

コ ード)

〔機　 能〕

( 例)

ラインフ ィード ……ED 字 および 改行

＜ＯＡ＞Ｈまた は＜10 ＞10

LF コ ード の入力により 、フリ ント バッフ ァ内 のデ ータをED 字し 、改行 を行ないます。

＊ＬＦコード に 先行するED 字デ ータがない ときまた は、すべて スペースのとき にはＬＦコ

ード の 入力により 改行動作の みを行ない ます。

＊紙 送り 量の設定 にはＥＳＯ６、ＥＳＣ８、ＥＳＣ％９十ｎによっ て行ない ます。電源投入 時

は1/6 イ ン チ に設定さ れていま す。

【プロ グラム 】

(×1／×ltｕrbo用)

１００　 ゛ Ｌｉｎｅ　Ｆｅｅｄ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”　 ＬＦ　ｃｏｄｅ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ¨ＡＢＣＤＥＦＧＨ工ＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ¨；ＣＨＲ$( ＆ＨＡ) ；

１３０　ＥＮＤ

（x68000 用 ）

１００　 ／＊　１１ｎｅ

１１０　　 １ｐｒｉ ｎｔ

ｆ ｅｅ ｄ

ｎ　　 Ｌ Ｆ　 ＣＯｄｅ ”

１２０　　 １ｐｒｉ ｎｔ　 ”Ａ ＢＣＤＥＦ ＧＨＩ ＪＫＬ ＭＮＯ ＰＱＲ ＳＴＵ Ｖ ＷＸＹ Ｚ ”；

１３０　　 ａｉ ＝ｆ ｏ ｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

140

150

160

【 ＥＤ字 】

ｆ ｐｕｔ ｃ（ ＆Ｈ Ａ ，ａｉ ）

ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

ｅ ｎｄ

ＬＦ　ｃｏｄｅ

ＡＢＣＤＥＦＧＨ工ＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ

７２



ＥＳＣ ＶＴ十nl 十ｎ２

ＥＳＣ ＶＴ 十nl ＋ｎ２

（名　 称） 紙送り実行

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜OB ＞Ｈ＜nl ＞＜∩2＞または＜27＞10＜11 ＞10＜nl ＞＜n2 ＞

（機　 能） フリント ・バッファ内のデータを印字し，nl n2 により定められた行数だけ紙送りを行

ないます。

＊nl 、n2 は行数を表わし，紙送り量は（∩1×10 十n2 ）行となります。

＊nl 、∩2＝Oのときは無視されます。

＊電源投入時，設定される改行ピッチは1/6 インチとなります。

＊改行後のE口字開始位置は左マージン位置となります。

＊改行途中で下マージン内に入った場合は次頁の頭位置まで改行します。

（例）　　 ６行の紙送りを実行させます。

【プログラム】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１００　゛ＥＳＣ十ＶＴ＋ｎ１十ｎ２

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”１ ｓ゙ｔ　ｌｉｎｅ

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ，＆ＨＢ）；”０６”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”７ ｔ゙ｈ　ｌｉｎｅ”

１４０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｄｉｒｅｃｔ　ＶＴ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（３）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆ＨＢ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３６｝

１３０　　１ｐｒｉｎｔ　”１ ｓ゙ｔ　ｌｉｎｅ”

１４０　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　ｆｗ:ｒｉｔｅ（ｃｃ，４，ａｉ ）

１６０　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１７０　　１ｐｒｉｎｔ　”７ ゙  ｔｈ　ｌｉｎｅ”

１８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

１ ｓ゙ｔ　ｌｉｎｅ

７ ｔ゙ｈ　ｌｉ ｎｅ
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ＥＳＣ Ｆ十nl十ｎ２

（３） 翼長設定

電源投入時の頁長は、11インチに設定されています。頁長の設定は、ＥＳＣ Ｆ十nl 十∩2により

行な われます。

ＥＳＣ Ｆ十nl 十ｎ２

〔名　称〕 頁長設定

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜46＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞または＜27＞10 ＜70＞10＜nl ＞＜n2 ＞

（檄　能）1/2 インチ単位で頁長を設定します。

＊nl 、n2 は2 桁の10進数で頁長は（nl ｘ10 十n2 ）×1/2 インチに設定されます。

＊ＥＳＣ Ｆ十nl 十n2 の入力により、そのときの用紙位置が頁の先頭となります。

＊nl 、n2 がOの場合は頁長は変化しません。

＊電源投入時は1頁11インチに設定されていま ・々

( 例) 1頁を1インチ(2×1/2) に設定し ます。

【プログラム】

(XI ／×ltｕrbo用)

100
110
120
130
140
150

゛ Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ

ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｆ０２”；

ＬＰＲ工ＮＴ”Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｓ　ｌ　ｉｎｃｈ　一一一”

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＣ）；

ＬＰＲ工ＮＴ”Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｓ　ｌ　ｉｎｃｈ

ＥＮＤ

Ｈ

（x68000 用）

１００　／＊　ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（３ ）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ４６ ，&Ｈ３０ ，＆Ｈ３２｝

１３０　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｓ　ｌ　ｉｎｃｈ　 一一一”

１４０　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

150
160
170
180

ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，４，ａｉ ）

ｆｐｕｔｃ（＆ＨＣ ，ａｉ ）

ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｓ　ｌ　ｉｎｃｈ　一一一”

１９０　ｅｎｄ

【ED字 】

Ｐａｇｅ　ｌｅｎｇｔｈ　ｉｓ　ｌ　ｉｎｃｈ　一一一

Ｐ ａｇｅ　ｌ ｅｎｇｔｈ　ｉ ｓ　ｌ　ｉ ｎ ｃｈ　 一一一

７４



ＥＳＣ ５

ＥＳＣ ５

〔名　 称〕 頁先頭設定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜35＞Ｈまたは＜27＞10 ＜53＞10

（機　 能） 本コード の入力により、そのときの用紙位置が頁の先頭となります。

〔例〕　　 ２ｎｄ ｌｉｎｅの次行を頁先頭位置に設定します。

【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ＥＳＣ＋５

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& ＨＩＢ ）；”Ｆ０２”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”１ｓｔ　　　ｌｉｎｅ”

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& ＨＣ）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ”２ｎｄ　　　ｌｉｎｅ”

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”５”

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＣ）；

１７０　ＬＰＲ工ＮＴ”３:ｒｄ　　　ｌｉｎｅ”

１８０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用 ）

１００　／＊　ＥＳＣ　５
－

１１０　１ｎｔ　ａｉ

●

／

１ ２０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃ ｃ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ ３５ ｝

１ ３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｉ（ ３ ）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ ４ ６ ，＆Ｈ ３０ ，＆Ｈ ３２ ｝

１ ４０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅ ｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１５０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ，４，ａｉ ）

１６０　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”１ｓｔ　　　ｌｉｎｅ”

１７０　　　　ｆｐｕｔｃ（＆ＨＣ ，ａｉ ）

１８０　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”２ｎｄ　　　ｌｉｎｅ”

１９０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２ ，ａｉ ）

２００　　　　ｆｐｕｔｃ（ ＆ＨＣ，ａｉ ）

２１０　　　１ｐｒｉｎｔ　”３ｒｄ　　　ｌｉｎｅ”

２２０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２３０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

１ｓｔ　　　ｌｉｎｅ

２ｎ ｄ

３ｒ ｄ

１１ｎｅ

11 ｎｅ

７５



FＦ

（４） 改頁

ＦＦ

〔名　 称 〕(

コ ー ド)

〔機　 能 〕

(例)

フォーム・フィード………改頁

＜ＯＣ＞Ｈまたは＜12＞10

本コード の入力により、フリント バッファ内のデータのE口字を行ない、あらかじめ設定

された頁長に従って、次頁の頭出しを行ないます。

＊頁の先頭は電源投入時またはＥＳＯ５、ＥＳＯ ＣＩ、ＥＳＯ Ｆ十nl 十n2 、ＤＣ４コード が入

力されたときに設定されます。

＊電源投入時に頁長は11インチに設定されています。また頁長の設定はＥＳＯ Ｆ十∩1十

n2 によって行ないます。

＊現行位置が頁先頭位置であっても次の頁先頭位置まで紙送りをします。

【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ Ｆｏｒｍ　Ｆｅｅｄ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆ＨＩＢ）；”５”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”－一一　ｆｉｒｓｔ　ｌｉｎｅ　１　一一一”

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（１２）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ”－一一　ｆｉｒｓｔ　ｌｉｎｅ　２　一一一”

１５０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００　／＊　ｆｏｒｍ　ｆｅｅｄ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ３５｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１４０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１５０　　　１ｐｒｉｎｔ ９９＿＿＿　ｆｉｒｓｔ　ｌｉｎｅ　１　一一一”

１６０　　　　ｆｐｕｔｃ（＆ＨＣ，ａｉ ）

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ ９９＿＿＿　ｆｉｒｓｔ　ｌｉｎｅ　２　一一一”

１８０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１９０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

一 一 一 ｆｉｒ ｓｔ　ｌｉ ｎｅ　 １　 一一一

ｆ ｉｒ ｓｔ　ｌｉ ｎｅ　 ２　 一 一一

７６
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（５） 垂直タブ

ＤＣ４ 十〇十… ＋Ｏ＋nl ＋Ｏ 十… ＋Ｏ十ｎ２＋… ＋nk 十?

D Ｃ４十〇十…十〇十nl十〇十…十〇十n2 十…十nk 十？

( 名　称) 垂直タブの設定

〔コード 〕 ＜14 ＞Ｈ＜30＞Ｈ…＜30＞Ｈ＜nl ＞＜30 ＞Ｈ…＜n2 ＞…＜nk ＞＜3F ＞Ｈ

または

＜20 ＞10＜48＞10 …＜48＞10 ＜∩1＞＜48＞10 …＜n2 ＞…＜nk ＞＜63＞10

〔機　能〕 垂直タブ位置の設定を行ないます。

＊ＤＯ４により 設定を開始し、″？″コード により 設定を終了します。

＊″O″の数が改行数に相当します。

＊nk はチャンネル番号を示します。

＊″O″がタフ位置でない行を示し、″nk″が、タフ位置の行となります。

＊チャンネルは14チャンネルまで設定できます。タフ位置でない行ばO ″、タフ 位置の行

はそれぞれ下記のチャンネルの値nk(nk は″1″～″＞″)により設定します。

行数指定

チャンネル１指定

２
　

３
　

４
　

５
　

６
　

７
　

Ｃ
Ｘ
）

″O ″

か
　

が
　

μ
　

か
　

μ
　

μ
　

μ
　

が

１
　

２
　

３
　

４
　

５
　

６
　

７
　

Ｃ
Ｘ
）

４
　

４
　

＆
　

１
　

４
　

４
　

１
　

４

チャンネル９指定

10

11

12

13

14

″9 ″lf

、 仔//.

μ

//

X/

X/

＜ ″

_//

-

＞ ″

＊タフ 間行数は最大127 行まで設定可能です。

＊実行は、ＶＴ十ｎにより行ないます。

＊チャンネル番号は小さい番号から順に設定します。

＊頁長および下マージンが新しく設定されると垂直タブ位置はクリフフされます。

＊タブ位置は頁内に設定してください。頁を超えたタブ位置は無視さ れます。

＊本コード の入力された用紙位置が頁の先頭となります。

７７



ＤＣ４ ＋Ｏ＋… ＋○十nl 十〇 十… ＋Ｏ＋ｎ２＋‥･十ｎ,＋？

〔 例 〕 チャンネル1を5 行目、チャンネル2を8行目、チャンネル3を11 行目に設定します。

ＤＣ

４ �
０ �０ �０ �０ �１ �０ �０ �０ �２ �０ �０ �０ �０ �３ �？

↑ ，　　　　　 ・
開
　

始

４行

チ
ャ
ン
ネ
ル
ー

Ｌ　　 ＿　　_ 」　

３ 行

チ
ャ
ン
ネ
ル
２

１　　　　　　 ＿　　１

４ 行

↑

終
　

了

チ
ャ
ン
ネ
ル
３

【プログ ラム 】

（ｘl／ｘltｕrbo用 ）

１００　 ’ ＤＣ４十〇十〇十・・十ｎ１＋Ｏ十〇十・‥ ｎｋ十？

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１４ ）；¨0000100020003 ？”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｓｔａｒｔ　ｌｉｎｅ”；

１３０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　３

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＢ ，＆Ｈ３０＋工）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｃｈａｎｎｅ１”；ＣＨＲ$ （ ＆Ｈ３０十工）

１６０　ＮＥＸＴ　工

１７０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００　／＊　DC4

110　　1n ｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１５ ）＝｛ ＆Ｈ１４，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３１，&

Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３２ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３０；＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３３ ，＆Ｈ３Ｆ｝

１３０　　１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｓｔａｒｔ　ｌｉｎｅ”；

１４０　　ａｉ ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，１６ ，ａｉ ）

１６０　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１’ｔo　3

170　　　　　　fp ｕｔｃ（ ＆ＨＢ ，ａｉ ）

１８０　　　　　　ｆｐｕｔｃ（＆Ｈ３０＋ｉ ，ａｉ ）

１９０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｃｈａｎｎｅ１”；ｃｈｒ$ （ ＆Ｈ３０＋ｉ ）

２００　　　　　ｎｅｘｔ

２１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２２０　ｅｎｄ

【印 字】

Ｓｔａｒｔ　ｌｉｎｅ

Ｃｈａｎ ｎｅ １１

Ｃｈａｎｎｅ １２

Ｃｈａｎ ｎｅ １３

７８



ＶＴ 十ｎ

ＶＴ ＋ｎ

〔名　 称〕

〔コ ード 〕

〔機　 能〕

〔 例 〕

垂直タフ の実行

＜OB 丿・Ｈ･ごｎﾚｰまたはぐ 11 ノ10･ﾀ「゙レ

フリントバツフア内のデータを印字し、垂直タフの実行を行ないます。

＊ｎはチャンネル番号を示します。

＊∩の指定方法はＤＣ４十〇十…十〇十nl 十〇十…十〇十n2 十…十nk 十？ を参照してくださ

い。

＊垂直タフガ設定されていないときは無視されます。

＊現在の位置が設定されたタブ位置の場合は無視されます。

＊垂直タフを実行した結果、下マージン領域に入った揚合は次の頁先頭位置まで紙送り

します。

垂直タフを14チャンネル設定し、垂直タフを実行させます。

【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ Ｖｅｒｔｉｃａ１　Ｔａｂ

１１０　ＦＯＲ Ｉ＝１　ＴＯ’ ３

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲＳ（＆ＨＢ）;ＣＨＲＳ（＆Ｈ３０＋工）；¨ＶＴ¨；

１３０　ＮＥＸＴ １

１４０　ＬＰＲＩＮＴ

１５０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００　／＊ ＶＴ ｎ
－

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１３０　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔｏ　４

140
150
160

ｆ ｐｕｔ ｃ（ ＆ＨＢ ，ａｉ ）

ｆ ｐｕｔ ｃ（ ＆Ｈ ３０ 十ｉ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ　 ”ＶＴ ” ；

１７０　　　ｎｅｘｔ

１８０　　ｆｃｌｏｓｅ( ａｉ)

１９０　　１ｐ:ｒｉｎｔ

２００　ｅｎｄ

【ED 字 】

ＶＴＶＴＶＴ

７９



ＥＳＣ Ｃ 十nl 十ｎ２

（６） 下マージン

ＥＳＣ Ｃ 十nl 十ｎ２

（名　称） 下マージンの設定

〔コード〕 ＜IB ＞Ｈ＜43＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞または＜27＞10 ＜67＞10 ＜nl ＞＜∩2＞

〔機　 能〕 このコード の入力によりnl 、n2 で指定された下マージンを設定します。

＊nl を10 の位，n2 を1の位とし，下マージンは（nl ｘ10 十n2 ）行となります。

＊新しい頁長が設定された揚合はクリアされます。

＊頁長より長く設定された場合は，無視されます。

＊印字領域（頁長と下マージンとの差）が１行の改行ピッチ以下の揚合でも１行はED字さ

れます。

（例）　　　 頁長を1インチに設定し，下マージンを2行に設定します。

【プログラム】

（ｘI／ｘltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ＋Ｃ

１１０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲＳ（＆Ｈ１Ｂ）；¨Ｆ０３”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｃ０２”；

１３０　ＦＯＲ　Ｉ＝Ｉ　Ｔ０　２０

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｔｈｉｓ　ｌｉｎｅ　ｎｕｍｂｅｒ　ｉｓ　”；Ｉ

１５０　ＮＥＸＴ　Ｉ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００　／本　下　 ｍａｒｇｉｎ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（３）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４３，＆Ｈ３０，＆Ｈ３２｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｉ（３）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４６，＆Ｈ３０，＆Ｈ３３｝

１４０　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ．４，ａｉ ）

１６０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，４，ａｉ ）

１７０　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１８０　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔｏ　２０

１９０　　　　１ｐｒｉｎｔ　”Ｔｈｉｓ　ｌｉｎｅ　ｎｕｍｂｅ:ｒ　ｉｓ　”；ｉ

２００　　ｎｅｘｔ‘

２１０　ｅｎｄ

８０



【ED字 】

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

ＴｈｉＳ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

Ｔｈｉ Ｓ

１１ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

ｌｉ ｎｅ

１１ｎｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

１１ｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｌｉｎ ｅ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎｕｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅ:「

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎｕ ｍｂｅｒ

ｎｕ ｍｂｅｒ

ｎｕ ｍｂ ｅｒ

ｎ ｕｍｂ ｅｒ

ｎｕ ｍｂｅｒ

ｎ ｕｍｂｅｒ

ｎｕ ｍｂｅｒ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

ｉ Ｓ

１ Ｓﾕ

．Ｓ

Ｉ Ｓ

Ｉ Ｓ

Ｉ Ｓﾕ.

Ｓ

1
2
3
4
5
6
7

０

Ｑ

‥ｙ

ｑ

’

１

11
12
13
14

15
16
17
18
19
20

81

Ｅ ＳＣ Ｃ ＋ｎｌ ＋ｎ２



E ＳＣ Ｌ＋nl ＋ｎ２＋ｎ３

(ｂ)(

‘1)

横方向設定

左マージン

ＥＳＣ Ｌ十nl 十ｎ２十ｎ３

（名　称） 左マージンの設定

〔コード〕 ＜ＩＢ＞Ｈ＜４Ｃ＞Ｈ＜ｎｌ＞＜ｎ２＞＜ｎ３＞または＜27＞10 ＜76＞10 ＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ＞

（機　能） 現在設定されている文字サイズで左マージンの設定を行ないます。

＊nl 、n2 、n3 の値は左マージンの桁数をあらわし、左マージンぼ（nl ｘ100 十n2 ×10 十

n3 ）桁となります。

＊∩1、n2 、n3 は＜30＞Ｈ～＜39＞Ｈの値で設定します。たとえば12桁の左マージン設定

ならばnl ＝＜30＞Ｈ，n2 ＝＜31＞Ｈ，∩3＝＜32 ＞Ｈと指定し ます。

＊∩1、n2 、n3 の値は文字サイズによって最大数が決定されます。この数を超える値の指

定は無視され、直前の設定が有効となります。

＊設定は行の先頭で行ないます。このときフリント ・バッファ内にデータがあるときは、

印字され改行します。（データがない場合は改行しません。）

＊横2倍拡大文字幅以下の設定は無効です。

＊漢字モード での文字幅は半角文字幅となります。

＊水平タブ位置はすべてクリアされます。

８２



(例) 【プログ ラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　 ゛ Ｌｅｆｔ　ｍａｒｇｉｎ

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567890 ”；

１３０　ＮＥＸＴ　工

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｌ０３０”；

１５０　ＬＰＲＩＮＴ”ＳＨＡＲＰ”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊　 左　 ｍａｒｇｉｎ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１ ２０　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈａｒ

１ ３０　　　 ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１

140
150
160
170
180
190
200

１ｐｒ ｉｎｔ

ｎ ｅｘ ｔ

ｌｐｒｉ ｎｔ

ＥＳＣ Ｌ 十nl ＋ｎ２＋ｎ３

ＣＣ（ ４ ）＝｛ ＆ＨＩ Ｂ ，＆Ｈ ４Ｃ ，＆Ｈ ３０ ，＆Ｈ ３３ ，＆Ｈ ３０ ｝

ｔ Ｏ　５

”1234567890 ”；

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅ ｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃ ｃ ，５ ，ａｉ ）

ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

１ｐｒ ｉｎｔ　 ”ＳＨ ＡＲＰ ”

2１０　ｅｎｄ

【印字】

12345678901234567890123456789012345678901234567890　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＳＨＡＲＰ

８３



ＥＳＣ ／十nl 十ｎ２十ｎ３

（２） 右マージン

EＳＣ/ 十nl 十ｎ２十ｎ３

〔名　 称〕 右マージンの設定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜2F ＞Ｈ＜nl ＞＜∩2＞＜n3 ＞または＜27＞10 ＜47＞10＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ン

〔機　 能〕 現在設定さ れている文字サイズで右マージンを設定します。

＊nl 、n2 、n3 の値はED字する文字の桁数を表わし、右マージンは(nl ｘ100 十∩2×10 十

n3) 桁となります。〔物理的な左マージン(左端)より設定されます。〕

＊nl 、n2 、n3 は＜30＞Ｈ～＜39＞Ｈの値で設定し ます。たとえば左端から25 桁に右マー

ジンを設定する場合は、nl ＝＜30 ＞Ｈ，n2 ＝＜32＞Ｈ，∩3＝＜35 ＞Ｈと指定します。

＊∩1、n2 、n3 の値は文字サイズによって最大数が決定されます。この数を超える値の指

定は無視され、直前の設定が有効となります。

＊設定は行の先頭で行ないます。このときフリント バッファ内にデータがある場合は印

字改行します。(データ がない場合は改行しません。)

＊漢字モード での文字幅は半角文字幅となります。

＊水平タフ位置はすべてクリフフされます。

＊横2倍拡大文字幅以下の設定は無効です。

８４



〔 例 〕
右マージンを30桁に設定します。

【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛Ｒｉｇｈｔ　ｍａｒｇｉｎ

１１０　ＦＯＲ　工＝1　T0　5

120　L ｒＲ工ＮＴ”1234567890 ”；
１３０　ＮＥＸＴ　工

140
150
160
170
180
190
200

ＬＰＲＩＮＴ

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”／０３０”；

ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

ＬＰＲＩＮＴ”1234567890 ”
ＮＥＸＴ　工
ＬＰＲ工ＮＴ

ＥＮＤ

（x 68000 用 ）

１００ ／＊　 右　 ｍａｒｇｉｎ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２ ０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ

130
140
150
160
170
180
190
200
210
220

ｆ ｏｒ　ｉ ＝１

１ｐｒｉ ｎｔ

ｎｅｘｔ

ｌ ｐｒ ｉｎｔ

●

／

ＥＳＣ ／十nl ＋ｎ２＋ｎ３

ＣＣ（ ４ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＢ ，＆Ｈ ２Ｆ ，＆Ｈ３ ０ ，＆Ｈ３ ３ ，＆Ｈ３ ０ ｝

ｔ ０ ５

”1234567890 ”；

ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，５，ａｉ ）

ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔｏ　５

１ｐｒｉｎｔ　”1234567890 ”；

ｎｅｘｔ

230　　1pｒinｔ
240　end

【ED字】

12345678901234567890123456789012345678901234567890123456789012345678901234567890

12345678901234567890

８５



E ＳＣ （nl, ｎ２,ｎ３,…,nk.

（ ３ ） 水 平 タ ブ

ＥＳＣ (ｎｌ．ｎ２．ｎ３．… ．ｎｋ．

( 名　称) 水平タフ位置設定

〔コード〕 ＜IB ＞Ｈ＜28＞Ｈ＜∩1＞＜20 ＞Ｈ＜n2 ＞……＜nk ＞＜2E ＞Ｈ

または＜27＞10＜40 ＞10＜nl ＞＜44 ＞10＜∩2＞……＜nk ＞＜46＞10

〔機　 能〕 水平タフの位置設定を行ないます。

＊nk は3桁の10 進数(ＡＳＣＩＩコード) をあらわします。(1 ≦k ≦16)

＊nk は桁数を示し、水平タフの位置は現在の文字幅に指定された桁数をかけた値として

設定されます。

＊設定位置は16 箇所までです。

＊、(カンマ)は継続を示し、。(ピリ オド) により終了します。

＊水平タフ の実行は、ＨＴコード の入力により行なわれます。ＨＴコード の入力により、

次の水平タフ位置までスキップし、その桁から印字を開始します。

＊設定されたタフ位置は、絶対位置として記憶されるため、印字モード が変わってもタフ

位置は変わりません。

＊横２倍拡大文字が設定さ れている場合にはそれに従います。

＊漢字モード に設定さ れている場合の文字幅は半角文字幅になります。

＊電源投入時は8桁毎に設定されています。

＊左右マージンが再設定されると水平タフ位置は全てクリフフされます。

＊左マージンより設定され、右マージンを超えた場合はその超えた分は無視されます。

８６



( 例)

E ＳＣ （nl. ｎ２. ｎ３，…. ｎ,.

5桁 目 ，10 桁 目 ，15 桁 目 ，20 桁目 ，25 桁 目 にタフ を設定し ます。

【プログ ラム】

（ｘl／ｘltｕrbo用）

１００　 ゛ ＥＳＣ十（

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567890 ”；

１３０　ＮＥＸＴ　工

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ

１５０　Ｊ：ｊＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”（ ００５，０１０，０１５，０２０，０２５ ．”；

１６０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　６

１７０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ９ ）；”ＴＡＢ¨；

１８０　ＮＥＸＴ　工

１９０　ＬＰＲ工ＮＴ

２００　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｔａｂ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２１ ）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ２８．＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３５ ，＆Ｈ２Ｃ ，&

Ｈ３０ ，＆Ｈ３１ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ２Ｃ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３１，＆Ｈ３５，&Ｈ２Ｃ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３２，

＆Ｈ３０ ，＆Ｈ２Ｃ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３２ ，＆Ｈ３５ ，＆Ｈ２Ｅ ｝

１３０　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

140　　　　1p ｒｉｎｔ　”1234567890 ”；

１５０　　　ｎｅｘｔ

１６０　　　１ｐｒｉｎｔ

１７０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１８０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，２２ ，ａｉ ）

１９０　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

200　　　　　　fp ｕｔｃ（ ＆Ｈ９ ，ａｉ ）

２１０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＴＡＢ”；

２２０　　　　　ｎｅｘｔ

２３０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２４０　　１ｐｒｉｎｔ

２５０　ｅｎｄ

【ED字】

12345678901234567890123456789012345678901234567890　　　　
ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢＴＡＢ

８７



HＴ

ＨＴ

( 名　 称)

〔 コ ー ド 〕(

機　 能)

(例)

ホリソンタル・タブ……水平タフの実行

＜09＞Ｈまたは＜9＞10

HT コードの入力により，ＥＳＯ（nl ，∩2，n3，…，nk. によってあらかじめ設定された

水平タブ位置までスキップします。

＊水平タブは電源投入時，8桁毎に設定されています。

＊水平タフが設定されていないときは無視されます。

【プログラム】

（ｘl／ｘltｕrbo用）

１００　’Ｈｏｒｉｚｏｎｔａ１　Ｔａｂ

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567890 ”；
１３０　ＮＥＸＴ　工

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ
１５０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５
１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ９）；”ＴＡＢ”

１７０　ＮＥＸＴ

１８０　ＬＰＲ工ＮＴ

１９０　ＥＮＤ

ｅ

／

（ｘ68000用）

１００　／＊　ＴＡＢ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１３０　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

140　　　　1p ｒｉｎｔ　”1234567890 ”；

１５０　　　ｎｅｘｔ

１６０　　　１ｐｒｉｎｔ

１７０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１９０　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

200　　　　　　fp ｕｔｃ（& Ｈ９，ａｉ ）

２ １ ０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＴＡＢ” ；

２２０　　　　　ｎｅｘｔ

２３０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２４０　　１ｐｒｉｎｔ

２５０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

12345678901234567890123456789012345678901234567890　　　　　　　

ＴＡＢ　　　　　ＴＡＢ　　　　　ＴＡＢ　　　　　ＴＡＢ　　　　　ＴＡＢ

８８



ＥＳＣ ）ｎｌ．ｎ２，… ．ｎｋ．

E ＳＣ ）nl ，ｎ２，… ，r知

（名　 称） 水平タブ 部分クリ ア

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜29 ＞ Ｈ＜nl ＞ ＜2C ＞Ｈ＜∩2＞ … …＜nk ＞ ＜2E ＞ Ｈ

または ＜27 ＞10 ＜41 ＞10 ＜nl ＞ ＜44 ＞10 ＜n2 ＞ … …＜nk ＞ ＜46 ＞10

〔機　 能〕 水平タフ の位 置を部分クリ アします。

＊nk は クリ アする水平タフ 位置を示し ます。（1 ≦k ≦16 ）

＊ 水平タフ位 置を設定したと きのED 字 モ ード でクリ アし てく ださい 。

＊，（カンマ ）は継続を示し ，。（ピリ オド ）により終了し ます。

＊指定さ れた位 置にタブ ガ 設定されていな かっ た場 合は無視し ます。

（例）　　 ＥＳＣ（nl ，∩2， ……，nk. で 設定し たタフ の5 桁 目と20 桁 目 をクリ アし ます。

【プ ログラム 】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　 ゛ ＥＳＣ十）

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567890 ”；

１３０　ＮＥＸＴ　Ｉ

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ

１５０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”（００５，０１０，０１５ ，０２０ ，０２５．”；

１６０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　６

１７０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ９ ）；¨ＴＡＢ” ●

Ｘ

１

１

２

８０　ＮＥＸＴ　工

９０　ＬＰＲ工ＮＴ

００　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”）００５，０２０．”；

21
22
23
24
25

Ｏ　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　６

０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ９ ）；”ＴＡＢ”；

Ｏ　ＮＥＸＴ　工

Ｏ　ＬＰＲ工ＮＴ

Ｏ　ＥＮＤ

８９



Ｅ ＳＣ ）ｎｌ ，ｎ２ nk

（x 68000 用）

１００　／＊　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｔａｂ　ｃｌｅａｒ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（９ ）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ２９，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３５，＆Ｈ２Ｃ，

＆Ｈ３０，＆Ｈ３２，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ２Ｅ ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｔ（２１ ）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ２８，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３５ ，＆Ｈ２Ｃ ，

＆Ｈ３０，＆Ｈ３１，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ２Ｃ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３１，&Ｈ３５，＆Ｈ２Ｃ，＆Ｈ３０，&Ｈ３２ ，

＆Ｈ３０，＆Ｈ２Ｃ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３２，&Ｈ３５，&Ｈ２Ｅ ｝

１４０　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

150　　　　1p ｒｉｎｔ　 ”1234567890 ”；

１６０　　　ｎｅｘｔ

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ

１８０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１９０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｔ ，２２，ａｉ ）

２００　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

210　　　　　　fp ｕｔｃ（＆Ｈ９，ａｉ ）

２２０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＴＡＢ”；

２３０　　　　　ｎｅｘｔ

２４０　　１ｐｒｉｎｔ

２５０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，１０，ａｉ ）

２６０　　　　 ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

270　　　　　　fp ｕｔｃ（＆Ｈ９，ａｉ ）

２８０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＴＡＢ” ；

２９０　　　　　ｎｅｘｔ

３００　　１ｐｒｉｎｔ

３１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

３２０　ｅｎｄ

【印字 】

12345678901234567890123456789012345678901234567890　　　　
ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＥ　　ＴＡＢＴＡＢ
ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　　　　　　ＴＡＢＴＡＢＴＡＢＴＡＢ

９０



一 一 一 一 一 一 一

EＳＣ ２

ＥＳＣ ２

（ 名　 称 ） 水 平 タ フ 設 定 オ ー ル ク リ ア

〔コ ー ド 〕 ＜IB ＞ Ｈ ＜32 ＞ Ｈ ま た は ＜27 ＞10 ＜50 ＞10

〔 機　 能 〕 水 平 タ フ 位 置 を ク リ ア し ま す 。

（ 例 ）　　 Ｅ Ｓ Ｃ （ の〔 例 〕の プ ロ グ ラ ム の 設 定 を す べ て ク リ フフし ま す 。

【プ ロ グ ラ ム 】

（Xl ／×ltｕrbo用 ）

１ ００　 ゛ Ｅ ＳＣ ＋２

１１ ０　Ｆ ＯＲ　 工＝１　 Ｔ０　 ５

１２ ０　Ｌ ＰＲＩ ＮＴ ”1234567890 ”；

１ ３０　ＮＥＸＴ　 工

１ ４０　Ｌ ＰＲＩ ＮＴ

１ ５ ０　Ｌ ＰＲＩ ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ １Ｂ ）；¨（ ００５ ，０１０ ，０１５ ，０２０ ，０２ ５ ．”；

１６ ０　Ｆ ＯＲ　 工＝１　Ｔ０　 ６

１ ７０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ ９ ）； ”ＴＡ Ｂ ”；

１８ ０　ＮＥＸＴ　 工

１９ ０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴ

２０ ０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ １Ｂ ）； ”２¨ ；

２１ ０　Ｆ ＯＲ　 工＝１　Ｔ０　 ６

２２ ０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ ９ ）； ”ＴＡ Ｂ ”；

２３ ０　ＮＥＸＴ　 工

２４ ０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴ

２５ ０　Ｅ ＮＤ
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ＥＳＣ ２

（×68000 用）

１００　／＊　ｈｏｒｉｚｏｎｔａｌ　ｔａｂ　ａｌｌ　ｃｌｅａｒ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ３２｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｔ（２１）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ２８ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０，＆Ｈ３５ ，&Ｈ２Ｃ，

＆Ｈ３０，＆Ｈ３１ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ２Ｃ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３１ ，＆Ｈ３５ ，＆Ｈ２Ｃ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ３２ ，

＆Ｈ３０ ，＆Ｈ２Ｃ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３２ ，＆Ｈ３５ ，＆Ｈ２Ｅ ｝

１４０　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　5

150　　　　1p ｒｉｎｔ　 ”1234567890 ”；

１６０　　　ｎｅｘｔ

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ

１８０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１９０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｔ ，２２ ，ａｉ ）

２００　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

210　　　　　　fp ｕｔｃ（＆Ｈ９ ，ａｉ ）

２２０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＴＡＢ” ；

２３０　　　　　ｎｅｘｔ

２４０　　１ｐｒｉｎｔ

２５０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

２６０　　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

270　　　　　　fp ｕｔｃ（ ＆Ｈ９，ａｉ ）

２８０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＴＡＢ” ；

２９０　　　　　ｎｅｘｔ

３００　　１ｐｒｉｎｔ

３１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

３２０　ｅｎｄ

【E口字】

１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３･45678901234567890　　　　

ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢ　　ＴＡＢＴＡＢ

ＴＡＢＴＡＢＴＡＢＴＡＢＴＡＢＴＡＢ

９２



（４） 印字位置指定

ＰＯＳ ｎｌ十ｎ２十ｎ３

〔名　 称〕 文字単位の印字開始位置指定

〔コード 〕 ＜10 ＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ＞または＜16 〉10＜n1 ＞＜∩2＞＜n3 ＞

〔機　 能〕 ＊現在の印字モード 換算により文字単位で印字開始位置を指定します。

〔印字開始位置は（nl ｘ100 十n2 ×10 十n3 ）桁の次の桁です。〕

＊横2倍拡大文字が設定されている場合はそれに従います。

＊左マージンの位置がOになります。

＊右端一杯を指定すると改行します。

＊行の先頭で指定してください。指定された行のみ有効です。

（例）　　　2 番目のＳtａrt に）ｏｉｎ七を11桁目から印字させます。

【プログラム】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１００　゛ ＰＯＳ十ｎ１＋ｎ２十ｎ３

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”12341567890 ”；

１３０　ＮＥＸＴ　工

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｓｔａｒｔ　ｐｏｉｎｔ”

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１０）；”０１０”；

１７０　ＬＰＲＩＮＴ”Ｓｔａ:ｒｔ　ｐｏｉｎｔ”

１８０　ＥＮＤ

(x 68000 用)

１００　／＊　ｓｔａｒｔ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ( ｃｈａｒａｃｔｅｒ)

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２ ０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

【ED 字 】

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１

１ｐｒ ｉ ｎｔ

ｎｅｘｔ

ｌ ｐｒ ｉ ｎｔ

ＰＯ Ｓ ｎｌ十ｎ２＋ｎ３

ＣＣ（３）＝｛ ＆Ｈ１０ ，&Ｈ３０ ，＆Ｈ３１ ，＆Ｈ３０｝

ｔＯ　５　　　　　 。

”1234567890 ”；

ａｉ ＝ｆ ｏｐ ｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１ｐ:ｒｉ ｎｔ　 ”Ｓｔ ａｒ ｔ　 ｐｏｉ ｎｔ ”

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，４ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ　 ”Ｓｔ ａｒ ｔ　ｐ ｏｉ ｎｔ ”

ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎｄ

1234567.8901234567890123456789012345678901234567890
Sｔａｒｔ　ｐｏｉｎｔ

Ｓｔａｒｔ　ｐｏｉｎｔ

９３



ＥＳＣ ＰＯＳ十nl 十ｎ２十ｎ３＋ｎ４

E ＳＣ ＰＯＳ 十nl 十ｎ２十ｎ３十ｎ４

( 名　称) ドット 単位印字位置指定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜10 ＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ＞＜n4 ＞

または＜27＞10 ＜16＞10 ＜nl ＞＜∩2＞＜n3 ＞＜n4 ＞

( 機　能) ＊∩1、n2、n3、∩4により左マージン位置から、ドット 単位で印字開始位置を指定し ます。

印字開始位置は(nl ｘ100 十n2×100 十∩3×10 十n4)ドット 移動後から印字します。

＊1/180 インチ単位でED字開始位置を設定します。

＊指定された行のみ有効です。

＊行の先頭で指定してください。

〔例〕　　90 ドット(90/180 ＝0.5 インチ(約12.７ｍｍ))右に移動後ED字を開始し ます。

【プログラム】

(ｘI／×ltｕrbo用)

１００　゛ ＥＳＣ十ＰＯＳ十ｎ１十n2 十ｎ３十ｎ４

１１０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567890 ”

１３０　ＮＥＸＴ　工
１４０　ＬＰＲ工ＮＴ

●

ダ

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ１０ ）；”0090 ”

１６０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＳＴＡＲＴ”

１７０　ＥＮＤ

（×68000 用）

１００　／＊　ｓｔａｒｔ　ｐｏｓｉｔｉｏｎ（ｄｏｔ ）

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

９

ダ

１２０　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈａ:「

130
140
150
160
170
190
200

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１

１ｐｒ ｉ ｎｔ

ｎｅｘｔ

ｌ ｐｒ ｉ ｎｔ

ＣＣ（５ ）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ１０ ，&Ｈ３０ ，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３９ ，＆Ｈ３０｝

ｔＯ　５

”1234567890 ” ；

ａｉ ＝ｆ ｏ ｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，６ ，ａｉ ）

１ｐｒ ｉ ｎｔ　 ”ＳＴＡＲ Ｔ ”

２１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｊ．）
２２０　ｅｎｄ

【印字】

12345678901234567890123456789012345678901234567890　　　　　
ＳＴＡＲＴ

9４



ＥＳＣ ￥十nl 十ｎ２

ＥＳＣ ￥ ＋ｎｌ＋ｎ２

〔名　称〕 ドット 単位印字位置相対指定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜5C ＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞または＜27＞10＜92 ＞10＜nl ＞＜∩2＞

(機　 能) このコード入力後の次のデータの印字開始位置を相対指定します。

＊コード 入力直前のED字位置を基準にnl 、n2 によって定められた値により、1/180 イン

チ単位で次のEO字位置を前後にずらします。

＊n1 、∩2はドット 位置を示し 、nl が下位桁、n2 が上位桁をあらわし ます。また、nl、n2

によって指定される値は、

－1440≦(nl ＋256ｘn2) ≦1440( マイナスの値は補数をとります。)

n1 、∩2は16 進数とすると下表のように対応します。

ドット数 �n2 の値 �nl の値

1440　　

S　　

2　　

1　　

0　
－1　

－2　　

S

－1440 �

５

Ｓ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

ＦＦ
ＦＦ　

Ｓ

ＦＡ �

ＡＯ　

Ｓ　

２　

１　

０

ＦＦ

ＦＥ　

Ｓ

６０

＊左右マージンを超えた値を指定すると無視されます。

９５



ＥＳＣ ￥ ＋ｎｌ＋ｎ２

〔 例 〕 【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ＥＳＣ十￥

１１０　ＦＯＲ　工＝Ｏ　Ｔ０　２５

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”￥”；ＣＨＲ$（ 工，０）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ 工十＆Ｈ４１）；

１４０　ＮＥＸＴ

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００ ／＊ 相 対 位 置

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（３）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５Ｃ，０，０｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　ｆｏｒ　ｉ＝Ｏ　ｔo　25

150　　　　cc （２）＝ｉ

１６０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，４，ａｉ ）

１７０　　　　ｆｐｕｔｃ（ｉ＋＆Ｈ４１，ａｉ ）

１８０　　　ｎｅｘｔ

１９０　　１ｐｒｉｎｔ

２００　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

ＡＢＣＤＥＦ ＧＨ 工Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ　Ｔ　Ｕ　Ｖ　Ｗ　Ｘ　Ｙ　Ｚ

(参　考) 補数について

ここで意味する補数は、2進数の2の補数で次のようにして求めます。

①＜500 ＞10 の補数を求めるには、一度2進数に変換します。(データは2バイト で1データ

とします。)

＜500 ＞10＝＜111110100 ＞2

②次に、2進数の各ビット の値を逆転させ、最下位の桁に1をたします。

+1 ＝ 1仰 �仰0 �0000�1100

(逆転)

③2進数を16 進数に変換します。

1111　1110　0000　1100

↓　 ↓　t　t

Ｆ　　　Ｅ　　　ｏ　　　ｃ

④＜500＞10 の2の補数は＜ＦＥＯＯ＞Ｈとなります。したがって、ED字開始位置を－500ド

ツト に相対指定する場合はｎｌ＝＜ＯＣ＞ＨＩ，ｎ２＝＜ＦＥ＞Ｈと指定してく ださい。

９６



ＥＳＣ Ｒ

Ｃ。印字デザイン設定コントロール・コード

バイカ文字、エリート 文字各種の印字モード の設定について示します。

本機は電源投入時パイカ文字(普通文字)に設定さ れています。

(1) パイカ文字

ＥＳＣ Ｒ

〔名　 称〕 パイカ文字指定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜52＞Ｈまたは＜2Z＞10く82ｚ10

〔機　 能〕 ＥＳＣ Ｒコード の入力により、以後のデータは、パイカ文字（10 文字/インチ）で印字さ

れます。また以前に設定された横２倍拡大文字は解除されます。

＊電源投入時は、パイカ文字になっています。

＊ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｏ、ＥＳＣ Ｋ等の入力によって解除されます。

（例）　　 【プログラム】

（ｘI／ｘltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ十Ｒ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｒ”；

１２０　ＦＯＲ　工＝＆Ｈ４１　ＴＯ　＆Ｈ５Ａ

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ 工）；

１４０　ＮＥＸＴ　工

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｐｉｃａ　ｓｉｚｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５２｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１４０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　ｆｏｒ　ｉ＝＆Ｈ４１　ｔｏ　＆Ｈ５Ａ

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ　ｃｈｒ$（ｉ ）；

１８０　　ｎｅｘｔ

１９０　　１ｐｒｉｎｔ

２００　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＡＢＣＤＥＦＧＨ工ＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳＴＵＶＷＸＹＺ

９ ７



ＥＳＣ Ｅ

（２） エリ ート 文字

ＥＳＣ Ｅ

〔名　称〕 エリ ート 文字指定

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜45＞Ｈまたは＜27＞10＜69 ＞10

（機　能） ＥＳＣ Ｅ コード の入力により，以後のデータはエリ ート 文字（12文字/インチ）でE口字さ

れます。また以前に設定された横２倍拡大文字は解除されます。

＊ＥＳＯ Ｒ、ＥＳＣ Ｏ、ＥＳＣ Ｋ等の入力により解除されます。

〔例〕　　 【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ十Ｅ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ）；”Ｅ”；

１２０　ＦＯＲ　工＝＆Ｈ４１　ＴＯ　＆Ｈ５Ａ

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ 工）；

１４０　ＮＥＸＴ　工

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｅｌｉｔｅ　ｓｉｚｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ４５｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１４０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　ｆｏｒ　ｉ＝＆Ｈ４１　ｔｏ　＆Ｈ５Ａ

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ　ｃｈｒ＄（ｉ ）；

１８０　　ｎｅｘｔ

１９０　　１ｐｒｉｎｔ

２００　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＡＢＣＤＥＦＧＨIＪＫＬＭＮOＰQＲＳＴＵＶＷＸＹZ

９８



（３） 縮小文字

ＥＳＣ Ｑ

ＥＳＣ Ｑ

〔名　称〕 縮小文字指定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜51＞Ｈまたは＜27＞10＜81＞10

（檄　 能） ＥＳＣ Ｑコード の入力により，以後のデータは縮小文字（17 文字/インチ）でED 字さ れま

す。また以前に設定さ れた横２倍拡大文字は解除されます。

＊ＥＳＣ Ｒ、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｋ等の入力により解除されます。

〔例〕　　 【プログラム】

（ｘI／ｘltｕrbo用）

１００　１　ＥＳＣＩＱ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲＳ（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｑ”；

１２０　ＦＯＲ　Ｉ＝＆Ｈ４１　ＴＯ　＆Ｈ５Ａ

１３０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲＳ（ 工）；

１４０　ＮＥＸＴ　Ｉ

１５０　ＬＰＲＩＮＴ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００ ／＊　縮 小　 ｓｉｚｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５１｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　ｆｏｒ　ｉ＝＆Ｈ４１　ｔｏ　＆Ｈ５Ａ

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ　ｃｈ:ｒ$（ｉ ）；

１８０　　ｎｅｘｔ

１９０　　１ｐｒｉｎｔ

２００　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

nBCDEFGHIJKL圏OPQRS聊 附Z

９９



ＳＯ

（４） 横２倍拡大文字

ＳＯ

(名　 称)

〔コ ード 〕

〔機　 能〕

〔例 〕

シフト ・アウト ……横２倍拡大文字の設定

＜ＯＥ＞Ｈまたは＜14＞10

SO コード の入力により以後のデータは横２倍拡大文字でED字されます。

＊ＳＩ、ＥＳＣ Ｒ、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＣ Ｏ、ＥＳＣ Ｈ、ＥＳＣ Ｐ、ＥＳＣ Ｋコード の入力に

より解除されます。

＊全角、半角も拡大されてED 字さ れます。

＊ビットイメージデータも拡大さ れて印字されます。

【プログラム】

（ｘI／×l tｕrbo用）

１００　゛ ＳＯ

１１０　ＬＰＲＩＮＴ”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（＆ＨＥ ）；

１３０　ＬＰＲＩＮＴ”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｋａｋｕｄａｉ

１４０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊ 拡 大 文 字

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１４０　　　　ｆｐｕｔｃ（＆ＨＥ，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｋａｋｕｄａｉ”

１７０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏ:ｒｍａ１

Ｓ Ｈ Ａ Ｒ Ｐ　 一 一 一　 Ｋ ａ ｋ ｕ ｄ ａ 主

１００



ＥＳＣ Ｕ

ＥＳＣ Ｕ

（名　称） 横２倍拡大文字の設定

（コード） ＜IB ＞Ｈ＜55＞Ｈまたは＜27＞10 ＜8,5＞10

〔機　 能〕 ＥＳＯ Ｕコードの入力により、以後のデータは横２倍拡大文字で印字されます。

＊ＳＩ、ＥＳＯ Ｒ、ＥＳＣ Ｅ、ＥＳＯ Ｏ、ＥＳＯ Ｈ、ＥＳＯ Ｐ、ＥＳＣ Ｋコードの入力に

より解除されます。

＊ＳＯと同様の機能です。

＊ビット イメージデータも拡大されてED 字されます。

＊漢字モード での全角、半角も拡大されます。

（例）　　 【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ Ｄｏｕｂｌｅ　ｗｉｄｔｈ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｎｏｒｍａｌ　ｓｉｚｅ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；¨Ｕ”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｄｏｕｂｌｅ　ｓｉｚｅ”

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；¨Ｒ̈ ；

１５０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００ ／＊　拡 大 文 字　 ２

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５５｝

１３０　　　１ｐｒｉｎｔ　”ｎｏｒｍａｌ　ｓｉｚｅ”

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１５０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１６０　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ　”Ｄｏｕｂｌｅ　ｓｉｚｅ”

１８０　ｅｎｄ

【印字】

Ｎｏｒｍａｌ　ｓｉｚｅ

Ｄ ｏ ｕ ｂ コ_ｅ　 ｓ 主 ｚ ｅ

1０1



SI

SI

〔名　 称〕

〔コ ード 〕(

機　 能)

〔 例 〕

シフト ・イン ……横２倍拡大文字の解除

＜ＯＦ＞Ｈまたは＜15＞10

SIコード の入力により ＳＯ、ＥＳＯ Ｕによる横２倍拡大文字を解除します。以後のデー

タは横２倍拡大文字に設定する前の文字でE口字されます。

＊ＦＳ に）で設定された漢字横2倍拡大文字は解除さ れません。

【プログラム】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　゛ ＳＩ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆ＨＥ ）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｋａｋｕｄａｉ”

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& ＨＦ ）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００ ／＊ 拡 大 文 字 解 除

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１３０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１４０　　　　ｆｐｕｔｃ（＆ＨＥ，ａｉ ）

１５０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｋａｋｕｄａｉ”

１６０　　　　ｆｐｕｔｃ（ ＆ＨＦ，ａｉ ）

１７０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１”

１８０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１９０　　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１

Ｓ Ｈ Ａ Ｒ Ｐ　 一 一 一　 Ｋ ａ ｋ ｕ ｄ ａ ・

ＳＨＡＲＰ　一一一　Ｎｏｒｍａ１

１０２



（５） 縦２倍拡大文字

ＳＵＢ Ｖ

ＳＵＢ Ｖ

（名　称） 縦2倍拡大文字の設定

（コード） ＜IA ＞Ｈ＜56＞Ｈまたは＜26＞10 ＜86＞10

〔檄　能〕 本コード の入力により、以後のデータは縦2倍拡大文字で印字されます。

＊ＳＵＢ Ｗコードの入力により解除されます。（設定、解除は1行単位で行ないます。）

また、ＥＳＣ ＥＭコード の入力により解除されます。

＊横2倍拡大印字と組み合わせることにより、4倍角文字を印字することができ

ます。

＊ビット イメージデータも拡大されます。

（例）　　 【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　゛ タテ　バ イ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲＩＮＴＥＲ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲＳ（＆Ｈ１Ａ）；¨Ｖ”；

１３０　ＬＰＲＩＮＴ”ＰＲＩＮＴＥＲ”

１４０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊　縦 拡 大 文 字

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛＆Ｈ１Ａ，＆Ｈ５６｝

１３０　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＰＲＩＮＴＥＲ”

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

１５０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

１６０　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１７０　　１ｐｒｉｎｔ　”ＰＲＩＮＴＥＲ”

１８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＰＲI ＮＴＥＲ

PRINTER

１０３



ＳＵＢ Ｗ

ＳＵＢ ＶＶ

〔名　 称〕 縦2倍拡大文字の解除

〔コード 〕 ＜IA ＞Ｈ＜57＞Ｈまたはビ26 ツ10ご8Z ダ10

（機　能） 本コード の入力により、ＳＵＢ Ｖコード で設定された縦2倍拡大文字を解除します。

〔 例 〕 【プ ログラ ム】

（XI ／Xlt ｕrbo用 ）

１００　 ゛ タテ　バ イ　＆　カイジ ョ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ａ ）；”Ｖ”

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

Ｓ

／

１４０　Ｌ ＰＲ 工Ｎ ＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ａ ）； ”Ｗ”；

１５０　Ｌ ＰＲ 工Ｎ Ｔ ”ＰＲＩ ＮＴＥＲ ”

１６０　Ｅ ＮＤ

（ ｘ68000 用 ）

１ ００ ／＊　 縦 拡 大 文 字 解 除

１１ ０　　 １ｎｔ　 ａｉ

１２ ０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｉ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＡ ，＆Ｈ ５ ６ ｝

１ ３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｃ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＡ ，＆Ｈ ５ ７ ｝

１ ４０　　　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐ ｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１ ５０　　　　　 １ｐｒｉ ｎｔ　 ”Ｐ Ｒ 工ＮＴＥ Ｒ ”

１ ６０　　　　　　 ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（･ｃｉ ，２ ，ａｉ ）

１ ７０　　　　　 １ｐｒ ｉｎｔ　 ”ＰＲ 工ＮＴＥ Ｒ ”

１ ８０　　　　　　 ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

１ ９０　　　　　 １ｐｒ ｉ ｎｔ　 ”ＰＲ 工ＮＴＥ Ｒ ”

２ ００　　　　 ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

１１ ０　　 １ｎ･

１ ２０　　 ｄｉ 】

１ ３０　　 ｄｉ 】140

j

150

160

170

180

190

200　　　　1

210　end

【Ｅ【】字 】

ＰＲＩ ＮＴＥ Ｒ

Ｐ Ｒ]:NTER

Ｐ ＲI ＮＴＥ Ｒ

１０４



（６） 強調文字

ＥＳＣ ！

Ｅ ＳＣ ！

〔名　称〕 強調文字の設定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜21＞Ｈまたは＜27＞10 ＜33＞10

( 機　 能) 本コード の入力により、以後のデータは強調文字でED 字されます。

＊強調文字は印字データをバッファ内で横方向に1ドット ずらして重ねたデータでED字さ

れます。

＊横２倍拡大文字が設定されている場合は、強調されてから拡大されます。

＊イメージデータは強調されません。

(例) 【プロ グラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　１　ＥＳＣ十！

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲＩＮＴＥＲ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＩＢ）；”！”

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

１４０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用 ）

１００ ／＊ 強 調 文 字

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

ｑ

ｆ

１２０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈ ａｒ　 ｃ ｃ（ １ ）＝｛& ＨＩ Ｂ ，

．１３０　　　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１４０　　　　　 １ｐｒ ｉ ｎｔ　 ”ＰＲＩ ＮＴＥ Ｒ ”

１５０　　　　　　 ｆ ｗｒｉｔ ｅ（ ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

１６０　　　　　 １ｐｒ ｉ ｎｔ　 ”ＰＲＩ ＮＴＥ Ｒ ”

１ ７０　　　　 ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）’

１ ８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字 】

Ｐ ＲＩ ＮＴＥ Ｒ

Ｐ ＲＩ Ｎ ＴＥ Ｒ

１０５

&H21 ｝



ＥＳＣ ″

E ＳＣ ｆｆ

（名　 称） 強調文 字の解除

（コ ード ） ＜IB ＞ Ｈ＜22 ＞Ｈまたは ＜27 ＞10 ＜34 ＞10

〔機　 能〕 本コ ード の入力 によ り強 調文字を解除し ます。

（例）　　 【プロ グラム 】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１００　 ゛ ＥＳＣ十”

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ｎｏｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”！”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ｅｍｐｈａｓｉｚｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ”

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ２２）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”ｎｏｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ ”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊　 強 調 文 字 解 除

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｉ（１ ）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ２１｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ２２｝

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ｎｏｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ ”

１６０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（．ｃｉ ，２ ，ａｉ ）

１７０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ｅｍｐｈａｓｉｚｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ ”

１８０　　　　　　ｆｗ:ｒｉｔｅ（ｃｃ，２ ，ａｉ ）

１９０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ｎｏｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅ:ｒ”

２００　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

ｎｏｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ

ｅｍｐｈａｓｉｚｅ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ

ｎｏ:ｒｍａｌ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ

１０６



（７） スーパー･スクリプト 、サブ･スクリプト文字

EＳＣ Ｓl

Ｅ ＳＣ Ｓｌ

（名　 称） スーパー･スクリプト 文字設定

（コード ） ＜ＩＢ＞Ｈ＜ｱ3＞Ｈ＜31＞Ｈまたは＜27＞10 ＜115＞10 ＜49＞10

（機　 能） ＥＳＯ ｓｌコード の入力により，以後のデータはスーパー・スクリプト 文字で印字されま

す。

＊スーパー・スクリプト 文字はＥＳＣ ｓＯによって解除されます。

（例）　　 【プログラム】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１００　゛ＥＳＣ十ｓ＋１

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”Ｙ＝Ｘ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”ｓ１”；

１３０　ＬＰＲＩＮＴ”２”；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”ｓＯ”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”十Ｘ”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１０･Ｏ　／＊　ｓｕｐｅｒ　ｓｃｒｉｐｔ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｉ（２）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ７３，＆Ｈ３１｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ７３，＆Ｈ３０｝

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”Ｙ＝Ｘ”；

１６０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ，３，ａｉ ）

１７０　　　　　１ｐ:ｒｉｎｔ　”２”；

１８０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，３，ａｉ ）

１９０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”十Ｘ”

２００　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

Ｙ＝Ｘ２十Ｘ

１０７



ＥＳＣ Ｓ２

ＥＳＣ Ｓ２

（名　 称） サフ・スクリプト 文字設定

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜73 ＞Ｈ＜32＞Ｈまたは＜27＞10 ＜115＞10 ＜50＞10

〔機　 能〕 ＥＳＯ Ｓ２コード の入力により、以後のデータはサフ ・スクリプト 文字で印字されます。

＊サフ ・スクリプト文字はＥＳＣ ＳＯによって解除されます。

〔 例 〕 【プログ ラム】

（×1／Xlt ｕrbo用）

１００　 ’ ＥＳＣ十Ｓ＋2

110　LPR 工ＮＴ”Ｈ ”；

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｓ２”

１､３０　ＬＰＲＩＮＴ”２” ；

ｅ

ｆ

１４０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”ｓＯ”；

１５０　ＬＰＲＩＮＴ”Ｏ”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００　／＊　ｓｕｂ　ｓｃｒｉｐｔ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｉ（２ ）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ７３ ，＆Ｈ３２｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２ ）＝｛＆ＨＩＢ，＆Ｈ７３
，＆Ｈ３０｝

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｈ”；

１６０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ，３ ，ａｉ ）

１７０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”２”；

１８０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，３ ，ａｉ ）

１９０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”〇”

２００　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

Ｈ２０

１０８



ＥＳＣ ＳＯ

ＥＳＣ ＳＯ

（名　称） スーパー／サフ ・スクリプト文字の解除

（コード） ＜ＩＢ＞Ｈ＜ｱ3＞Ｈ＜30＞Ｈまたは＜27＞10＜115 ＞10 ＜48＞10

（機　能） ＥＳＣ ＳＯコード の入力により、スーパー／サフ ・スクリプト文字が解除されます。

〔例〕　　 【プログラム】

（×1／Xltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ十Ｓ十〇

１ １０　ＬＰＲＩＮＴ”ＡＢＣ” ；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｓ１”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＤＥＦ”；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；”Ｓ２”

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＧＨ工”；

１６０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”ＳＯ”

１７０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＫＬＭ”

１８０　ＥＮＤ

（X 68000 用）

●

ｆ

ｅ

Ｘ

１００ ／＊　ｓｕｐｅｒ ／ｓｕｂ ｓ ｃｒ ｉ ｐｔ　 解 除

１１０　　 １ｎｔ　 ａｉ

１２０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｉ（ ２ ）＝｛ ＆Ｈ１ Ｂ ，＆Ｈ ７３ ，& Ｈ ３１ ｝

１３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｊ（ ２ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ７３ ，＆Ｈ ３２ ｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ

１５０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”

１６０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＡＢＣ”；

１７０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ，３，ａｉ ）

１８０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＤＥＦ” ；

１９０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｊ ，３ ，ａｉ ）

２００　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＧＨＩ ”；

２１０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，３ ，ａｉ ）

２２０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＫＬＭ”

２３０　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２４０　ｅｎｄ

【Ｅ口字 】

A ＢＣＤＥＦＧＨIＫＬ Ｍ

１０ ９

，＆Ｈ ７３ ，＆Ｈ ３０ ｝

）



ＥＳＣ Ｘ

（８） アンダーラインモード

ＥＳＣ Ｘ

（名　 称） アンダ ーライン設定

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜58 ＞ Ｈまた は＜27 ＞10 ＜88 ＞10

〔機　 能〕 アンダ ーライン モード の 設定をします。

＊次に来るデ ータ よりアンダ ーライン を印 字し ます。

＊ビ ット イメ ージデ ータにも 有効 です。

＊本コ ード はＥＳＯ Ｙ が入力さ れたとき 解除さ れ ます。

（例）　　 【プ ログラム 】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　 ゛ Ｕｎｄｅｒ　ｌｉｎｅ　ｍｏｄｅ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲ 工゙ＮＴＥＲ”

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｘ”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

１４０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００　／＊　ｕｎｄｅｒ　ｌｉｎｅ
－

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５８｝

１３０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

１５０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，２，ａｉ ）

１６０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＰＲ工ＮＴＥＲ”

１７０　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ＰＲ工ＮＴＥＲ

ＰＲ工ＮＴＥＲ

１１０



ＥＳＣ Ｙ

〔名　 称〕 アンダ ーラ イン解除

〔コ ード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜59 ＞ Ｈまた は＜27 ＞10 ＜89 ＞10

（機　 能） アンダ ーライン モード を解除 します。

（例）　　 【プ ログラ ム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１００　 ゛ Ｕｎｄｅｒ　ｌｉｎｅ　ｍｏｄｅ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＡＢＣ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；¨Ｘ”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＤＥＦ”；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｙ”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＧＨ工”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００　／＊ ｕｎｄｅｒ ＿１１ｎｅ 解 除

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｉ（１ ）＝｛& Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ５８ ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ５９｝

１４０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１５０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＡＢＣ”；

１６０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｉ ，２，ａｉ ）

１７０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＤＥＦ” ；

１８０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ ，２，ａｉ ）

１９０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ＧＨＩ”

２００　　　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【印字】

１ １ １

ＥＳＣ Ｙ



ＥＳＣ ｑ十ｎ

（９） 文字スタイルの選択

ＥＳＣ ｑ十ｎ

〔 名　 称 〕(

コ ー ド)(

機　 能)

( 例)

文 字スタイル の選択

＜IB ＞ Ｈ＜71 ＞ Ｈ ＜ｎ＞Ｈ または ＜27 ＞10 ＜113 ＞10 ＜ｎ＞10

文 字 の スタ イルを 指定し ます。

∩＝Ｏ：標準文 字

ｎ＝１：袋文字

∩＝2: 影 文字

ｎ＝３：袋影文 字

本コ ード はバイカ 文字，エリ ート 文字， 縮小 文字，拡 大文字，漢 字に有効 です。

【プログ ラム 】

（×1／×ltｕrb（5用 ）

１００　 ゛ ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｓｔｙｌｅ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５２ ）；

１２０　ＦＯＲ　工＝Ｏ　Ｔ０　３

１３０　　　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；¨ｑ ”；ＣＨＲ$ （ 工）；

１４０　　　ＬＰＲ工ＮＴ　”ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｕｖｗｘｙｚ”

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用 ）

１００　／＊　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｓｔｙｌｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（ ２ ）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ７１ ，０｝

１３０　　ａｉ ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　ｆｏｒ　ｉ ＝Ｏ　ｔo　3

150　　　　cc （ ２ ）＝ｉ

１６０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，３ ，ａｉ ）

１７０　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｕｖｗｘｙｚ¨

１８０　　　ｎｅｘｔ

１９０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２００　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

ａｂｃｄｅｆｇｈｉｊｋｌｍｎｏｐｑｒｓｔｕｖｗｘｙｚ

昌ｂｃｄｏ重９ｈ ゑｊｋｈ ｍ ｏｐｘｌｒ６ｔｕｖｗχｙｓ

ａｂｃｄｇｆｇｈｉｊ ｋ１１１咀りＬｐｑｌ ｓヽｔ ｕｖｗｚｙｘ

刮b（ｅ但色漫glaljk 尨 艇 ぬｐ 頷ｒ認知ＩＳ Ｗｚｙ・

１１２



p 。漢字モード

(‘|) 漢字モード の設定

漢字を印字する場合には、ＥＳＣ Ｋコード の入力により漢字モードに設定する必要があります。

漢字モード に設定した後、出力したい漢字のコード を「8.4 漢字コード表｣のなかから選択し、16進数

または10 進数により第1バイト 、第2バイト の順で入力します。このように2バイト で、ひとつの漢字

を意味します。また、漢字モード を解除するときは他のE口字モード 設定コントロ ール・コード の入

力により行ないます。

漢字モード 設定

→

漢字データ( ２×∩バイト)

う　ＥＳＣ Ｋ 卜丿D11 D12 卜うD21 D22 け･

漢字モード解除

→

Dｎ1 Ｄｎ2 ＥＳＣ Ｈ 等

Dnl : 第１バイト

Ｄｎ２: 第２バイト

ＥＳＯ Ｋ：漢字指定コード　　　漢字データの転送シーケンス

漢字の印字方法は基本的には上図のとおりです。また、コントロール・コードにより倍角文字等

ができます。

１１３



ＥＳＣ Ｋ

ＥＳＣ Ｋ

〔名　称〕 漢字モード 設定

〔コード 〕 ＜ＩＢ＞Ｈ＜４Ｂ＞Ｈまたは＜27＞10 ＜75＞10

（機　能） ＥＳＣ Ｋコード の入力により，漢字モード の設定を行ないます。

また以前に設定された横２倍拡大文字は解除されます。

＊漢字データはすべて「8.4漢字コード 表」で2バイト の16 進数，また10進数に変換して入力

してください。

転送順位は第1バイト ，第2バイト の順に行なってください。（第1バイト ＝上位バイト

第2バイト ＝下位バイト ）

＊他の印字モード設定コード（ＥＳＯ Ｒ、ＥＳＯ Ｏ、ＥＳＣ Ｅ、ＥＲＣ Ｈ、ＥＳＯ Ｐ）に

より解除されます。

＊半角文字を選択する場合には，第1バイト をOにして，第2バイトにデータを入力します。

＊半角文字でひらがな印字モード の設定（ＥＳＯ ＆）は無効です。

＊未定義コード を受信した場合はスペースをE口字します。

（例）　　 【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ Ｋａｎｊ ｉ　ｍｏｄｅ　ｓｅｔ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＳＨＡＲＰ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３４，＆Ｈ４１）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｈ”；

１６０　ＬＰＲ工ＮＴ”プ リンタ

１７０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊　漢 字　 ｍｏｄｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（３）＝｛ ＆Ｈ３４，＆Ｈ４１，＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４８｝

１５０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１６０　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＳＨＡＲＰ”；

１７０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２，ａｉ ）

１８０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ，４，ａｉ ）

１９０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０，２，ａｉ ）

２００　　　１ｐｒｉｎｔ　”プ リンタ

２１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２２０　ｅｎｄ

【ED字】

ＳＨＡＲＰ漢 字 プ リンタ

１１４



ＥＳＣ Ｋ 十ＮＵＬ十ｎ

ＥＳＣ Ｋ 十ＮＵＬ 十ｎ

（名　称） 半角文字指定

（コード） ＜ＩＢ＞Ｈ＜４Ｂ＞Ｈ＜００＞Ｈ＜ｎ＞Ｈ

または＜27＞10＜75＞10＜00＞10＜ｎ＞10

（機　能） 漢字コードとして第1バイトを00にし、第2バイトｎを下記コードにすれば、半角文字が

EO字されます。

半角文字コード表

辞認�16進 �０ �１ �２ �３ �４ �５ �６ �７ �８ �９ �Ａ �Ｂ �Ｃ �Ｄ �Ｅ �Ｆ

16進 �２進 �0000�0001�0010�0011�0100�0101�0110�O仰 �1000�1001�1010�1011�1100�1101�仰0 �1仰

０ �0000�NUL ��ＳＰ �０ �＠ �Ｐ ��ｐ ���ＳＰ�- �夕
� ヽ
ヽ
へ

１ �0001
���｜

●
�
１ �Ａ �Ｑ �ａ �ｑ ����ア�チ �ム

２ �0010
���９
�２ �Ｂ �Ｒ �ｂ

�「 ���「 �イ �ツ
�'
メ

３ �0011 ���＃ �３ �Ｃ �Ｓ �Ｃ �Ｓ ���」 �ウ �テ �モ

４ �0100 ���＄ �４ �Ｄ �Ｔ�ｄ �ｔ ����工�卜 �ヤ

５ �0101 ���Ｘ�５ �Ｅ �Ｕ �ｅ �Ｕ ����オ�ナ �ユ

６ �0110 ���＆ �６ �Ｆ �Ｖ�ｆ �Ｖ ���ヲ �力 � －- �ヨ

７ �O仰 ����７�Ｇ �Ｗ �ｇ �Ｗ ���ア �キ �ヌ �
－
フ

８ �1000 ���（�８ �Ｈ �Ｘ�ｈ �Ｘ
��
�イ �ク �ネ �リ

９ �1001 ���）�９ �Ｉ �Ｙ �・１ �ｙ ���ウ �ケ �ノ �ル

Ａ �1010 ���ホ
� ●

●

�Ｊ �
Ｚ

� ■

Ｊ

�Ｚ ���工 �コ �八 �レ

Ｂ �1011 ���＋ � ●
夕
�
Ｋ �［ �ｋ �｛

��
�オ �サ �ヒ �口

Ｃ �1100 ����＜�Ｌ �￥ �１ �｜ ���ヤ �シ �フ �ワ

Ｄ �1101 ���-
� 一

一

�Ｍ�］ �
ｍ �｝ ��

�ユ �ス �
へ �ン

Ｅ �仰0 ����〉�Ｎ
� 八

�ｎ
�-

���ヨ �セ �ホ

Ｆ �1川 ���／
� ？

●

�
０ �- �０ �皿 ���ツ �ソ �マ

＊コード は16進数で表現されます

たとえば、“Ｅ”のコード は0040 ＋5＝0045となります。
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ＥＳＣ Ｋ 十ＮＵＬ 十ｎ

( 例) 【プ ログラ ム】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１ ０ ０　 ゛ Ｈａｎｋａｋｕ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｋ”；

１２０　ＦＯＲ　工＝＆Ｈ４１　ＴＯ　＆Ｈ５Ａ

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ２３ ，工）；　 Ｚ゙ｅｎｋａｋｕ

１４０　ＮＥＸＴ　工

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；”Ｈ”

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；”Ｋ”；

170
180
190
200
210

ＦＯＲ　工＝＆Ｈ４１　ＴＯ　＆Ｈ５Ａ

ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ０，工）；

ＮＥＸＴ　工

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＩＢ ）；”Ｈ”

ＥＮＤ

Ｈ゙ ａｎｋａｋ ｕ

（x 68000 用 ）

１００ ／＊　 半 角 文 字

１１０　　 １ｎｔ　 ａｉ ，ｉ

１２０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｉ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，
ヽ
＆Ｈ ４Ｂ ｝

１３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋ ｃ（ １ ）＝｛ ０ ，＆Ｈ ４１ ｝

１４０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋ ｏ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ４８ ｝

150

160170

180
190
200
210
220

230240

250
260
270
280
290
300
310

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝＆Ｈ ４１　ｔ ｏ　 ＆Ｈ５Ａ

ｋ ｃ（ Ｏ ）＝＆Ｈ ２３

ｋ ｃ（ １ ）＝ｉ

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘ ｔ

ｌｐｒｉ ｎｔ

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝＆Ｈ ４１　ｔ ｏ　 ＆Ｈ ５Ａ

ｋｃ（ Ｏ ）＝０

ｋｃ（ １ ）＝ｉ

ｆ ｗｒ ｉ ｔｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘｔ

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ

ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎｄ

【E口字】

ＡＢＣＤＥＦＧＨI ＪＫＬＭＮＯＰＱＲＳT ＵＶＷＸＹＺABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ

１１６



（２） 漢字モードの解除

ＥＳＣ Ｈ

ＥＳＣ Ｈ

〔名　 称〕 漢字モード の解除

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜48＞Ｈまたは＜27＞10 ＜72＞10

〔機　能〕 ＥＳＣ Ｈコード の入力により，漢字モード を解除します。

＊漢字モード をこのコード で解除すると漢字モード に設定する前のパイカ文字または工

リ ート 文字または縮小文字になります。

＊ＳＯ、ＥＳＣ Ｕコードで指定された横2倍拡大文字は解除されます。

〔例〕　　 【プログラム】

（×1／ｘltｕrbo用）

１ ０ ０　’ Ｋａｎｊ ｉ　ｍｏｄｅ　:ｒｅｓｅｔ

１１０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ¨；

１２０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３４，＆Ｈ４１）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｈ”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ” ｍｏｄｅ”

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００ ／＊　漢 字 ｍｏｄｅ 解 除

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｋｉ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（３）＝｛& Ｈ３４，＆Ｈ４１，＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｋｏ（１ ）＝｛ ＆ＨＩＢ．＆Ｈ４８｝

１５０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

160
170
180
190

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋ ｃ ，４ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ　 ” ｍｏ ｄｅ ”

２００　　ｆｃｌｏｓｅ( ａｉ)

２１０　ｅｎｄ

【印 字】

漢 字 ｍｏｄｅ

１１７



ＥＳＣ Ｐ

ＥＳＣ Ｐ

〔名　 称〕 漢 字モード の解除

（コード ） ＜IB ＞ Ｈ＜50 ＞ Ｈまたは＜27 ＞10 ＜80 ＞10

（機　 能） ＊漢字モ ード を解除しま す。

＊ＥＳＯ Ｈと同 様の機能です。

（例）　　 【プ ログラム 】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　 ゛ Ｋａｎｊ ｉ　ｍｏｄｅ　ｒｅｓｅｔ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｋ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３４ ，＆Ｈ４１ ）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３Ｂ ，＆Ｈ７Ａ ）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& ＨＩＢ ）；”Ｐ”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ” ｍｏｄｅ”

１６０　ＥＮＤ

（x68000 用 ）

１ ００ ／＊　 漢 字 ｍｏｄ ｅ 解 除

１１ ０　　 １ｎｔ　ａｉ

１２ ０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｉ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ４Ｂ ｝

１ ３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋ ｃ（ ３ ）＝｛ ＆Ｈ ３４ ，＆Ｈ ４１ ，＆Ｈ ３Ｂ ，＆Ｈ ７Ａ ｝

１ ４０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋ ｏ（ １ ）＝｛ ＆ＨＩ Ｂ ，＆Ｈ ５ ０ ｝

１ ５０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

160
170
180
190

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋｃ ，４ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒ ｉ ｎｔ　 ９９　ｍｏｄ ｅ ”

２ ００　　ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

２ １０　ｅｎｄ

【印 字 】

漢 字 ｍｏｄ ｅ

１１８



（３） ドット スペース

ＥＳＣ 十ｎ

Ｅ：Ｓ Ｃ ＋ｎ

( 名　称)

１一
‥一

朗

〔 例 〕

ド ット スペース

＜ＩＢ＞Ｈ＜ｎ＞または＜27＞10 ＜ｎ＞

∩ド ット のスペースをあけます。（O≦ｎ≦6）

＊1ドット は1/180 インチに対応します。

＊文字単位で有効となり，全ての文字間に挿入されることはありません。

＊右マージンを超えたデータは無視されます。

【プログラム】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　゛ ド ット　Ｓｐａｃｅ

１１`Ｏ　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ）；”Ｋ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３４，&Ｈ４１）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ）

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３４，＆Ｈ４１）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ，６ ）；

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ）；

１７０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& Ｈ１Ｂ）；”Ｈ”

１８０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊　漢 字　ｄｏｔｓ ｓｐａｃｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ１（１）＝｛ ＆Ｈ３４，＆Ｈ４１｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｋｃ２（１）＝｛ ＆Ｈ３Ｂ，＆Ｈ７Ａ｝

１５０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４８｝

１６０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，６｝

１７０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１８０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２，ａｉ ）

１９０　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ１，２，ａｉ ）

２００　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ２，２，ａｉ ）

２１０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ

２２０　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ１，２，ａｉ ）

２３０　　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，２，ａｉ ）

２４０　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ２，２，ａｉ ）

２５０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０，２，ａｉ ）

２６０　　　　　１ｐｒｉｎｔ

２７０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

漢 字

漢 字

１１９



FＳ Ｓ十nl＋ｎ２

（４） 漢字左 右スペ ース

ＦＳ Ｓ十nl 十ｎ２

〔名　 称〕 漢字左右スペース

（コード ） ＜IC ＞Ｈ＜53＞Ｈ＜∩1＞＜n2 ＞または＜28＞10＜83＞10 ＜∩1＞＜n2 ＞

〔機　 能〕 このコード の入力によりnl 、n2 で指定されるスペースを漢字の左右にとります。nlは文

字の左側のスペース量で、n2 は文字の右側のスペース量です。 nl、∩2の値は1/180 イン

チ単位で指定します。この設定をすることにより自分の見易いスペースをとることが可

能です。

一
　
　
　
　

一
　
一

１

１

－

―

(24ドット)

漢字

へ

2ドット

左側スペース量
(nlドット)

右側スペース量

(n2ドット)

＊nl 、n2の値により、漢字左右のスペースガ決定さ れますが、これにより1 行中の漢字

桁数が決定されます。漢字桁数をＡとすると、次のようになります。

Ａ二IN
’24jl

だ?

卜n2
（|ＮＴは整数を表わします）

＊電源投入時は、nl ＝1、n2 ＝3です。（51 文字/行で設定されています。）

＊横2倍拡大文字モード の場合は2倍のスペースをとります。

＊縦書き時は左側スペース量が上側スペース奎に、右側スペース量が下側スペース量と

なります。

＊ＥＳＣ ｃｌの入力、またはふたたび設定されるまで有効となり ます。

１２０



(例) 右側のスペ ース量（n2 ）を1ド ット ずつ 増やし ながらED 字 し ます。

【プログ ラム】

（ｘI／×ltｕrbo用 ）

１００　゛ ＦＳ十Ｓ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ”；

１２０　ＦＯＲ 工＝Ｏ　Ｔ０　１０

１３０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｃ ）；”Ｓ¨；ＣＨＲ$ （ ０，工）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３０，＆Ｈ２１十工）；

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｐ”

１７０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００ ／＊　 漢 字 左 右　 ｓｐａｃｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（ １）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　ｄヽｉ ｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（ １）＝｛ ＆Ｈ３０ ，＆Ｈ２１｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（ １）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５０｝

１５０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｓ（ ３）＝｛& ＨＩＣ

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

【 ＥＤ字 】

●●●　～--∽ 之　Xa ～ ゝ～ ／　１∽゛゙ 之～ ／
ａｉ ＝ｆ ｏｐ ｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｏｒ　ｉ ＝Ｏ　ｔ ｏ　 １０

ｋ ｓ（ ３ ）＝ｉ

ｆ ｗｒｉｔ ｅ（ ｋ ｓ ，４ ，ａｉ ）

ｋ ｃ（ １ ）＝ｉ 十＆Ｈ２ １

ｆ ｗｒｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘｔ

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ｋ ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ

ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎｄ

亜唖娃阿哀愛挨姶逢葵茜

＆Ｈ ５３ ，０ ，０ ｝

１ ２ １

Ｆ Ｓ Ｓ ＋ｎｌ ＋ｎ２



Ｆ Ｓ Ｔ ＋ｎｌ＋ｎ２

ＦＳ Ｔ十nl 十ｎ２

(名　 称)

〔コ ード 〕(

機　 能)

( 例)

半角左右スペース

＜IC ＞Ｈ＜54＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞または＜28＞10 ＜84＞10＜n1 ＞＜n2 ＞

このコード の入力により、nl 、n2で指定されるスペースを半角の左右にとります。

＊nl は文字の左側のスペース量で、n2 は文字の右側のスペース量です。∩1、n2の値は1/　180

インチ単位で指定し ます。

12ドット　12ドット

、 Ｈ ， い 、

左側スペース量

(n1ドット)

口

い

」
】

－

－

1

1

1

―

―

－

―

Ｉ

Ｉ

ｉ

Γ
レ
レ
」

＊1行の最大ED 字数をＡとすると、次のようになります。

A ＝ＩＮ Ｔ･
1440

12 十nl 十ｎ2
(ＩＮＴは整数を表わします)

右側スペース量

(∩2ド ット)

＊電源投入時は、nl ＝O、n2 ＝2です。（102 文字/行で設定されています。）

＊ＥＳＣ Ｃｌの入力、またはふたたび設定されるまで有効となります。

＊半角文字のみ有効です。

【プログラム】

（ｘI／×ltｕrbo用）

１００　゛ＦＳ十Ｔ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆ＨＩＢ）；”Ｋ”；

１２０　ＦＯＲ 工＝Ｏ　Ｔ０　１０

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｃ）；”Ｔ”；ＣＨＲ$（０，１）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ０，＆Ｈ４１＋工）；

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｐ”

１７０　ＥＮＤ

１２２



（x68000 用 ）

１００ ／＊　 半 角 左 右　 ｓｐａｃｅ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１）＝｛& Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ４Ｂ｝

130
140
150
160
170
180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

【Ｅ口字 】

ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（ １）＝｛ ＆Ｈ０ ，＆Ｈ４１｝

ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｋｏ（ １）＝｛ ＆ＨＩＢ ，＆Ｈ４８｝

ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｓ（３ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｃ，＆Ｈ５４ ，０，０｝

ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆｏｒ　ｉ＝Ｏ　ｔｏ　１０

ｋｓ（３ ）＝ｉ

ｆｗ:ｒｉｔｅ（ｋｓ ，４，ａｉ ）

ｋｃ（１ ）＝ｉ＋＆Ｈ４１

ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘｔ

ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０ ，２，ａｉ ）

１ｐｒｉｎｔ

ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

ｅｎｄ

ＡＢＣＤＥＦ ＧＨ Ｉ Ｊ Ｋ

１２３

Ｆ Ｓ Ｔ ＋ｎｌ 十ｎ２



ＦＳ Ｊ

（５） 縦書き、横書き指定

ＦＳ Ｊ

（名　称） 縦書き指定

〔コード 〕 ＜１０＞Ｈ＜４Ａ＞Ｈまたは＜28＞10 ＜74＞10

〔機　能〕 このコード の入力により，以後の漢字（全角文字）は縦書きでE口字されます。

＊この指定は1行中のどの位置でも有効であり，横書き文字との混在も可能です。（縦書き

指定時の横２倍拡大は文字の縦方向に２倍のサイズとなります。）

＊ＦＳ Ｋコード の入力によりこのモード は解除されます。

＊半角文字は横書きでED字されます。

＊横２倍拡大文字が設定されている場合は，文字を90 °回転してから 横方向に2 倍拡大し

てED字します。

〔例〕　　 【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ タテ ガ キ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３０，＆Ｈ２１）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆ＨＩＣ）；”Ｊ”；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３０，＆Ｈ２１ ）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｐ”

１６０　ＥＮＤ

（×68000用）

１００ ／＊　漢 字 縦 書 き

１１０　　１ｎｔ　ａｉ　　　　　　　　　　　　　　，

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（１）＝｛& Ｈ３０，＆Ｈ２１｝

１４０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（１ ）＝｛ ＆ＨＩＢ，＆Ｈ４８｝

１５０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｔ（１ ）＝｛ ＆ＨＩＣ，＆Ｈ４Ａ｝

１６０　　　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１７０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２，ａｉ ）

１８０　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ，２，ａｉ ）

１９０　　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｔ ，２，ａｉ ）

２００　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｃ，２，ａｉ ）

２１０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０，２，ａｉ ）

２２０　　　　　１ｐｒｉｎｔ

２３０　　　ｆ･ｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２４０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

亜 湘

１２４



ＦＳ Ｊ

縦書きでED字されるのは全角文字( １文字24 ×24ドット 構成の文字：漢字など) だけで半

角文字(1 文字12 ×24ドット 構成の文字)は横書きとなります。また全角文字は字体を90°回

転させて印字されていますが、90°回転させると不適当である記号については横書きのまま

でED字されます。次の記号は横書きのままED 字さ れます。

ＪＩＳコード � 横 � 縦 �ＪＩＳコード � 横 � 縦

２１２６
２１２７
２１２８

２１５Ｄ

２１６２
２１６３

２１６４
２１６５

２１６６
２２２Ａ

２２２Ｂ
２２２Ｃ

２２２Ｄ
２８２１

２８２２

２８２３

２８２４
２８２５

２８２６
２８２７

２８２８
２８２９
２８２Ａ

２８２Ｂ

２８２Ｃ

２８２Ｄ

２８２Ｅ
２８２Ｆ

２８３０
２８３１

２８３２
２８３３

２８３４
２８３５

２８３６ �

口

ぽ]
圧]

曰[

妾][K]

図[

≦j[
≧]HH[t][l]

日[L][

日

日

曰[
日
田
田

田
田

田

日

Ⅲ[i
∃Ei]

凹[!ﾖ[H

田Ef]

田

田 �

匠]

ぽ]

ぽ]
曰

活
Ｋ

図L

≦]
固HHot][l]

日
田

田

口
口[

日
田

日
田

日
田

日

Ⅲ[i

∃Ei]

田

巴[H

田H]

田

田 �

２８３７
２８３８

２８３９
２８３Ａ

２８３Ｂ

２８３Ｃ
２８３Ｄ

２８３Ｅ
２８３Ｆ

２８４０ �[Iﾖ

田

圧]
巴

田[
日

田
田

田

田 �[

日

田
田

円
田

田
田

田
田

田

１２ ５



Ｆ Ｓ Ｊ

また、90 °回転したときの位置が不適当である文字、記号については縦書き用の文字パタ

ーンを内蔵しています。内蔵している文字バターンは次のとおり です。

ＪＩＳコード � 横 � 縦 �ＪＩＳコード � 横 � 縦

２１２２

２１２３
２１３１

２１３２
２１３Ｃ

２１３Ｄ
２１３Ｅ

２１４１
２１４２

２１４３
２１４４

２１４５
２１４Ａ

２１４Ｂ

２１４Ｃ
２１４Ｄ

２１４Ｅ
２１４Ｆ

２１５ｅ
２１５１

２１５２

２１５３
２１５４

２１５５
２１５６

２１５７
２１５８

２１５９
２１５Ａ
２１５Ｂ

２１６１

２４２１
２４２３
２４２５

２４２７
２４２９
２４４３

２４６３
２４６５

２４６７

２４６Ｅ �

口

に]
口
口

日

日
日
日

圖
Ⅲ

回
口

団[

Σ]
口]D]

口[][[]

浬
Ｅ

図
Ｅ

濁l]

両
田

団
Ｅ[

【Ｉ
Ｅ

目[

瓦][
召
囚[

夏|
囲

ら]
岨[

回[jﾐ1

石 �

口
ｎ

口

口

日
日

日
曰

圓[[]

吊
口

江E[{][

〕:]
口[][L]

口]
Ｌ

江[

Σ]

濁
Σ
四[j]

口]

圧]
口【][
Ｅ

匡]
汚[
三]

図
邑

原[?]

割
照[

弓
原 �

２５２１
２５２３

２５２５
２５２７

２５２９

２５４３
２５６３

２５６５

２５６７
２５６Ｅ
２５７５

２５７６ �

図
図[

ぶ]
国i]

団

囲
国[

涵
回

圀
況 �[

巴
同

胞
囲
凹

回[

列[ﾘ]

思
召

胞
圈

１２６



F Ｓ

㎜

( 名　 称)(

コ ー ド)

〔 機　 能 〕

(例)

Ｋ

横書き指定

＜ＩＣ＞Ｈ＜４Ｂ＞Ｈまたは＜28＞10＜75＞10

このコード の入力により、以後の漢字データは、横書きで印字されます。

＊電源投入時はこのモード になっ ています。

＊この指定は1行中のどの位置でも有効であり、縦書き文字との混在もできます。

【プログラム】

（XI ／Xltｕrbo用）

１００　゛ ヨコ　ガ キ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３０，＆Ｈ２１）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｃ）；¨Ｊ”；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& Ｈ３０，＆Ｈ２１）；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＣ）；”Ｋ” ；

160
170
180

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ３０，＆Ｈ２１ ）

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｐ”

ＥＮＤ

ｅ

Ｘ

（x68000 用 ）

１ ００ ／＊ 漢 字 縦 書 き ／ 横 書 き

１ １０　　 １ｎｔ　 ａｉ

１ ２０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｉ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＢ ，＆Ｈ ４Ｂ ｝

１ ３０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋ ｃ（ １ ）＝｛& Ｈ ３ ０ ，＆Ｈ ２１ ｝

１ ４０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｏ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ５ ０ ｝

１ ５０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｔ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＣ ，＆Ｈ ４Ａ ｝

160
170
180
190
200
210
220
230
240
250

ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｋｙ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｃ

ａｉ ＝ｆ ｏｐ ｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ”

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

Ｉ

Ｉ

ｆ ｗｒｉｔ ｅ（ ｋｔ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋｙ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗ:ｒｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｋ ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒ ｉ ｎｔ

２６ ０　　　 ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

２７０　ｅｎ ｄ

【印 字 】

亜 湘 亜

１２７

&Ｈ４Ｂ｝

ＦＳ Ｋ



ＦＳ ｐ

（6 ） 漢字横２倍拡大文字

( 名　 称)

〔 コ ー ド 〕

〔 機　 能 〕

(例)

漢字横２倍拡大文字の設定

＜IC ＞Ｈ＜70＞Ｈまたは＜28 ＞10＜112 ＞10

本コード の入力により，以後の漢字（全角，半角）は横２倍に拡大さ れて印字されます。

＊本コードは，ＦＳ Ｄコード の入力により解除されます。

【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ ＦＳ十ｐ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｃ）；”ｐ”；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＡＢＣＤＥＦ” ；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；¨Ｋ”；

１４０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　６

１５０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ３０，＆Ｈ２１＋工）；

１６０　ＮＥＸＴ　工

１７０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　６

１８０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ０，＆Ｈ４０＋工）；

１９０　ＮＥＸＴ　工

２００　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆ＨＩＢ）；”Ｐ”

２１０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）
１００ ／＊　全 角 ・ 半 角 拡 大

１１０　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（１）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５０｝

１４０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｃ（１）＝｛ ＆Ｈ３０，＆Ｈ２１｝

１５０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｈ（１）＝｛ ＆Ｈ０，＆Ｈ４０｝

１６０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｔｔｉ（１）＝｛& Ｈ１Ｃ，＆Ｈ７０｝

１７０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１８０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｔｔｉ ，２，ａ１）

１９０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＡＢＣＤＥＦ” ；

２００　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２，ａｉ ）

２１０　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

220　　　　　　kc （１）＝ｉ＋＆H21

230　　　　　　f ｗｒｉｔｅ（ｋｃ，２，ａｉ ）

２４０　　　　　ｎｅｘｔ

２５０　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　6

260　　　　　　kh （１）＝ｉ十＆H40

270　　　　　　f ｗｒｉｔｅ（ｋｈ，２，ａｉ ）

２８０　　　　　ｎｅｘｔ

２９０　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０，２，ａｉ ）

３００　　１ｐｒｉｎｔ

３１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

３２０　ｅｎｄ

【印字】

ＡＢＣＤＥＦＩＩＩ匝 ｔ々li 可｀ぷ腿:嘔茫1ﾐ 矣 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

１２８



ＦＳ ｑ

ＦＳ ｑ

( 名　称) 漢字横２倍拡大文字の解除

(コード) ＜10 ＞Ｈ＜71＞Ｈまたは＜28＞10 ＜113 ＞10

( 機　能) 本コード の入力により、Ｆｓ ｒ)で設定された漢字横２倍拡大文字を解除します。

〔 例 〕 【プロ グラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　 ’ ＦＳ十ｑ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｋ”

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｃ）；”ｐ”

●

／

●
～

130
140
150
160
170
180
190
200
210

ＦＯＲ 工＝１　Ｔ０　５

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ３０，＆Ｈ２１十工）；

ＮＥＸＴ　工

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｃ）；¨ｑ ”

ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

ｅ

ｆ

ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ３０，＆Ｈ２１十工）；

ＮＥＸＴ　工

ＬＰＲＩＮＴ

ＥＮＤ

（x68000 用）

１００ ／＊ 拡 大 解 除

１１０　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ ｋｉ（ １ ）＝ぐ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ４Ｂ ｝

１３０　　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈａｒ　 ｋ ｏ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ４８ ｝

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

280

290

300

310

320

【ED 字 】

ｄｉ ｍ　 ｃｈａｒ　 ｋ ｃ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ３０ ，＆Ｈ ２１ ｝

ｄｉ ｍ　 ｃｈ ａｒ　 ｔｔｉ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ ＩＣ ，＆Ｈ ７０ ｝

ｄｉ ｍ　 ｃｈ ａｒ　 ｔｔ ｏ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｃ ，＆Ｈ ７１ ｝

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅ ｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｔｔｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１　ｔ ｏ　 ５

ｋｃ（ １ ）＝ｉ ＋＆Ｈ ２１

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎ ｅｘｔ

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｔｔ ０ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１　ｔ ｏ　 ５

ｋ ｃ（ １ ）＝ｉ ＋＆Ｈ ２１

ｆ ｗｒｉ ｔ ｅ（ ｋ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘ ｔ

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋ ０ ，２ ，ａｉ ）

１ｐｒｉ ｎｔ

ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎ ｄ

! 亜 女圭 β可 ぷ腿 ■茫 唖娃阿哀愛

１２９



ＥＳＣ ＊ 十nl 十ｎ２＋ｄｌ＋ｄ２十… 十d３２

（７） 外字定義処理

ＥＳＣ　＊十nl 十ｎ２十dl 十d2 十…十ｄ３２

( 名　称) 外字定義(16 ×16ドット)

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜2A ＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜d32 ＞

または＜27＞10 ＜42＞10 ＜nl ＞＜∩2＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜d32 ＞

( 機　能) 縦16ドット ×横16ドット(32 バイト) で構成される文字を24 ×24ドット(72 バイト) 構成に

変換して外字の定義を行ないます。

＊nl 、n2 は外字アドレスを示し、dl、d2、…d32 は外字データを示します。

＊外字アドレスは次の100 文字分です。

nl ＝＜76＞Ｈ　　　　ｎ２＝＜21＞Ｈ～＜ｱＥ＞Ｈ(94 文字)

nl ＝＜77＞Ｈ　　　　 ｎ２＝＜21＞Ｈ～＜26＞Ｈ(6 文字)O ≦ｄ≦255

＊外字の印字は漢字ED字の場合と同様に行ないます。

＊外字がまだ定義されていない場合は スペースガED字されます。

＊一度定義された外字は同じアドレスに再定義されるが、ＥＳＣ ｃｌ入力または電源を切

るまで有効です。

＊外字データの32 バイト は下記のように24×24ドット ・マトリックスに変換されます。

１３０



（
縦

方

向

の

変

換

）

32 ﾊﾟｲﾄ

一一一一- 一一一-- 一一------ 一一-(

横 方 向 の 変 換)

dl �d2�d3 �d4 ��d29�d30�d31�d32

Si　　　j
二

ゝ　　　ﾉ ゝ　　　１＝　　　　ミ　ノ

－こ こ こ　　　　　　　　　 こ こ ＝ごヽ

１�２�３�４�５�６�７�８�９�10�目�12�13�14�15�16�17�18�19�20�21�22�23�24�万

万

万

万

万

万

万

万

２

３

４ �
������������-

５

６

７

８

９

10

目

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

131

ＥＳＣ ＊ ＋ｎｌ＋ｎ２＋ｄｌ十d2 ＋… ＋d３２

ｄ２∩-Ｉ

ＭＳＢ　ＬＳＢ

(1 ≦ｎ≦16)

ｄ２ｎ

ＭＳＢ　ＬＳＢ

縦方向および、横方向の2、5、8、11、14、17、20、23はデータの和となります。



E ＳＣ ＊ ＋nl ＋ｎ２＋dl ＋d2 十… 十d３２

〔 例 〕 下のパタ ーンを外字フフドレス＜7621 ＞Ｈに定義しE口字します。

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10111213141516
１

２

３

４

○○○○○○○○○○○○ ○○○○
○○○○○○○０００００００００
００００ ●●●●●●●● ●●○○

○○○○●●●●●● ●● ●●○○
５００００００００００００００００

６００００●●●●●●●●●●○○
７００００●●●●●●●●●●○○
８０００●○○○○●●○○○○●○
９００●○○●●○●●○●●○○●
1000 ●○○●●○●●○●●○○●
１１０００●○○○○●●○○○○●○
１２０００●○●○○○○○○●○●○
１３００００●○●●●●●●○●○○
１４０００００●○○○○○○●○○○
１５００００００●●●●●●○○○○
１６００００００００００００００００

Ｅ口字するドット を１、印字しないド ット を Ｏとすることにより、下表のような数値デー

タに変換します。

１　２ ３ ４ ５　６　７　８　９１０１リ2 13 14 15 16
０

０�

０

０�

０

０�

０

１�

３

６�

３

６�

３

６�

３

６�

３

７�

３

７�

３

６�

３

６�

３

６�

３

６�

０

１�

０

０

０

０�

０

０�

Ｃ

Ｏ�

３

０�

０

８�

Ｄ

４�

Ｏ

Ａ�

０

Ａ�

Ｅ

Ａ�

Ｅ

Ａ�

０

Ａ�

Ｏ

Ａ�

Ｄ

４�

０

８�

３

０�

Ｃ

Ｏ

【プ ログラ ム】

（Xl ／×ltｕrbo用）

１００　 ゛ ＥＳＣ十＊

１１０　　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＩＢ ）；”＊”；ＣＨＲ$ （ ＆Ｈ７６，＆Ｈ２１）；

１２０　ＦＯＲ　Ｉ＝１　Ｔ０　３２

１３０　ＲＥＡＤ　Ａ＄

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＶＡＬ（ ”＆Ｈ”＋Ａ$ ））；

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｋ”；

１７０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　５

１８０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ７６ ，＆Ｈ２１ ）；

１９０　ＮＥＸＴ　工

２００　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （& ＨＩＢ ）；”Ｈ”

２１０　ＤＡＴＡ　００，００，００ ，００，００，Ｃ０ ，０１，３０

２２０　ＤＡＴＡ　３６，０８ ，ヽ３６ ，Ｄ４，３６ ，ＣＡ ，３６，０Ａ

２３０　ＤＡＴＡ　３７ ，ＥＡ ，３７ ，ＥＡ ，36 ．0A ，３６。ＣＡ

２４０　ＤＡＴＡ　３６ ，Ｄ４，３６ ，０８ ，０１，３０，００ ，ＣＯ

１３２



ＥＳＣ ＊ 十nl 十ｎ２十dl 十d2 十… ＋d３２

（×68000 用）

１００ ／＊ 外 字 定 義 （１６＊１６ ）

１１０　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（ １）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（ １）＝｛& ＨＩＢ ，＆Ｈ４８｝

１４０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇａ（ １）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ２Ａ｝

１５０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇｃ（ １）＝｛ ＆Ｈ７６ ，＆Ｈ２１｝

１６０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇｄ（ ３１）＝｛ ０，０ ，０，０ ，０，&ＨＣ０，１，＆Ｈ３０，＆Ｈ３６ ，

＆Ｈ８，＆Ｈ３６ ，＆ＨＤ４ ，＆Ｈ３６ ，＆ＨＣＡ ，＆Ｈ３６ ，＆ＨＡ ，＆Ｈ３７ ，＆ＨＥＡ ，＆Ｈ３７，＆ＨＥＡ ，

＆Ｈ３６ ，＆ＨＡ ，＆Ｈ３６ ，＆ＨＣＡ ，＆Ｈ３６ ，＆ＨＤ４，＆Ｈ３６，＆Ｈ８ ，１，&Ｈ３０，０，&ＨＣＯ｝

１７０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

180
190
200
210
220
230
240
250
260
270
280

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｇ ａ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｇ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｇ ｄ ，３２ ，ａｉ ）

ｆ ｏｒ　 ｉ ＝１　ｔ ｏ　 ５

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｋｉ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｇ ｃ ，２ ，ａｉ ）

ｆ ｗｒ ｉ ｔｅ（ ｋ ０ ，２ ，ａｉ ）

ｎｅｘｔ

ｌ ｐｒ ｉｎｔ

ｆ ｃｌ ｏｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎｄ

｀W

【ED字】

唇悉曇悉悉

１３３



外字の字体は24×24ドット パターンで構成され

ます。

印字する場所を1、印字しない場所をOとして数

値データに変換します。

ヘッド上側をＭＳＢ(最上位ビット) とし下側を

ＬＳＢ(最下位ビット) とし図のようにd1、d2…d72

までデータとしてとります。

ＥＳＣ 十 十nl 十ｎ２十dl ＋d2 ＋… ＋d７２

ＥＳＣ 十　十nl 十ｎ２十dl 十d2 十…十ｄ７２

( 名　称) 外字定義(24 ×24ドット)

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜2B ＞Ｈ＜n1 ＞＜n2 ＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜d72 ＞

または＜27 ＞10＜43＞10 ＜nl ＞＜n2 ＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜d72 ＞

〔機　能〕 縦24ドット ×横24ドット(ｱ2 バイト) で構成される外字の定義を行ないます。

＊nl 、n2 は外字フフドレスを示し、dl 、d2･ ‥d72 は外字データを示します。

＊外字アドレスは次の100 文字分です。

nl ＝＜ｱ6＞Ｈ　　　　 ｎ２＝＜21＞Ｈ～ ＜7E ＞Ｈ(94 文字)

∩1＝＜ｱﾌ ＞Ｈ　　　　ｎ２＝＜21＞Ｈ～＜26＞Ｈ(6 文字)O ≦ｄ≦255

＊外字のED字は漢字ED字と同様に行ないます。

＊外字がまだ定義されていない場合は　 がE口字されます。

＊一度定義された外字は、同じアドレ スに再定義されるか、ＥＳＯ ｃｌ入力または電源を

切るまで有効です。

＊d1 、d2･ ‥d72 の転送順序とドット の対応は下図のとおりです。

ヘッ ド上

ＭＳＢ

ＬＳＢ

ＭＳＢ

一 一

ＬＳＢ

ＭＳＢ

Ｌ Ｓ Ｂ

一 一 一一 一 一 一一 一 一ﾍｯ

ﾄﾞ 下

:　　　　　　　24　　　　= ；

dl �d4 ��d70

d2 �d5 ��d71

d3 �d6 ��d72

１３４



(例)

ヘッド 上

ヘッド下

d1、d4 、…、d70

(ＭＳＢ)第1バイト(ＬＳＢ)

d2 、 d5 、 ゛ゝ d71

第２バイト

下のパターンを外字アドレ ス＜7621＞Ｈに、

ＥＳＣ ＋ ＋ｎｌ十ｎ２＋dl ＋d2 十… 十d７２

d3 、 d6、…、d72

第３バイト

定義しE 口字し ます。

○○○○○○○○○○●●●○○○●●●○○○○○

○●●●○○○○○○●●○○○○●●○○○○●○

○○●●●○○０００●●○○○○●●○○○●●●

○○○○○○○○○○●●○○○○●●○○○○○○

○○○○○○○○○０ ●●○○○○●●○○○○○○
○○○○○○●○●○○○○○○○○○○●●○○○

●●●○○０ ●○●●●●●●●●●●●●●●○○

○●●●○●●○●●○○○●●○○○○●●○○○
○○●●○●○○●●○○○●●○○○○●●○○○

○○○○○●○○●●○○○●●○○○○●●○○○
○○○○●●○○●●●●●●●●●●●●●○○○

○○○○●○○○●●○○○●●○○○○○○○○○
○○○●●○○○○○○○○●●○○○○●●○○○

○○○●●○○●●●●●●●●●●●●●●●○○
○０ ●●○○○○○○○○０ ●●○○○○○００００
００ ●●○○○○○○０００ ●●○○○○○○●●○

○○●●○○○○○○○○●●○●●○○○○○○○
○○●●○○○○○○○●●●○○●●○○○○○○

●●●●○○○０００ ●●●○○○○●●●○○○○

○○●●０００００●●●○○○○○○●●●●○○
○
○
○
○
●
○
参
○
●
●
○
・
○
・
○
○
●
●
●
●
○
○
○
○

○○○○○○○●●
○○○○○○○○○

１３５

●●●
●●○



ＥＳＣ 十 十nl 十ｎ２＋dl ＋d2 ＋… 十d７２

印字するドットを1 、ED字しないドットをＯとして数値データに変換すると、下表のよ

うになります。

dl＝＜01＞Ｈ、d2 ＝＜00＞Ｈ、d3 ＝＜08＞Ｈ、d4 ＝＜41＞Ｈ、……d69＝＜C3 ＞Ｈ、

d70＝＜30＞Ｈ、d7 ＝＜00＞Ｈ、d72 ＝＜42＞Ｈとなります。

１ ２ ３ ４ ５ ６ Ｚ ８ ９

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

１
～
８

９
～
1
6
1
7～
2
4

０

１�

４

１�

６

１�

７

０�

３

０�

０

０�

１

３�

１

０�

１

３�

１

１�

Ｆ

Ｄ�

Ｆ

Ｄ�

９

１�

１

１�

１

１�

１

１�

Ｆ

Ｄ�

Ｆ

Ｄ�

９

１�

１

３�

１

３�

３

１�

７

０�

３

０

０

０�

８

０�

○

１�

Ｃ

ア�

Ｉ

Ｅ�

Ｆ

Ｏ�

８

０�

０

２�

Ｆ

Ａ�

Ｆ

Ａ�

１

２�

１

２�

１

２�

Ｆ

Ｆ�

Ｆ

Ｆ�

１

２�

１

２�

１

２�

１

２�

Ｆ

６�

Ｆ

６�

０

２�

０

０�

０

０

０

８�

０

８�

Ｆ

Ｆ�

Ｆ

Ｆ�

０

０�

４

１�

４

１�

４

３�

４

２�

４

６�

４

Ｃ�

５

０�

７

８�

Ｆ

Ｏ�

○

０�

６

０�

７

０�

５

８�

４

０�

４

Ｅ�

４

６�

○

７�

Ｃ

３�

４

２

( 例) 【プロ グラ ム】

（×1／×ltｕrbo用）

10.0　 ゛ ＥＳＣ十十　　 （２４力゛イジ ）

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”＋”；ＣＨＲ$（ ＆Ｈ７６ ，＆Ｈ２１ ）；

１２０　ＦＯＲ　工＝１　Ｔ０　７２

１３０　ＲＥＡＤ　Ａ＄

１４０　　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$ （ ＶＡＬ（ ”＆Ｈ”＋Ａ$ ））；

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”Ｋ”；

１７０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ７６ ，＆Ｈ２１）；

１８０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；”Ｈ”

１９０　ＤＡＴＡ　０１ ，００ ，０８，４１ ，８０ ，０８，６１ ，Ｃ１ ，ＦＦ

２００　ＤＡＴＡ　７０，Ｃ７ ，ＦＦ ，３０，１Ｅ ，００，００，Ｆ０ ，４１

２１０　ＤＡＴＡ　１３，８０，４１ ，１０ ，０２，４３ ，１３，ＦＡ ，４２

２２０　ＤＡＴＡ　１１，ＦＡ ，４６ ，ＦＤ ，１２，４Ｃ ，ＦＤ ，１２，５Ｃ

２３０　ＤＡＴＡ　９１ ，１２，７８ ，１１ ，ＦＦ ，Ｆ０ ，１１ ，ＦＦ ，ＣＯ

２４０　ＤＡＴＡ　１１ ，１２ ，６０，ＦＤ ，１２，７０，ＦＤ ，１２，５８

２５０　ＤＡＴＡ　９１ ，１２ ，４Ｃ，１３ ，Ｆ６ ，４Ｅ ，１３ ，F6 ．４６

２６０　ＤＡＴＡ　３１ ，０２ ，Ｃ７ ，７０，００ ，Ｃ３，３０，００ ，４２

１３６



ＥＳＣ 十 十ｎｌ十ｎ２十ｄｌ十ｄ２十… 十ｄ７２

（x68000 用）

１００ ／＊　 外 字 定 義 （２４＊２４）

１１０　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｉ（１ ）＝｛& Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４Ｂ｝

１３０　　　ｄ．ｉｍ　ｃｈａｒ　ｋｏ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４８｝

１４０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇａ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ２Ｂ｝

１５０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇｃ（１ ）＝｛ ＆Ｈ７６，＆Ｈ２１｝

１６０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇｄ１（３５ ）＝｛１ ，０．８ ，＆Ｈ４１ ，＆Ｈ８０ ，８，＆Ｈ６１，＆ＨＣ１，

＆ＨＦＦ ，＆Ｈ７０，＆ＨＣ７ ，&ＨＦＦ ，＆Ｈ３０，＆Ｈ１Ｅ ，０ ，０，&ＨＦ０，＆Ｈ４１，&Ｈ１３ ，

＆Ｈ８０，＆Ｈ４１ ，＆Ｈ１０ ，２，＆Ｈ４３，＆Ｈ１３ ，&ＨＦＡ ，＆Ｈ４２ ，＆Ｈ１１ ，＆ＨＦＡ ，＆Ｈ４６，

＆ＨＦＤ，&Ｈ１２，&Ｈ４Ｃ，＆ＨＦＤ ，＆Ｈ１２ ，＆Ｈ５Ｃ｝

１７０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｇｄ２（３５ ）＝｛ ＆Ｈ９１，＆Ｈ１２ ，＆Ｈ７８ ，＆Ｈ１１ ，＆ＨＦＦ ，

＆ＨＦ０，&Ｈ１１，＆ＨＦＦ ，＆ＨＣ０ ，＆Ｈ１１ ，＆Ｈ１２ ，＆Ｈ６０，＆ＨＦＤ ，＆Ｈ１２ ．＆Ｈ７０，

＆ＨＦＤ，＆Ｈ１２，＆Ｈ５８，＆Ｈ９１ ，＆Ｈ１２ ，&Ｈ４Ｃ ，＆Ｈ１３ ，＆ＨＦ６ ，＆Ｈ４Ｅ ，＆Ｈ１３ ，

＆ＨＦ６，＆Ｈ４６，＆Ｈ３１，２ ，＆ＨＣ７ ，＆Ｈ７０，０，＆ＨＣ３ ，＆Ｈ３０ ，０，＆Ｈ４２｝

１８０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１９０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｇａ ，２，ａｉ ）

２００　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｇｃ ，２，ａｉ ）

２１０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｇｄ１ ，３６ ，ａｉ ）

２２０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｇｄ２ ，３６ ，ａｉ ）

２３０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋｉ ，２，ａｉ ）

２４０　　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｇｃ ，２ ，ａｉ ）

２５０　　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｋ０ ，２，ａｉ ）

２６０　　　１ｐｒｉｎｔ

２７０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２８０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

漢
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ＥＳＣ ％ ２十nl十ｎ２＋dl十d2十… 十d1

本機は３種のビット イメージモード を持っています。８ドット のビット イメージモード、16ドッ

ト のビット イメージモード 、24ドット のビット イメージモード です。

（1 ） ８ド ット ・ビット イメ ージモード

ＥＳＣ ％ ２十nl 十ｎ２十dl 十d2 十…十dk
(名　 称)

〔コード 〕

8ドット・ビットイメージ

＜IB ＞Ｈ＜25＞Ｈ＜32＞Ｈ＜∩1＞＜n2＞＜d1＞＜d2＞…＜dk＞または＜27＞10

＜37＞10＜50＞10＜∩1＞＜n2＞＜dl＞＜d2＞…＜dk＞

〔機　能〕 ＊n1 、n2 はビット イメージのデータ数を示すパラメータで、∩1×256 十n2( ＝Ｋ) ドット

列を表します。(データ数は４の倍数で指定します。)

＊dl 、d2 、……、dk は印字データです。

＊右マージンを超えたデータは無視されます。

＊パイカ文字(ＥＳＯＲ)が設定されているときのドット密度は6401ドット/8 インチです。

＊エリート 文字(ＥＳＯＥ)が設定されているときのドット 密度は960ドット/8 インチ で

す。

＊nl 、n2 で指定できるデータ数は最大640/960( パイカ/エリ ート) です。

たとえば450ｲ固のデータ数を指定する場合

450＝1×256 ＋194

したがって、n1 ＝1、n2 ＝194となります。

１３８



ＥＳＣ ％ ２ ＋ｎｌ＋ｎ２＋dl ＋d2 ＋… ＋d1

＊デ ータと印 字ヘッド の対応 （縦方向 の拡大方法） は次のとおり で す。

ＭＳＢ　　　　　　　　　　　　ＬＳＢ

最上位ヘッド

最下位ヘッド

１

１

↑

１

１

７ �６ �５ �４ �３�２ �１ �０

3、5、ｱ、12 、14、16 番ヘッド はデータの和をとります。
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EＳＣ ％ ２＋nl＋ｎ２＋dl＋d2 十… ＋d1

＊ＥＳＯ ％ ２十nl 十n2 の特殊処理について

1.15 ／120インチ又は16 ／120インチ改行(ＥＳＣ％９十∩でｎ＝＜OF ＞Ｈ又は＜10 ＞Ｈを指定) を

指定したときは改行幅が12／120 インチとなります。

2.バイカモード のときＥＳＣ％2 十nl 十n2でnl ＜02＞Ｈ、n2 ＝＜80＞Ｈを指定するとバッファ

フルED字を行ない改行します。

３．ＬＦコード ＜OA ＞Ｈ受信時、改行ピッチが1／120 インチ(ＥＳＯ％9 十ｎでｎ＝1を指定) 指 定

のときは、改行ピッチの1/120 インチを実行するＬＦコード ガ送られて来る前のＥＳＯ％２十nl

十n2 で送られたデータと、そのＬＦコード が送られて来た後のＥＳＯ％2 十n1 十n2 で送られた

データとを縦方向にバッファ内で和をとります。

データの和をとる方法は次のとおりです。

1 回 目 の デ ー タ

Ｍ ｂｌＭ ｂ３qｂ･|叩ll 切|　　 －

Ｉ 一 一 一 ● ●Ｌ １　　　
１又

2回目のデータ

�������心乙I皿　ゝ/1　　　　

1日

������つ　

ｆ�

�２�１
��������３

－　

４

�

Ｊ

Ｉ�����コ

ｆ�

��５
��������６

－
７

�

Ｊ

Ｉ����１

１�

���８

��������9－10

�
Ｊ

ｌ���ｔ

Ｊ�

����11

��������12－

13�
Ｊ

Ｉ��１

Ｊ�

�����14

��������15－

16�
ｆ

１�ｔ

ｆ
�

������１７

��������18－
19�f

’1

ｔ

ｆ�

�������20

��������21－

22�
１

１ｔ��������23
��������24－
�ｆ

最下位ヘッド

2、5、8、11、14、17 、20、23 番ヘッド はデータの和をとります。
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ＥＳＣ ％ ２＋ｎｌｆｎ２４-dlfd24.……十d,c

＊ パ イカ ・サイズ(10CPI) 文 字 が設定さ れている 場合 の横方向 の拡大方法 は、次のと お

り で す。

１�２�３�４�５�６�７�８�９�10�11�12�13�14�15�16�17�18
�

● ● ● ● ●● ● ● ●

＊入力されたデータを４バイト単位で９ドツト列に変換します。(2.25倍に拡大されま

す。)

＊3、5、7、12、14、……|まデータの和をとります。

＊エリート ・サイズ(12CPI) 文字が設定されている場合の横方向の拡大方法は、次のと

おりです。

皿 皿 皿 卜

- － 一 一

１�２�３�４�５�６�７�８�９�10�11�12�13�14�15

＊入力されたデータを２バイト 単位で３ド ツト 列に変換します。（1.5 倍に拡大さ れます。）

＊2、5、8、11、……（まデータの和をとります。

１４ １



ＥＳＣ ％ ２ 十nl 十ｎ２-,-d14-d2＋… ＋d1

( 例)

パイカおよびエリートモードで1＜00000001＞2から255＜11111111＞2までビットイメー

ジをED字させます。（＜＞2は2進数）

【プログラム】

（Xl／×ltｕrbo用）

１００　゛ＥＳＣ十啄＋2
110　LPR 工ＮＴＣＨＲ$（２７）；”Ｒ”；
１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（& Ｈ１Ｂ ）；”１２”；ＣＨＲ$ （ ０ ，２５５ ）

１３０　ＦＯＲ　工＝1　T0　255

140　LPR 工ＮＴＣＨＲ$ （ 工）；

１５０　ＮＥＸＴ　工

１６０　ＬＰＲ工ＮＴ

１７０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ２７ ）；”Ｅ ”；

Ｓ

ｆ

１８０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ）；”１２”；ＣＨＲ$（ ０，２５５ ）；

１９０　ＦＯＲ　工＝1　T0　255

200　LPR 工ＮＴＣＨＲ$ （ 工）；

２１０　ＮＥＸＴ　工

２２０　ＬＰＲ工ＮＴ

２３０　ＥＮＤ

（x68000 用）

１００　／＊　８ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ

１１０　　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｐｐ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ５２｝

１３０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｐｅ（１ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ４５｝

１４０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｃ（２ ）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ２５，＆Ｈ３２｝

１５０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｎ（１ ）＝｛& Ｈ０，＆ＨＦＦ ｝

１６０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１７０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ･（ｐｐ ，２，ａｉ ）

１８０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ ，３ ，ａｉ ）

１９０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｎ ，２ ，ａｉ ）

２００　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　255

210　　　　　　fp ｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

２２０　　　　ｎｅｘｔ

２３０　　　１ｐｒｉｎｔ

２４０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｐｅ ，２ ，ａｉ ）

２５０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ ，３，ａｉ ）

２６０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｎ ，２，ａｉ ）

２７０　　　　ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　255

280　　　　　　fp ｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

２９０　　　　ｎｅｘｔ

３００　　　１ｐｒｉｎｔ

３１０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

３２０　ｅｎｄ

【印字】

－ ４ － － － － 。ぷ － ４ ６_ 乱 。ＣＸ ｏＪぷ｡ご｡。｡－ バイカモード

。S四 １４．四 。,７・。。５．５１１。,ｉ．　　　　　　　　　　- エリートモード
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ＥＳＣ ％ ２ ＋ｎｌ＋ｎ２十dl ＋d2 十… ＋dg

＊次の条件のときED 字および一回改行が行なわれます。

①ＬＦコード の入力

②ＯＲ十ＬＦコード又はＬＦ十ＣＲコード の入力

③バツフアフル

④バツフアフル 十(ＬＦコード 入力)

⑤バツフアフル 十(ＣＲ十ＬＦコード入力)

⑥バツフアフル 十(ＬＦ十ＣＲコード入力)

＊バツフアフル時の改行幅設定は有効です。また、ＣＡＮコード は無効となります。
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Ｅ ＳＣ Ｉ＋ｎｌ＋ｎ２＋ｎ３十ｎ４＋ｄｌ 十ｄ２十… 十dk

（２）16 ド ット ・ピットイメージモード

EＳＣ Ｉ十nl 十ｎ２十ｎ３十ｎ４十dl 十d2 十…十dｋ

〔名　称〕16 ドット ・ビットイメージ

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜49＞Ｈ＜n1 ＞＜∩2＞＜n3 ＞＜∩4＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜dk ＞

または＜27＞10 ＜73＞10＜n1 ＞＜∩2＞＜n3 ＞＜n4 ＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜dk ＞

〔機　能〕 本コード の入力により、nl 、n2 、∩3、n4 によって定められたドット 列 数だけビット イ

メージED 字を行ないます。

＊16ドット(2 バイト) を縦方向に24ドット(3 バイト) に1.5倍拡大してED 字します。

＊nl ～∩4は＜30＞Ｈ～＜39＞Ｈ,の値で指定するビットイメージのドット 列数をあらわし

ます。たとえば450ドット列のデータの場合、n1 ＝＜30＞Ｈ、∩2＝＜34＞Ｈ、

n3 ＝＜35 ＞Ｈ、n4 ＝＜30 ＞Ｈ と指定します。

＊ドット列数は４の倍数で指定します。

＊横最大E口字可能ドット 数(ドット密度)はＥＳＯ％２と同じです。

＊2バイト で1ドット 列を表わします。

＊ED字データの転送順序とヘッド 対応は下記のとおりです。

ＭＳＢ

ＬＳＢ

ＭＳＢ

ＬＳ Ｂ

１

～

12

13
１

４
　
１

dl �d3 ��dk-3�dk-1

d2 �d4 ��dk-2�dk

１４４

67

6
0
　
　
6
7～
6
0



〔 例 〕

＊E口字ヘッドとデータの関係は下図に示します。

第一バイト

所 用 鋼 索

ＥＳ Ｃ Ｉ＋ｎｌ＋ｎ２十ｎ３＋ｎ４＋ｄｌ＋ｄ２＋ … ＋ｄ，

第ニバイト

四 抱四 白回

2、5、8、11、14 、17、20 、23番ヘッド はデータの和をとります。パイカおよびエリート

モード で1＜00000001 ＞2から255 ＜11111111 ＞2までビット イメージを印字させます。

(2 バイト で1ドット列です。)

【プログ ラム】

（ｘl／ｘltｕrbo用）

１００　 ゛ １６　ｄｏｔｓ　Ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ

１１０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；”10255 ’１；

１２０　ＦＯＲ　Ｉ＝Ｉ　Ｔ０　２５５

１３０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲＳ（Ｉ ，Ｉ ）；

１４０　ＮＥＸＴ　1

150　 ＬＰＲＩＮＴ

１６０　ＥＮＤ

１４５



Ｅ ＳＣ Ｉ＋ｎｌ 十ｎ２十ｎ３十ｎ４十ｄｌ＋ｄ２十… 十d1

（X68000 用）

100110

120
130
140
150
160
170
180
190
200
210

／＊　１６＿ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ

ｉｎｔ　ａｉ ，ｉ

ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｃ（５ ）＝｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ４９，＆Ｈ３０ ，＆Ｈ３２ ，＆Ｈ３５，＆Ｈ３５｝

ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ ，６ ，ａｉ ）

ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔｏ　２５５

ｆｐｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

ｆｐｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

ｎｅχｔ

ｌｐｒｉｎｔ

ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

ｅｎｄ

【E 口字 】
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（３）24 ドット ・ピットイメージモード

E ＳＣ Ｊ＋nl ＋ｎ２＋dl ＋d2 ＋… ＋d1

ＥＳＣ Ｊ十nl 十ｎ２十dl 十d2 十…十dk

(名　称)24 ドット・ビットイメージ

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜4A ＞Ｈ＜nl＞＜n2＞＜dl＞＜d2＞･‥＜dk＞または

＜27＞10＜74＞10＜nl＞＜n2＞＜dl ＞＜d2 ＞…＜dk＞

(檄　能) 本コードの入力により、nl、n2によって定められたドット列数だけピット･イメージ印

字を行ないます。

＊右マージンを超えたデータは、超えた分だけ無視されます。

＊ドット密度は180ドット/インチです。

＊データ数は(nl ｘ256十n2)×3で表わします。

たとえば1350個のデータ数の場合は

1350＝(1×256＋194)×3

従って、nl＝1、n2 ＝194となります。

＊3バイトで1ドット列を表わします。

＊ED字データの転送順序とヘッド対応は下記のとおりです。

ＭＳＢ ｂ７

Ｓ

ＬＳＢ ｂＯ

ＭＳＢ ｂ７

Ｓ

ＬＳＢ ｂＯ

ＭＳＢ ｂ７

Ｓ

ＬＳＢ ｂＯ

dl �d4 ��dk
－2

d2 �d5 ��dk

－1

d3 �d6 ��dk

Ｉ

～

８

９

～

16

17

S

24

1 ＜00000001 ＞2から255 ＜11111111 ＞2までのビット イメージを印字させます。（3 バイ

ト で1ドット 列です。）
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ＥＳＣ Ｊ＋ｎｌ十ｎ２十dl ＋d2 十… ＋d，

〔 例 〕 【プ ログラ ム】

（ｘl／×ltｕrbo用 ）

１００　 ゛ ２４　ｄｏｔｓ　Ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｊ”；ＣＨＲ$ （ ０ ，２５５ ）；

１２０　ＦＯＲ　工＝1　T0　255

130　LPR 工ＮＴＣＨＲ$ （ 工，工，工）；

１４０　ＮＥＸＴ　工

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

１００　／＊　２４＿ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ

１１０　　　１ｎｔ　ａｉ ，ｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｃ（１ ）＝｛＆ＨＩＢ，＆Ｈ４Ａ ｝

１３０　　　ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｂｎ（１ ）＝｛０ ，２５５｝

１４０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ”，”ｗ”）

１５０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ ，２ ，ａｉ ）

１６０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｎ ，２ ，ａｉ ）

１７０　　　 ｆｏｒ　ｉ＝１　ｔo　255

180　　　　　　fp ｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

１９０　　　　　　ｆｐｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

２００　　　　　　ｆｐｕｔｃ（ｉ ，ａｉ ）

２１０　　　　ｎｅｘｔ

２２０　　　１ｐｒｉｎｔ

２３０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２４０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

１４ ８



（４） ドット 列の繰り返し

ＥＳＣ Ｖ 十nl 十ｎ２十ｎ３十ｎ４十ｄ

E ＳＣ Ｖ＋nl ＋ｎ２十ｎ３十ｎ４十d

（名　称）8 ドット ・ビット イメージリピ ート

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜56＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ＞＜n4 ＞＜ｄ＞

または＜27＞10 ＜86＞10＜nl ＞＜∩2＞＜n3 ＞＜n4 ＞＜ｄ＞

（檄　能）nl 、n2 、n3 、n4 によって定められたデータ数だけｄと いうビット イメージデータを繰

り返してED字し ます。

＊nl 、n2 、n3 、n4 の指定方法はＥＳＣ Ｉ十nl 十n2 十n3∩4と同じです。

＊nl 、n2 、∩3、n4 で指定できるドット 列数の最大値および印字ヘッドとデータｄとの

対応はＥＳＣ％２と同じです。

＊右マージンを超えたデータは無視されます。

（例）　　 ＜55＞Ｈ＝＜01010101 ＞2のビット イメージを500 回繰り返してED字させます。

【プログラム】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　゛ ８　ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ　ｒｅｐｅａｔ

１１０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”V0500 ¨；ＣＨＲＳ（＆Ｈ５５）

１２０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　８＿ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ　ｒｅｐｅａｔ

１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａ:ｒ　ｂｃ（１）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５６｝

１３０，　 ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｎ（３）＝｛＆Ｈ３０，＆Ｈ３５，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０｝

１４０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ，２，ａｉ ）

１６０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｎ ，４，ａｉ ）

１７０　　　　　ｆｐｕｔｃ（＆Ｈ５５，ａｉ ）

１８０　　　１ｐｒｉｎｔ

１９０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２００　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

１４９



ＥＳＣ Ｗ ＋ｎｌ十ｎ２十ｎ３＋ｎ４＋dl ＋d２

E ＳＣ ＶＶ十nl 十ｎ２十ｎ３十ｎ４十dl 十d２

（名　称）16 ドット・ビットイメージリピート

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜57＞Ｈ＜n1 ＞＜∩2＞＜n3 ＞＜∩4＞＜dl ＞＜d2 ＞

または＜27＞10 ＜87＞10＜nl ＞＜n2 ＞＜∩3＞＜n4 ＞＜dl ＞＜d2 ＞

（機　能）nl 、n2 、n3 、n4 によって定められたデータ数だけdl 、d2 というビット イメージデータ

を繰り返してED字します。

＊ビットイメージデータdl 、d2 とED 字ヘッド の対応は，ＥＳＣ Ｉ十nl 十∩2十n3 十∩4と

同様です。

＊n1 、n2 、n3 、n4 の指定方法はＥＳＣ Ｉ十∩1十n2 十n3 十n4と同じです。

＊横最大ED字可能ド ット 数はＥＳＯ％２と同じです。

＊右マージンを超えたデータは無視されます。

〔例〕　　　＜55＞Ｈ、＜55＞Ｈ＝＜01010101 ＞2、＜01010101 ＞2 のビットイメージを500 回繰り返し

て印字させます。

【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　’ １６　ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ　ｒｅｐｅａｔ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”W0500 ”；ＣＨＲ$（＆Ｈ５５，＆Ｈ５５）

１２０　ＥＮＤ

（×68000用）

１００　／＊　１６＿ｄｏｔｓ　ｂｉｔ　ｉｍａｇｅ　ｒｅｐｅａｔ

１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｃ（１､）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ５７｝

１３０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｎ（３）＝｛＆Ｈ３０，＆Ｈ３５，＆Ｈ３０，＆Ｈ３０｝

１３５　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｂｄ（１）＝｛ ＆Ｈ５５，&Ｈ５５｝

１４０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１５０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｃ，２，ａｉ ）

１６０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｎ ，４，ａｉ ）

１７０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｂｄ，２，ａｉ ）

１９０　　　１ｐ:ｒｉｎｔ

２００　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

１５０



（1 ） リセット・プリンタ

ＥＳＣ Ｃｌ

Ｅ ＳＣ Ｃｌ

〔名　称〕 リセット ・プリンタ

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜63＞Ｈ＜31＞Ｈまたは＜27＞10 ＜99＞10 ＜49＞10

（機　能） ソフト ウエア的な設定の内容を、電源投入時と同じにします。

(例) 【プ ロ グ ラ ム 】

（ｘI ／×ltｕrbo用 ）

１００　 ゛ 工ｎｉ ｔｉｌｉ ｚｅ

１ １０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴ ”Ａ ＢＣＤＥＦ ＧＨ 工ＪＫＬ ＭＮ ”

１ ２０　Ｌ ＰＲ 工ＮＴ ”Ａ ＢＣＤＥＦ Ｇ ” ；

１ ３０　ＬＰ Ｒ 工ＮＴ ＣＨ Ｒ$ （ ＆Ｈ １Ｂ ）； ”ｃ１ ”；

１ ４０　Ｌ Ｐ Ｒ 工ＮＴ ”Ｈ 工ＪＫＬ ＭＮ ”

１ ５０　ＥＮ Ｄ

（×68000 用）

１００　／＊　ｒｅｓｅｔ

１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２）＝｛& Ｈ１Ｂ ，＆Ｈ６３ ，＆Ｈ３１｝

130
140
150
160

１ｐｒｉ ｎｔ　 ”ＡＢ ＣＤＥＦ ＧＨ 工Ｊ ＫＬ ＭＮ ”

１ｐｒｉ ｎｔ　 ”ＡＢ ＣＤＥ Ｆ Ｇ ” ；

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅ ｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，３ ，ａｉ ）

１７０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１８０　　　１ｐｒｉｎｔ　 ”Ｈ工ＪＫＬＭＮ”

１９０　ｅｎｄ

【印字】

ＡＢＣＤＥＦＧＨ工ＪＫＬＭＮ

Ｈ 工ＪＫＬＭＮ

１ ５ １



ＣＡＮ

（２） キャンセル

ＣＡＮ

（名　称） キャンセル（抹消）

〔コード〕 ＜18＞Ｈまたは＜24＞10

（機　能） このコードの入力により，同一行でＯＡＮ以前に入力されたフリントバッファ内のED字

データを抹消します。

＊ＯＡＮコード以前に入力されたコントロール・コードは有効です。

（例）　　【プログラム】

（ｘl／ｘltｕrbo用）

１００　’ ＣＡＮ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”ＡＢＣＤＥＦＧ” ；
１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１８）；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”1234567 ”

１４０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｃａｎｃｅ１
１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　　１ｐｒｉｎｔ　”ＡＢＣＤＥＦＧ”；
１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　　　ｆｐｕｔｃ（＆Ｈ１８，ａｉ）
１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　　　１ｐｒｉｎｔ　”1234567 ”

１７０　ｅｎｄ

【Ｅ口字】

1234567

１５２



（３） バック・スペース

ＢＳ

(名　 称)(

コ ード)

〔機　 能〕

〔 例 〕

ＢＳ

バック・スペース……後退

＜08＞Ｈまたは＜8＞10

BS コードの入力により、次のデータの印字開始位置がそのとき設定されている文字幅

分左に戻ります。

＊横２倍拡大時には、そのとき設定されている文字の２倍の幅だけ後退します。

＊ED字モードが変わった場合のＢＳの動作は保証されません。

＊漢字モードのときは半角文字幅だけ左に後退します。

＊左マージンに達した揚合は、それ以上を無視します。

【プログラム】

(×1／Xltｕrbo用)

１００　 ゛ Ｂａｃｋ

１１０　ＬＰＲＩＮＴ

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ

１４０　ＥＮＤ

（ｘ68000 用）

ｓｐａｃｅ

”＜＜＜＜＜”；

ＣＨＲ$ （ ８，８ ）･･

９９

１ ００　 ／＊　ｂ ａｃｋ　 ｓｐａ ｃｅ

１１０　１ｎｔ　 ａｉ

１ ２０　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈ ａｒ　 ｃ ｃ（ １ ）＝｛ ８ ，８ ｝

１ ３０　　　 １ｐｒｉ ｎｔ　 ”＜ ＜＜＜＜ ”；

１ ４０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐ ｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

１ ５０　　　　　 ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

１ ６０　　 ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

１７０　　　 １ｐｒ ｉｎｔ ●９＿＿＿＿＿●9

180　 ｅｎ ｄ

【E口字】

＜＜<･そそ一一一

１５３



E ＳＣ ｐＯ

（４） 用紙切 れ検出有効／無効

ＥＳＣ

〔名　称〕 用紙切れ検出無効

（コード ） ＜IB ＞Ｈ＜70＞Ｈ＜30＞Ｈまたは＜27＞10 ＜112 ＞10＜48＞10

（機　能） 用紙切れ検出器からの信号を無視してE口字を続けるモード に設定します。

＊本機では、用紙の下端より約12mm までE口字でき、その後ディセレクト になり ます。

＊電源投入時はこの設定になっています。

(例) 【プログ ラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　 ’ ＥＳＣ十ｐ十〇

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$ （ ＆ＨＩＢ ）；”ｐＯ”

１２０　ＥＮＤ

●

ダ

（x68000 用 ）

１００　 ／＊　Ｅ ＳＣ＿ｐ Ｏ

１１０　 １ｎｔ　 ａｉ

１ ２０　　 ｄｉ ｍ　 ｃｈａｒ　 ｃｃ（ ２ ）＝｛ ＆Ｈ１ Ｂ ，＆Ｈ ７０ ，＆Ｈ ３０ ｝

１３０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅ ｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

140
150
160

ｆ ｗｒ ｉｔ ｅ（ ｃｃ ，３ ，ａｉ ）

ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

ｅｎｄ

１５４



Ｅ ＳＣ ｐｌ

ＥＳＣ ｐｌ

（名　称） 用紙切れ検出有効

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜70＞Ｈ＜31＞Ｈまたは＜27＞10 ＜112＞10 ＜49＞10

〔機　能〕 用紙切れ検出器からの信号を有効にして，用紙切れ状態（用紙の下端より約60mm の位置）

で自動的にディセレクト にするモード に設定します。

（例）　　 【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　’ＥＳＣ＋ｐ＋１

１１０　ＬＰＲＩＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；”ｐ１”；

１２０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ＥＳＣ＿ｐ１

１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｃ（２）ｇ｛ ＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ７０，＆Ｈ３１｝

１３０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１４０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｃ，３，ａｉ ）

１５０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１６０　ｅｎｄ

１５５



Ｅ ＳＣ Ｎ 十ｎｌ十ｎ２十ｎ３＋ｄ

（５） キャラクタリピート

ＥＳＣ Ｎ 十nl 十ｎ２十ｎ３十ｄ

〔名　 称〕 キャラクタリピート

〔コード 〕 ＜IB ＞Ｈ＜4E ＞Ｈ＜nl ＞＜n2 ＞＜n3 ＞＜ｄ＞

または

＜27＞10 ＜78＞10 ＜n1 ＞＜∩2＞＜∩3＞＜ｄ＞

（機　能） データをnln2n3 によって定められた回数だけ続けてED字します。

＊nl 、n2 、∩3、によって定めら れた回数だけ続けてED字します。繰り返し数は（∩1×

100 十n2 ×10 十n3 ）回となります。

＊ｄがキャラクターコード 以外の場合は無視されます。

＊右マージンを超えるとED 字改行を行ないます。

〔例〕　　 【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１ ０ ０　゛ Ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ｒｅｐｅａｔ

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ ）；”Ｎ０２０”；”Ｈ”

１２０　ＥＮＤ

（x68000 用 ）

１０ ０　 ／＊　ｃｈａｒ ａｃｔ ｅｒ　ｒ ｅ ｐｅａｔ

１１ ０　１ｎｔ　 ａｉ

１２ ０　　 ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｃ（ ４ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ ４Ｅ ，＆Ｈ ３０ ，＆Ｈ ３２ ，＆Ｈ ３ ０ ｝

１３ ０　　 ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

140

150

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｃｃ ，５ ，ａｉ ）

ｆ ｐｕｔｃ（ ＆Ｈ ４８ ，ａｉ ）

１６０　　ｆｃｌｏｓｅ( ａｉ)

１７０　　１ｐｒｉｎｔ

１８０　ｅｎｄ

【ED 字 】

ＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨＨ

１５６



（６） ひらがな／カタカナ文字

ＥＳＣ ＄

ＥＳＣ ＄

〔名　称〕 カタカナセレクト

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜24＞Ｈまたは＜27 ＞10＜36＞10

〔機　能〕 カタカナを選択します。

＊文字コード＜ＡＯ＞Ｈ～＜ＤＦ＞Ｈの部分がカタカナでED 字されます。

＊電源投入時はこの設定になっています。

１５７



ＥＳＣ ＆

ＥＳＣ ＆

〔名　 称〕

〔コ ード 〕

〔機　 能〕

〔 例 〕

ひらがなセレクト

＜IB ＞Ｈ＜26 ＞Ｈまたは＜27＞10 ＜38＞10

ひらがなを選択します。

＊文字コード＜ＡＯ＞Ｈ～＜ＤＦ＞Ｈの部分がひらがなでED字されます。

＊パイカ文字，エリ ート 文字，縮小文字に有効です。

【プログラム】

（×1／×ltｕrbo用）

１００　゛ ＥＳＣ十＄

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ”プ リンタ

１２０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１Ｂ ）；”＆”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ”プ リンタ

１４０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（＆Ｈ１Ｂ）；¨＄”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ”プ リンタ

１６０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００ ／＊ ひ ら が な

１１０　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｈ（１）＝｛＆ＨＩＢ，＆Ｈ２６｝

１３０　　ｄｉｍ　ｃｈａｒ　ｃｋ（１）＝｛＆Ｈ１Ｂ，＆Ｈ２４｝

１４０　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”プ リンタ

１５０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１６０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｈ ，２，ａｉ ）

１７０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”プ リンタ

１８０　　　　　ｆｗｒｉｔｅ（ｃｋ ，２，ａｉ ）

１９０　　　　　　１ｐｒｉｎｔ　”プ リンタ

２００　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

２１０　ｅｎｄ

【ＥＤ字】

プ リンタ

ぷ りんた

プ リンタ

１５８



（７） プリンタセレクト ／ディセレクト

Ｄ ＣＩ

ＤＣＩ

（名　 称） プリンタセレクト

（コード ） ＜11 ＞Ｈまたは＜17＞10

〔機　能〕 ＤＣＩコード の入力により，プリンタ はセレクト（データを受信できる）状態となり，デ

ータの転送が可能になります。

＊このコード はプリンタがＤＣ３コード によるディセレクト 状態からの復帰に有効です。

〔例〕　　 【プログラム】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　’ ＤＣ１

１１０　ＬＰＲ工ＮＴＣＨＲ$（ ＆Ｈ１１）,;

１２０　ＥＮＤ

（ｘ 68000用）

１００　／＊　ｓｅｌｅｃｔ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”，”ｗ”）

１３０　　　　　ｆｐｕｔｃ（＆Ｈ１１，ａｉ ）

１４０　　ｆｃｌｏｓｅ（ａｉ ）

１５０　ｅｎｄ

１５９



ＤＣ３ ＢＥＬ

ＤＣ３

〔名　称〕 フリンタディセレクト

〔コード〕 ＜13＞Ｈまたは＜19＞10

（機　能） ＤＯ３コード の入力により、プリンタはディセレクト（データを受信できない）状態とな

り、データの転送が不可能になり ます。

＊ＤＣ３が入力されてディセレクト 状態となつたら、ＤＣＩ の入力によりセレクト 状態

になります。

〔例〕　　 【プログラム】

（ｘl／×ltｕrbo用）

１００　゛ ＤＣ３

１１０　ＬＰＲ工Ｎ･ＴＣＨＲ$（＆Ｈ１３）；

１２０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

１００　／＊　ｄｅｓｅｌｅｃｔ

１１０　　１ｎｔ　ａｉ

１２０　　ａｉ＝ｆｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ”、”ｗ”）

130
140
150

ｆ ｐ ｕｔ ｃ（ ＆Ｈ １ ３ ，ａｉ ）

ｆ ｃｌ ｏ ｓｅ（ ａｉ ）

ｅ ｎｄ

１６０



（８） カラーモード ．

ＥＳＣ ＥＭ

ＥＳＣ ＥＭ

〔名　称〕 カラーモード 設定

(コード) ＜IB ＞Ｈ＜19＞Ｈまたは＜27＞lO ＜25＞lO

〔機　能〕 本コード の入力によりカラーモードガ設定さ れ、黄リボンの先頭までリボンを巻きます。

(本コードを入力する前に必ずカラーリ ボンカセット を装着してください。)

＊カラーリボンは３色( 黄、紅( マゼンタ)、青( シアン)) を基本色とし、重ね打ちす

ることで７色(黄、紅、青、赤、緑、紫、黒)を表現します。フ色表現の組み合せはつ

ぎのとおりです。(OED のリボンを重ね打ちします。)

ふ~ とご
� 黄 � 紅 �青

黄 � ○

紅 ��○

青 ���○

赤 � ○ � ○

緑 � ○ ��○

紫 ��○ �○

黒 � ○ � ○ �○

＊カラーリボンの転写は、黄、紅、青の順序に行なわれます。(リボンカセットを｢Ｂ面｣

で使用した場合は、青、黄、紅の順序に行なわれます。)

＊本コード入力後、各色の頭出しはＣＲコード＜ＯＤ＞Ｈを入力した場合のみ行なわれま

す。したがって、現在が黄でED字されていた場合、ＣＲコード＜OD ＞Ｈ入力により、次

の印字データは紅になります。

＊本コード は１行中にて有効です。

＊本コードの入力行は縦２倍拡大文字(ＳＵＢ Ｖ)、アンダーラインモード( ＥＳＣ Ｘ) の

指定は無効となります。

＊１行の印字データ入力手順は次のとおりです。(リボンカセット の｢Ａ面｣、｢Ｂ面｣に関

係なく次の手順で入力してく ださい。)

ＩＥＳＣ十ＥＭＩ十| 頁データ｜十 ＩＣＲ Ｉ十| 瓢アニｙ｣ 十 ＩＣＲ Ｉ十

|胃データ｜十 ＩＣＨ Ｉ十 ＬＬＦ Ｉ

例えば、“Ａ"を緑でED字するときは、黄データと青データの2回同じ“Ａ"を入力します。
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ＥＳＣ ＥＭ

(例) “Ａ”を黄、“Ｂ”を紅、“Ｃ”を青、“Ｄ”を赤、“Ｅ”を緑、“Ｆ”を紫、“Ｇ”を黒で印

字します。

【プログラム】

（ｘI／ｘltｕrbo用）

１００　゛ Ｃｏ１０ｒ　ｍｏｄｅ　ＥＳＣ　ＥＭ
－　　　 －　　 －

１１０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（＆ＨＩＢ，＆Ｈｔ９）；

１２０　ＬＰＲ工ＮＴ　”Ａ　　ＤＥ　Ｇ”；

１３０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（＆ＨＤ）；

１４０　ＬＰＲ工ＮＴ　Ｈ　Ｂ　Ｄ　ＦＧ”；

１５０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（＆ＨＤ）；

１６０　ＬＰＲ工ＮＴ　９１　　Ｃ　ＥＦＧ”；

１７０　ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$（＆ＨＤ，＆ＨＡ）；

１８０　ＥＮＤ

（ｘ68000用）

100
110
０
0
N
C
ｙ
）
H

r
‐
1
１ ４０

／＊　 カ ラ ー 印 字

ｉ ｎｔ　ａｉ ，ｉ

ｄｉ ｍ　ｃｈａｒ　 ｃｃ（ １ ）＝｛ ＆Ｈ １Ｂ ，＆Ｈ １９ ｝

ａｉ ＝ｆ ｏｐｅｎ（ ”１ｐｔ ” ，”ｗ ” ）

ｆ ｗｒｉ ｔｅ（ ｃｃ ，２ ，ａｉ ）

１ ５０　ｆ ｃｌｏ ｓｅ（ ａｉ ）

１ ６０　　 １ｐｒｉ ｎｔ　 ”Ａ　　 ＤＥ　 Ｇ¨ ；ｃｈｒ ＄（ ＆ＨＤ ）；

１ ７０　　 １ｐｒｉ ｎｔ　 ” Ｂ　 Ｄ　Ｆ Ｇ ”；ｃｈｒ ＄（ ＆ＨＤ ）；

１ ８０　　 １ｐｒｉ ｎｔ ｎ　　 Ｃ　Ｅ ＦＧ ”

１９０　ｅｎ ｄ

【印 字】

ＡＢＣＤＥＦＧ

１６２



6 。４　初期条件

本プリンタは電源投入時、またはＥＳＯ Ｃｌコード受信により、次のデフォルト（初期）値に設定さ

れます。

(1)

(２)(

３)(

４)(

５)(

６)(

７)(

８)

改行ピッチ

用紙フォーマット 長

セレクト ／ディセレクト

印字方向

頁先頭位置

文字モード

文字方向

文字ピッチ

全角文字

半角文字

（９）E 口字モード

朗

剛

冊

朗)

(14)

朗

水平タフ位置

垂直タフ位置

左マージン

右マージン

下マージン

紙なし検出

１／６インチ

11インチ

セレクト

片方向

電源投入時の用紙位置

パイカ・サイズ(100PI) 、カタカナモード

横書き設定

28ドット（28 ／180 インチ）

14ドット （14 ／180 インチ）

アンダーラインE口字解除

横２倍拡大E口字解除

縦２倍拡大ED字解除

パイカ・サイズで８文字毎

未設定

0

1439ドット （パイカ・サイズで80桁）

０

無効

１６３





バ



本プリンタは、定期的な保守点検は特に必要ありませんが、プリンタの表面が汚れた場合や、ED　

字品質が低下した場合の掃除は、次の方法で行なってください。

(1) プリンタの清掃方法

①プリンタの表面が汚れたり、ホコリガ付着したときは、柔らかい布でふいてください。(こ のとき、

強くこすったりしないでく ださい。表面に傷がつくおそれがあります。)

②汚れがひどいときは、水でうすめた中性洗剤を柔らかい布につけ、かたくしぽって汚れをふきと

り ます。その後、乾いた布でよく ふきとり ます。

注1) シンナー、ベンジンなどの化学薬品は、絶対に使用しないでください。プリンタ表面が変色、

変形すること があります。

注2) 清掃は、プリンタの電源を切ってから行なってください。

注3) リポンくず、用紙くずが、プリンタ内部に入らないようご注意ください。

(２)ED 字ヘッドの清掃方法

プリンタを使用していて文字が不鮮明になったり、印字品質が低下してきたとき、または、印字

時に文字以外の部分に汚れが付着するときには、E口字ヘッド を掃除してください。

＊ED 字ヘッド の掃除手順

①　プリンタの電源を切って、リボンカバーを開けます。

②　リボンカセット を取り外します。

③　ED 字ヘッド の清掃範囲( 下図部分) を綿棒で汚れをふきとります。

(このとき、ED字ヘッド を傷つけないよう注意してください。)

また、汚れがひどい場合は、オーディオ用のヘッドクリーニング液をしみこませた綿棒でふき

とってください。

清掃範囲

１６６
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7 。２　故障とお考えになる前に

故障と思って、すぐにアフターサービスをお申しつけになる前に、次のポイントをチェックしてく

ださい。

症　　　　　状 � チェック項目 � 処　　　　　　置

電源が入らない。 �①電源スイッチは｢入｣(ＯＮ)

になつていますか？ �
電源スイッチを｢入｣(ＯＮ)にして

ください。

�②電源プラグはきちんと差し　

込まれていますか？ �

電源プラグをきちんとコンセント

に差し込んでください。

E[〕字しない。

印字が止まる。 �

①用紙はセットされています

か？　

用紙切れランプが点灯して

いませんか？ �

用紙をセットしてください。

�②リボンカセットはきちんと　

セットしてありますか？ �

リボンカセットを正しくセットし

てください。

�③信号ヶ－フルは正しく接続　

してありますか？ �

信号ケーブルをコンピュータとプ

リンタに正しく接続してくださ

い。

�④セレクトランプは点灯して　

いますか？ �

セレクトスイッチを押してセレク

ト状態にしてください。

�⑥テストE[]字はできますか？�できない場合は販売店に連絡して

ください。

�⑥プログラムをチェックして　

ください。 �

コンピュータのＢＡＳＩＯマニュア

ルを参照してプログラムを修正し

てください。

１６７



症　　　　　 状 ��� チェック項目 � 処　　　　　　 置

E[〕字がかける。E[]

字がうすい。 ���

①リボンカセット は正しくセ

ットしてありますか？ �

リ ボンカセット を正しくセット し

てください。

���②リポンカセツトガはずれか　

かつたりしていませんか？ �

リ ボンカセット を取り付け直して

ください。

���③リボンカセットとリボンは　

指定品を使用し てい ます

か？ �

リボンカセットとリボンは必ず指

定品を使用してください。

���④リボンカセットとリボンは　

合つていますか？リ ボン交

換時に誤つたリ ボンカセッ

ト に入れていませんか？ �

正しいリボンカセット に換えてく

ださい。

���⑥リボンカバーは正しく取り　

付けて、閉じ てあり ます

か？浮き上かつていません

か？ �

リボンカセット のピンをしつかり

はめ、きちんと閉じてください。

���⑥E口字のかけは横方向に白線　

のよう に抜けていますか？ �

印字ヘッド の損傷か、ヘッド 制御

回路の故障が考えられます。もよ

りのシャーフお客様ご 相談窓口に

お問い合わせください。

���⑦用紙から繊維くずや裁断く　

ずが出ていませんか？ �

用紙をさばいてくずを払ってくだ

さい。プリンタ内部のくずも吹き

払ってください。

単票紙がう まく紙送りされな

い。 ���

①用紙は指定の大きさに合つ

ていますか？ �

指定の範囲内の用紙をお使いくだ

さい。

���②レリースレバーガ゛開″の　

位置 にたおれていません

か？ �

レリ ースレ バーを ｀`閉″の位置に

たおしてく ださい。

���③左右の用紙ガイドは紙幅に　

合わせてありますか？ �

用紙ガイド を正しく 使用して、用

紙がまつすぐにプリンタに入るよ

うにしてください。

���①セレクトランプは点灯して　

いますか？ �

セレクト スイッチを押してディセ

レクト 状態にしてください。

｜改行 １ �改頁 �スイッチで紙

送りさ れない。

１６８



症　　　　　状 � チェック項目 � 処　　　　　　置

ななめに印字される。 �①用紙がななめにセットされ

ていませんか？ �

用紙を正しくセットしてくださ

い。

意味のない文字をE口字する。 �①フリンタユーティリティガ

正しく実行されています

か？ �

プリンタユーティリティを正しく

実行してください。

�②E口字途中で電源を切り、再　

投入していませんか？ �

フログラムを中断した後再実行し

てください。

�③イメージデータが指定した　

数だけ入力されています

か？ �

フログラムをチェックしてくださ

い。(

特にＬＰＲＩＮＴ 文のセミコロン)

思いどおりの文字がE[〕字でき

ない。 �
①プログラムをチェックして

ください。 �

使用するコントロール・コードの

説明（第６章）をもう一度よくお

読みください。コントロール・コ

ードによっては組み合わせのでき

ないものもあります。

はがきE[]字がうまくできな

い。 �

①プリンタをはがきモードに

設定してありますか？ �

はがきモード に設定してくださ

い。

カラーE[]字がうまくできな

い。 �

①カラーリボンカセット は正

しくセット してあります

か？リボンが引っかかって

いませんか？ �

カラーリボンカセットを正しく取

り付けてください。

�②カラーリボンパックを入れ　

換えたとき、カラーリボン

カセット に入れています

か？ �

リボンを正しくカラーリボンカセ

ットに入れてください。

�③アプリケーションソフトは　

カラーE[]字ができますか？

また、カラー印字用のフリ

ンタ設定になっています

か？ �

アプリケーションソフトの取扱説

明書を見てカラーE口字用プリンタ

に設定してください。

�④プログラムはカラーモード　

設定のコントロールコード

(ＥＳＣ･ＥＭ)を使用してい

ますか？ �

プログラムを修正してください。

�⑤カラーリボンカセットをつ　

けてテスト印字が正常にで

きますか？ �

できない場合は黒リボンカセット

を取り付けてテストE[〕字を試して

ください。

以上のことを確認しても症状が直らない場合には、お買い求めの販売店か、もよりのシャーフお客様

ご相談窓口にお問い合わせください。

１６９



■エラー表示

操作パネルの各ランプの点灯、消灯、点滅の組み合せによつて、エラーの状態を表示します。

エラー � 用紙切れ � リボン切れ � セレクト

ホーム位置エラー � 点滅 � 消灯 � 消灯

リ ボン切れエラー �- � 点灯 � 消灯

用紙切れエラー � 点灯 �- � 消灯

ＲＯＭエラー � 点滅 � 消灯 � 点灯

ＲＡＭエラー � 点滅 � 点灯 � 点灯

ヘッドエラー � 点滅 � 点灯 � 消灯

リボンセンサエラー �- � 消灯 � 点滅

リボンカセットエラー �- � 点滅 � 消灯

■エラー内容と処置

（－は点灯と消灯のいずれかを示す）

エラー � 内　容 � 処 置

ホーム位置エラー �・プリンタメカニズムの初期化
のとき、ホーム位置が検出さ
れない場合

・印字中にキヤリツジが脱調し

た場合 �

プリンタ内部に異物が入っているか、紙づ

まりなどを起こしている可能性があります。
またはキヤリッジ固定板を取りはずしてい

ない可能性があります。プリンタ内部を調
べてください。異常の原因が取り除かれた

ら、セレクト スイッチを押すとエラー状態
から復帰し、E[]字を再開できます。

リボン切れエラー �・熱転写E[〕字中にリボン終了を

検出した場合 �

リボンカセット を反転するか交換してくだ

さい。セレクトスイッチを押すとエラー状

態から復帰し、E[]字を再開できます。

用紙切れエラー �・用紙無し状態を検出した場合
・フォームズオーバラィド機能
でE口字中に印字可能領域を越

えた場合 �

用紙をセットしてください。また、紙づま

りが起きている可能性もありますので、確
認をし、つまつだ用紙を取り除いてくださ
い。セレクトスイッチを押すとエラー状態

から復帰し、E[]字を再開できます。

ＲＯＭエラー �・プリンタ本体の○／Ｇ ＲＯＭ

に異常がある場合 �
プリンタの電源を｢切｣(ＯＦＦ)にし､5 ～10
秒ほど待ってから電源を再投入してくださ
い。ＲＡＭエラー �・プリンタ本体のＲＡＭに異常

がある場合

ヘッドエラー �・ヘッドのアップダウン動作に

異常がある場合

リボンセンサ
エラー �

・感熱モード時にリボンセンサ
がリボン有りを検出した場合 �

リボンセンサにゴミ等が付着していないか
調べてください。

リボンカセット
エラー �

・指定品以外のカセットケース
がついている場合 �

プリンタの電源を｢切｣(ＯＦＦ)にし指定品
と交換してください。

電源を入れ直してもエラー状態から復帰しないか、再び同じエラーになる場合は、本体の故障が

考えられます。プリンタの使用を中止し、お買い求めの販売店にご相談ください。

17０



7 。３　保証とアフターサービス

■アフターサービスについて

●故障または異常が生じたときは、使用をやめて、さし込みプラグをコンセントから抜き、お買い

求めの販売店もしくはもよりのシャーフお客様ご相談窓口にご連絡＜ださい。

本機は精密機器ですので、ご自分での修理は避けてください。

故障のままお使いになったり、ご自分での修理は危険です。

●ご転居、ご贈答品などで、お買いあげの販売店に修理を依頼できない場合は、もよりのシャーフ

お客様ご相談窓口にお問い合わせください。

■保証について

●本機には保証書がついています。保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡しいたしますので、

内容をよくお読みいただき大切に保存してください。

●本体の保証期間は、お買い上げの日から１年間です。

●保証期間中、万一故障した場合は保証書記載内容に基づき、修理いたします。修理のときは、販

売店へ持ち込みをお願いします。詳しくは保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。修理によって機能が維持できる場

合は、お客様のご要望により有料修理いたします。

１ ７ １







8。1　仕　　様

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

印

発

印

印

文

文

字

熟

字

字

字

素

分

方　

子

解

方

種

式：ドット マトリックス・ノンイン パクト（熱転写方式）

数:24 個

能:1 ／180 インチ（0.141mm ）、（縦・横とも）

向：片方向

類：ＡＮＫ文字・記号（パイカ／エリート ／縮小／スクリプト 文字）

英字・記号（スペースも含む）

カタカナ・記号（スペースも含む）

ひらがな

罫線素片

漢字（ＪＩＳ第１／第２水準）

漢字

非漢字

半角文字

英字・記号（スペースも含む）

カタカナ・記号（スペースも含む）

外字登録可能文字種

字　　 構　　 成：ＡＮＫ文字・記号（ パイカ）

(横)×(縦)

ド ツト マトリ ツク

１

96種64

種56

種64

種

6353 種

524 種

96 種

64 種100

種

英字・記号（スペースも含む）…………18×24ドットマトリックス

カタカナ・記号……………………………15×18ドットマトリックス

ひらがな……………………………………15×18ドットマトリックス

罫線素片……………………18×24ドットマトリックス（パイカ）

15×24ドットマトリックス（エリート）

ＡＮＫ文字・記号（縮小）

英字・記号（スペースも含む）…………10×24ドットマトリックス

カタカナ・記号……………………………9 ×18ドット マトリックス

ひらがな……………………………………9 ×18ドットマトリックス

×24ド ット マトリックス

×24ドットマトリックス

漢字……………………………………………24χ24ドットマトリックス

半角文字………………………………………11×24ドットマトリックス

スクリプト文字

英字・記号（スペースも含む）…………12×16ドットマトリックス

カタカナ・記号……………………………12×16ドットマトリックス

ひらがな……………………………………12×16ドットマトリックス

12×16ドット マトリックス

１７４



（7） 印　　 字　　 間　　 隔：ＡＮＫ文字・

電源投入時による

値です。

（9） 印 字　　 速

〔字／秒 〕

１

漢字 ………

スクリプト

8／180インチ

80インチ

ＡＮＫ文字・記号（エリート ）……………………………15 ／180インチ

28／180インチ

半角文字 ………………………………………………………14 ／180インチ

28／180インチ

Ｓ ‘¶　行 最 大 印 字 数:1 ／180インチ／ドットで１行最大1440ドット位置

〔字／行〕　　　　ＡＮＫ文字・記号（パイカ）……………………………………80字／行

ＡＮＫ文字・記号（エリート） …………………………………96字／行

ＡＮＫ文字・記号（

02字／行20

字／行スクリプト

度：ＡＮＫ文字・記号（パイカ） ……………………………60 字（80 字）／秒

ＡＮＫ文字・記号 ｱ2字(96 字)／秒

40字(53 字)／秒

ＡＮＫ文字・記号（縮小） ……………………………103 字（137 字）／秒

･80字(106 字)／秒

･40字(53 字)／秒

注）ED字間隔は（７）項による。 なお、（　 ）内は高速E口字時による。

閥） 改　　 行　　 間　　 隔：１／６、１／８、ｎ／１２０インチ改行〔選択可能〕

（電源投入時は１／６インチ）

旧） 改　　 行　　 時　　 間：約80m ｓ／行 （１行送り ＝１／６インチ時）

冊　 改　　 行　　 速　　 度：約2.2 インチ／秒

（13》 紙　　 送　　 り　　 方：フリクション・フィード 方式

（14） 推　　 奨　　 用　　 紙：

熱転写用紙

紙 の 種 類 � 形　　　　 名

A4 （250枚入り） �EA-4AS2

B4 （250枚入り） � ＥＡ-４ＢＳ２

B5 （250枚入り） � ＥＡ-５ＢＳ２

感熱用紙

紙 の 種 類 � 形　　　　 名

A4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＡＳ６

B4 （100枚入り） � ＷＰ-４ＢＳ６

B5 （100枚入り） � ＷＰ-５ＢＳ６

１７ ５



(15》イ　 ン　ク　リ　 ボ

〔消耗品〕

（16） 外　　 形　　 寸

(17)

(la 》(19

》(2a

》

重

電

消

付

ン：熱転写漢字プリンタ用リボンカセット

黒リボンカセット(94VW515921200)

カラーリボンカセット(94VW515921210)

黒リボンパック(94VW515921220) ５ｲ固入

カラーリボンパック(94VW515921230) ５ｲ固入

法:390mm( 幅)×300mm(奥行)×97mm(高さ)

(ただし、フラテンノフ、シートガイドは除く)

量：約6.2kg

源：ＡＣ１００Ｖ

費　　 電　　 力:40W （動作時）

属　　　　 品：取扱説明書

リボンカセット

信号ケーブル

保証書

お客様ご相談窓口一覧表

用紙サポート

１７６

１冊

各 竹固（黒、カラー）

１本

１部

１部

１個



８．２　 インタ ーフェイス

■コネクタ信号および説明
●信号ターミ ナル(ピン配列は右図の通り)

プリンタと接続されるインターフェイスコネクタの信号

ターミナルのピン 配列は、右図のようになっています。

●信号配置および説明

18　　　　　　　　1　へ　　　　　　　　
／

四 回 塹

36　　　　　　　　　　19

�ピン番号�
リターン側

ピン番号 �
信 号 名 � 発 信 元 � 機　　　　 能

パラレル・インターフ
ェイスこれらの信号の

場合にはツイストペア

線を使用し、リターン
劈を信号グラウンドに

接続する。

注） “ＬＯＷ”状態で

アクティブであ

る信号の謁合に

はその信号名の

上に模様がつけ
られている。

注） ＰＥ信号は、　
ＥＲＲＯＲ＝　

“ＬＯＷ”

の場合に有効で
ある。 �

１ �19 �ＳＴＲＯＢＥ �センタマシン �データを読み込むためのストローフ・パルス

パルス幅は受信器にて0.5μS以上必要。

“ＬＯＷ"から“ＨＩＧＨ"になった後にデータを

読み込む。

�２

３

４

５
６

７

８

９ �2021222324252627�DATAIDATA2DATA3DATA4DATA5DATA6DATA

アDATA8
�

セ ン タ マ シ ン　

IX　　　　

1『　　　　/

夕　　　　yf

ﾉ『　　　　

夕1　　　　yy

�

各信号はパラレル・データの１ビット目から
８ビット目までの情報を表す。 “ＨＩＧＨ" はデ

ータガ“1"であり、“ＬＯＷ"はデータガ“O"で

あることを示す。

�10 �28 �ＡＣＫＮＬＧ � フリンタ �“ＬＯＷ”はプリンタがデータを受け取り、次
のデータを受け付ける用意ができていること

を示す。
パルス幅は約10μSである。

�11 �29 � ＢＵＳＹ � プリンタ �“ＨＩＧＨ"はプリンタがデータを受け取れない
ことを示す。逆に“ＬＯＷ"はプリンタがデー

タを受け取れることを示す。この信号が

“ＨＩＧＨ"になるのは次の楊合である。　
①　データ・エントリー中　

②　エラー状態　

③　ディセレクト状態

�12 �30 � ＰＥ � プリンタ �“ＨＩＧＨ"はプリンタに用紙がないことを示す。

�13 �- � ＳＬＣＴ � プリンタ �常時“ＨＩＧＨ"レ ベル4.Zk

Ωで十5V にプルアップされている。

�14 �- � ＮＣ ��未使用

�15 �- � ＮＣ ��未使用

�16 �- � ＧＮＤ ��ツイストペアリターン用グラウンド。

�17 �- �ＣＨＡＳＳＩＳ
ＧＮＤ ��

プリンタ・シャーシのグラウンド。

�18 �- � ＮＣ ��未使用

�19

↓

30 �

－

↓
－ �

ＧＮＤ　

↓
ＧＮＤ ��

ツイスト・ペア・リターン用信号。

信号グラウンド・レベル。

�31 �16 �INIT �センタマシン �パルス幅50μs以上の“ＬＯＷ”パルス入力に

よりプリンタは初期状態にセットされる。

�32 �- � ＥＲＲＯＲ � プリンタ �“ＬＯＷ”はプリンタがエラー状態にあること

を示す。

�33 �- � ＧＮＤ ��ツイストペアリターン用グラウンド。

�34 �- � ＮＣ ��未使用

�35 �- ���常時“ＨＩＧＨ"レベル。4.7k

Ωで十5V にプルアップされている。

�36 �- �ＳＬＣＴＩＮ �センタマシン �電源投入時“ＬＯＷ"であるとＤＣＩ／ＤＣ３コー

ドが無効となる。

１７７



・ タ イ ム チ ャ ー ト

ＰＡＲＡＬＬＥＬ ＤＡＴＡ

(Ｄ ＡＴＡ Ｂｉtl～8) 二㈲
厨廠麗

O~0.5μ

リ　
ト　　　　　

ト
ぶg1
卜
ぶg）

ＢＵＳＹ

ＡＣＫＮＯＷＬＥＤＧＥ

(typ) �(typ)

｜　　∩ １

｜　｜
・ 二 焦

当の入力負荷です。

＋5V

(ＴＴＬ

ぷ
っ

ゾ

エ

ＳＴＲＯＢＥ

工　　　　 ＋5Ｖ

(ＴＴＬレ ベ ル)

ＩＮ ＩＴ ＩＡ Ｌ

ゐ　　 ’　　　＋5V

（ＴＴＬ

　

こ

・ －

・出力信号

7407 相当で出力しています。負荷はＴＴＬまたはＬＳＴＴＬＩ個相当を推奨します。

＋5〔Ｖ〕

(7407相当)･

1

4.7kΩ[l〉　　　　　　　　　　　　　　　　
レ(出力)

178



8 。３　文字コード表

(１) ＡＮＫキャラクタ(パイカ、エリート、縮小、スクリプト)

雛 �16進 �０ �１ �２ �３ �４ �５ �６ �ア �８ �９ �Ａ �Ｂ �Ｃ �Ｄ �Ｅ �Ｆ
16進�２進 �0000�0001�0010�0011�0100�0101�0110�O仰 �1000�1001�1010�10竹�1100�1101�仰0 �1仰

０ �0000 ���SP�ｅ�＠ �Ｐ ��ｐ�- �- �SP
�- �夕 � こ

ヽ �
● �職

１ �0001
���１

●

�
１ �Ａ �Ｑ �ａ �ｑ �- �｜ ��ア �チ �ム �○ �土

２ �0010 ���Ｈ �２ �Ｂ �Ｒ �ｂ �二「 �㎜ �
・

�
「
�イ �ツ �メ �● �金

３ �0011 ���井�３ �Ｃ �Ｓ �Ｃ �Ｓ �皿 �Ｔ � 」 �ウ
� －７ �モ �￥ �木

４ �0100 ���＄�４ �Ｄ �Ｔ �ｄ �ｔ �■ �Ｈ
��工 �卜 �ヤ �帑 �水

５ �0101 ���１�５ �Ｅ �Ｕ �ｅ �・Ｕ �■ �卜 ��オ �ナ �ユ �● �火

６ �0110 ���＆ �６ �Ｆ �Ｖ �ｆ �Ｖ �■ �十 �ヲ �カ
� 一

一 �
ヨ �ｊ �月

７ �O仰 ���・ �７ �Ｇ �Ｗ �ｇ �Ｗ �Ｉ
�１ � ア �キ �ヌ

� －
フ

�ｋ �日

８ �1000 ���（�８ �Ｈ �Ｘ �ｈ �Ｘ �｜ �」 �イ �ク �ネ �リ �× �時

９ �1001 ���）�９ �工 �Ｙ �ｉ �ｙ �｜ �Ｌ �ウ �ケ �ノ �ル �Ｉ �分

Ａ �1010 ���＊ � ・
●
�
Ｊ �Ｚ �］ �Ｚ �｜ �「 �工 �

コ �八 �レ �
● �秒

Ｂ �1011 ���十 � ●
ｙ
�
Ｋ �［ �ｋ �｛ �｜ �`ゝ � オ �サ �ヒ �口 �■ �年

Ｃ �1100 ����＜�Ｌ �￥ �１ �｜ �・ �ｋ �ヤ �シ �フ �ワ � ● �円

Ｄ �1101 ���-� 一一
�Ｍ �］ �ｍ �｝ �Ｉ

�
ノ �
ユ �ス �へ �ン �●I �人

Ｅ �仰0 ����〉�Ｎ �八 �ｎ �- �Ｉ
�
「 �ヨ �

セ �ホ
�ぐ

�ゝ �生

Ｆ �1仰 ���／
� ９

●
�
０ �- �○ �TI �／ �＼ �ツ �ソ �マ ��口

� －
Ｔ

１７９



（2） 半角文字

避 �16進 �０ �１ �２ �３ �４ �５ �６ �Ｚ �８ �９ �Ａ �Ｂ �Ｃ �Ｄ �Ｅ �Ｆ

16進 �２進 �0000�0001�0010�0011�0100�0101�0110�O仰 �1000�1001�1010�1011�1100�1101�仰0 �1仰

０ �0000 ���ＳＰ�０ �＠ �Ｐ ��ｐ ���SP�- �夕
� －・

へ

１ �0001
���｜

●
�
１ �Ａ �Ｑ �ａ �ｑ ����ア�チ �ム

２ �0010
���９

�２ �Ｂ �Ｒ �ｂ
�「 ���「 �イ �ツ �メ

３ �0011 ���＃ �３ �Ｃ �Ｓ �Ｃ �Ｓ
��
�」 �ウ �

－
ア �モ

４ �0100 ���＄ �４ �Ｄ �Ｔ �ｄ �ｔ
����工�卜 �ヤ

５ �0101 ���Ｘ�５ �Ｅ �Ｕ �ｅ �Ｕ ����オ�ナ �ユ

６ �0110 ���＆ �６ �Ｆ �Ｖ �ｆ �Ｖ ���ヲ�わ
� ～-

�ヨ

７ �O仰 ����７�Ｇ �Ｗ �ｇ �Ｗ ���ア �キ �ヌ �ラ

８ �1000 ���（�８ �Ｈ �Ｘ �ｈ�Ｘ
���イ �ク �ネ �リ

９ �1001 ���）�９ �Ｉ �Ｙ �・１ �ｙ ���ウ�ケ �ノ �ル

Ａ �1010 ���ホ
� ●

●

�
Ｊ �Ｚ

� ●
Ｊ

�Ｚ ���工 �］ �八 �レ

Ｂ �1011 ���十
� ●

参

�
Ｋ �［ �ｋ�｛

���オ �サ �ヒ �口

Ｃ �1100 ����く�Ｌ �￥ �１�｜ ���ヤ �シ �フ �ワ

Ｄ �1101 ���-
� 一

一

�
Ｍ �］ �ｍ �｝ ���ユ �ス �へ�ン

Ｅ �仰0 ����〉�Ｎ
� Ａ

�ｎ �- ��
�ヨ �
セ �ホ

Ｆ �1剔 ���／ �？ �０ �- �０ �Ｒ ���ツ �ソ �マ

１８０



8 。４　漢字コード 表(ＪＩＳ第1 水準、第２水準)

(‘1)( ご注意)

本プリンタでED字される漢字はＣＺ-８ＫＲ、ＣＺ-8BK2 、Xl tｕrｂｏシリ ーズ内蔵の漢字ＲＯＭ

を使用した画面表示と異なる場合があります。基本的に画面表示の文字(漢字)構成は16×16　

(横×縦)ドット ですので略字が多いためです。またＪＩＳ ｘ0208 情報交換用漢字符号系は1983　　

年に改正されていますので改正前と改正後で異なる文字があります。本機はＪＩＳ ｘ0208－19　

83に準拠しています。

次に示すのは、画面表示と本機でED 字される文字の中で字体が異なる例です。

コ ード(JIS)��
画 面 表 示 ��

印字され

る文字
��

一

一

��CZ-8KR
(CZ-8BK2)�

×l turbo内蔵

漢字ＲＯＭ

第

１

水

準�2169

ろ9223a3B3964

ろ96E

ろ12n

ろ135

ろ1893142

ろ229

ろ22自5246

ろ249

ろろ2肖53

ろ8S

ろ428549336eS36FS3765442344

ろ

ろ4525453

乙52BS5S

ろ3,575

ろ62n

ろ6ろ９

ろ6433659

ろ66D367B3?5237593?5B�

吉
唖
飴
遭
溢

迂
欝
厩
餌
鶯
鴎
夏
寡
蟹
蓋
蝦
撹
橿
鰹
ｉ

澗
１

諌

貫
徽
騎
虚
卿
彊
鷲

禽
慧
櫛
繋
警
頭 �

♂
唖
飴
漬
溢
迂

欝
厩1
耳
鶯
鴎
夏
冪
蟹
蓋
蝿
援

複
鰹
聶
澗
濯
謨

貫
徽
騎
虚
卿
彊

驚
禽
躯
櫛
繋
警
頚 �

♂
唖
飴

遺
溢
迂
欝
厩

餌
鴬

鴎
夏
寡
蟹
蓋
蛎
撹
橿
鰹
竃
澗

潅
諌
貫
徽
騎
虚
卿
彊
驚

禽
躯
櫛

繋
警
頚 �

�第

１

水

準

１８

コ ー ド(

ＪＩＳ)

S ？6237?

９

３７？C3841

ろ92BS9

ろ73951

ろ95C

ろ96 自596B

ろ96C

ろ９？４

３ｐ?43B2C3B393C453C483D2B

ろＤろ1

ろD363E

ろろ3E5E

ろE ？14966412841

ろ94169417B42634

ろろD4

ろ454

ろ494

ろ564

ろ7 ４4

４４F4

４５B

画 面 表 示

C Ｚ-８ＫＲ(OZ-8BK2)

撃
琲

懸

諺
巷
昂

膏

礦

濠

菅

轟
鵠

棚

錆

珊
偲

屡
疆

襲

酋

廠

賞

擾

蝉
賤

噌

痩

騒
黛

箪

壇

廬
置

樗
徊

壹

×l turﾋ)〇内蔵

漢 字 ＲＯ Ｍ

a
 ｓ

Ｉ
 ｓ
ｓ
Ｊ
４
 １１
！
!１！
 １１４
轟
鵠

柵
蜻

珊
偲

屡

繍

襲

酋

廠

賞

擾
蝉

賤

嗜

痩

騒
黛

箪

壇
檀

置

樗

掴

壷

ED字され

る文字

撃
嫌
懸
諺
巷
昂
膏
砿
濠
豪
轟
鵠
柵
錆
珊
偲
屡
繍
襲
酋
廠
賞
擾
蝉
賎
噌
痩
騒
黛
箪
壇
檀
置
樗
掴
壷



コ ー ド(

ＪＳ) ��

画 面 表 示 ��E
口字され

る文字
��CZ-8KR
(CZ-8BK2)�Xlturbo

内蔵

漢字ＲＯＭ

第

１

水

準 �45

ろ645

ろF454845524557456E45734578463

ろ46

ろE4642465E46?647

ろ9475n47684?6C476D4827482E48

ろ9493949664B224B6

自4B?94C224C5F4C6

ろ4C794D254D2B4D694D764E

ろ84E3R4E7B4F214F2

自4F564F

ろ84F594F494F4E�

填
顛

堵
賭
頌

情
濤

躇
導
鴇
名言

写
還
妻
釜
蝿
伯
余||

櫨
溌

醗
檜

膚

泡
橿
１

蔓
餅
貰
藪
優
娶
莱
蘭
慮
虜
煉
這
露li

聾
蝋
鷺
藁 �

墳
順

堵
賭
礪

惧
濤
躊
導
鴇
涜
曇
混
嚢
暫
蝿
伯

剔
櫨
溌

醗
檜
膚
泡

植
倭

蔓
餅
貰
藪
優
憂
莱
蘭

慮
虜

煉
蓮
露
経

聾
蝋
鷲
藁 �

填
顛
堵

賭
砺
梼
涛
祷
導
鴇
涜
曇
迩
嚢
輩
蝿
伯
剥

櫨
溌
醗
桧
膚

泡
槙
侭

蔓
餅
貰
薮
優
憂
莱
蘭

慮
虜
煉
蓮
露
篭
聾
蝋
鷲
藁

コ ー ド(

ＪＩＳ) ��

画 面 表 示 ��
印字され

る文字
��CZ-8KR

(CZ-8BK2)�

×lturbo内蔵

漢字ＲＯＭ

第

２

水

準 �5g

ろ9595S5188515B52

ろC52525256525953

ろ自5

ろ4E536753715424542654585464546B555255?8565E56ﾏC567E5729586E586F587E59?95

自2ろ5n4E5

自745B585B6D5C5

ろ5D215D245D5

ろ5D6169246926��

夏

侭

儀

凛

蜃

廠

雙

叟

嗅
哩

口鼻

囁

圓

岡

堕

壹

蛮

哨

尨

巌

厦

嘔

厦･

陳

儒

夏

擾

僅

麦

翌

桧

十寿

授

業

憧

県

劃i

壇
菰 �

盲
佃

僕

凛

匿

廠

毀

雙

喫

曜

喘

囁

圓

圖

堕

壹

筧

嬬

尨

巌

厦

販

厘

惶

儒

厘

撮

檀

提

量

檜

祷

梗

璧

櫃

楽

別

燧

蓉

１８２



コ ー ド(

ＪＩＳ) ��

画 面 表 示 ��
印字され

る文字
��CZ-8KR
(CZ-8BK2)�Xl turbo

内蔵

漢 字ＲＯ Ｍ

第

２

水

準�625F6268626n6

ろ486

ろ49a

ろ546

ろ596447645D65496622662

乙662466.

ろF666

ろ66?C67

ろB673D6ﾏ48674n6941695

肖6

自246R456

肖466n476B216B726C226C48��

篁
砿
砺

粟
票
磯
胚
蟹

剱

渚
彗
ａ

哺
糧
聶
嬰

隨

聾
溌

壹
頚

蛎
蝿

貴
ａ

蛮
柵
習

讐
貳 �

嬰

礦

礪

栗

票

穐
窓

簑

籍

揖

聊

低

眼

壇

聶

愕

隨

腎

燦

豪

頼

蝸

蝿

轟

嵩

惜

橘

警

質

貳

コ ー ド(

ＪＩＳ) ��

画 面 表 示 ��
印字され

る文字
��CZ-8KR

(CZ-8BK2)�

×lturt)O内蔵

漢字ROM

第

２

水

準 �6C4B6C596C546C566C5

自6C5D6C696D

ろ肖6D6E6E

ろ46E

ろ56F2n6F5279

ろ9

？9ろB79447246

？947

？949794

自794B794C794E794F79?C7122

？12ろ?

ろ5E7

ろ61 ��

賢

蕃

整

貰

９

聶

躇

賜

迩

遭

逼

鍼

箔

雷

霞

聳

Ｓ

霧

魯

霧

霧

鑓

窟

靉

顎

悲

酸

寞

萱 �

買

甕

贅

貸

聳

覇

躊

躇

通

漫

退

鍼

鎬

雷

電

寞

霜

収

得

鐘

露

謎

慶

靉

顧

額

頴

黛

蜃

１８３





（1）ＪＩＳ第1 水準コード 表

漢字コード表 ＪＩＳ第1 水準

注）当表はＪ旧 コード検索用です。

スペース・コードは全角スペースとして、区１、点１(第一バイト〈21〉Ｈ、第ニバイト〈21〉Ｈ)です。それ以外の空白部は未定義コードです。空白部のコードを入力しますと未定義コードとして全角スペースを印字します。(

本コード表はコード検索用ですので実際に印字される文字と異なる場合があります。)
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�鳩�噺 �塙 �蛤 �隼 �伴 �判 �半 �反 �扱 �帆 �階 �φ �心�ゼ �漑 �版 �犯�班 �畔 �繁 �般 �藩 �販 �範�釆�煩 �頒�飯�挽�晩 �番 �盤�磐 �蕃 �蛮 �匪�卑 �否 �妃 �庇�彼 �悲 �扉�批�披 �斐�比�泌�疲 �皮 �碑�秘�緋 �罷 �肥�被 �誹 �費 �避�非 �飛�樋�簸�備�尾�微�枇 �毘�琵�眉�美

73 �49 �41 ��鼻�柊 �稗 �匹 �疋 �髭 �彦 �膝 �菱 �肘 �弼 �必 �畢 �筆 �逼 �桧 �姫 �媛 �紐 �百�謬 �俵 ��彪�標 �水 �漂 �瓢 �票 �表 �評 �豹 �廂 �描
�り.I�ごj，�Ｊ �錨 �洪 �蒜 �蛭 �鰭
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74 �4A �42 ��福�腹 �複 �覆 �淵 �弗 �払 �沸 �仏 �物 �鮒 �分 �吻 �噴 �墳 �憤 �扮 �焚 �奮 �粉 �糞 �紛 ��雰�文 �聞 �丙�併
�丘
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塀 �幣 �平 �弊 �柄 �並 �祓 �閉 �陛 �米 �貝 �僻�壁 �癖 �碧 �別�瞥 �蔑 �箆�偏�変 �片�篇�編�辺 �返�遍�便 �勉�娩 �弁�鞭 �保�舗�鋪�圃 �捕�歩 �甫�補�輔�穂�募�墓 �慕 �戊�暮�母 �簿 �菩�倣 �俸 �包�呆�報�奉�宝�峰�峯�ｊ �庖�抱 �捧�放�方�朋

75 �４Ｂ �43 ��法�泡 �烹 �砲 �縫 �胞 �芳 �萌 �蓬 �蜂 �褒 �訪 �豊 �邦 �鋒 �飽 �叫 �毘 �乏 �と �傍 �剖 ��坊�妨 �帽 �忘 �忙 �房 �暴 �望 �某 �棒 �冒 �紡 �彷 �彬�逞 �視 �貿 �鉾 �防 �吠 �頬 �北 �僕 �卜 �墨 �撲�朴 �牧�睦�穆�釦 �勃 �没�殆 �堀 �幌 �奔�本 �翻�凡�盆�摩 �磨�魔�麻�埋 �妹�昧�枚�毎 �哩 �槙�幕�膜 �枕 �鮪�柾 �鱒 �桝�亦�岬�（ �抹�末�沫 �迄�侭�繭 �麿�万�慢�満

76 �４Ｃ �44 ��漫�蔓 �味 �未 �魅 �已 �箕 �岬 �密 �蜜 �湊 �蓑 �稔 �脈 �妙 �粍 �八 �㈲�喀
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�一戻
�籾�貰�問 �悶�紋�門�匁 �也 �冶�夜�爺 �耶 �野�弥 �矢 �厄�役�紆�薬�訳�躍�靖�柳�薮�鑓�愉�愈�油�癒

77 �４Ｄ �45 ��諭�輸 �唯 �佑 �堡 �勇 �友 �宥 �幽 �悠 �娶 �揖 �有 �柚 �湧 �冊 �蝸 �猷 �旧 �碩 �裕 ��秀�遊 �邑 �郵 �雄 �融 �夕 �予 �余 �与 �誉 �輿 �預 �傭 �幼 �妖 �容 �庸 �揚 �揺 �擁 �曙 �楊�様 �洋 �溶�熔�用 �窯�羊�耀�葉 �蓉 �要�謡 �踊 �遥�陽�養 �慾 �抑 �欲�沃 �浴�翌 �翼�淀 �羅�螺�裸�来 �莱 �頼�雷 �洛 �絡 �落�酪 �乱�卵�嵐�欄�濫�藍�蘭�覧 �利�吏�履�李�梨�理�璃

7亀 �4E �46 ��痢�裏 �裡 �里 �離 �陸 �律 �率 �立 �葎 �掠 �略 �劉 �流 �溜 �坑 �留 �硫 �粒 �雌 �心 �龍 ��侶�慮 �旅 �虜�了 �亮 �僚 �両 �凌 �寮 �料 �梁 �涼 �猟 �療 �瞭 �稜 �糧 �良 �諒 �遼 �量�陵 �領 �力�緑�倫 �厘�林�淋�燐 �琳�臨�輪 �隣 �鱗�麟�瑠 �塁�涙�累�類 �令�伶�例�冷 �励�嶺�怜�玲 �礼 �苓�鈴�隷 �零�霊�麗 �齢�暦�歴�列�劣�烈�裂�廉�恋�憐�漣�煉�簾�練�聯

79 �４Ｆ �･47 ��蓮�連 �錬 �呂 �魯 �櫓 �炉 �賂 �路 �露 �労 �婁 �廊 �弄 �朗 �楼 �榔 �浪 �漏 �:･E�狼 �篭 ��老�聾 �蝋 �郎
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／ゝ
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（2）ＪＩＳ第2 水準コード表

漢字コード表 ＪＩＳ第２水準
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80 �50 �48 ��馮�弓 �盃�介�卯 ��井�ノ�又 �乖 �乗�乱�ｊ �殲 �事�舒�式�于�亜�亜 �･�－几 �京�毫 �責 �以�男�仄 �怪�仙�伎 �例�但�仔�侑 �仇�侠�佑�佛�恂�佗�佇�倍 �侈�洙�咤 �佻�佩�値�侑�洋�来�兪�儡�況�戌�俎�俘�挽�俑�僅�俐�俤�伸�倚�侶�偏�況�控�倅�伜�淑�侶�情�悼�伸 �俯�椚�倆�堰 �瑕�會�偕�修�偶�倣�緒 �惚�楡�傀 �徴�傅�謳�傲
81 �51 �49 ��兪�僊 �傅�儒�値�僑�僥�僣�僣�憧�價�僅�嶮 �偽 �價�檻�泗�僑�膠�儡 �價 �價�蜃�僕�几�几�兄�兌 �免�競�競 �雨�兪�号�糞 �口 �閲�珊�肖�間�冑�毒�挺
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１ ‾→

�冤�冦 �家�寫�冪 �７�決�斑�冲�冰�況�冽 �涸�涼�凛�几�處�凩�凭�凰�L」�画�刄�到�剖�刎�胡�剛 �刮 �刳�刹�剱�到 �剋�剌 �刳 �剔�剪�剽�剰�割�剣�剽 �剣�剱�剱�剱�劈�剤�辨
82 �52 �50 ��辨�匍 �肋 �肋�券�勁�勅�易�勢 �勣 �動�紡�拗 �動 �咀�勧�勺�勿�匈�匈 �匍 �匍�飽�七 �口 �匝�匯�匿 �匠�Ｕ�嘔 �卒 �紺�廿�弄 �出 �準�下�｢1�危�卸�卯�巻 �「 �厖�厠 �厦�原�厩�廠�ム�參�簒�雙�叟�曼 �誓�町�明�吼�臥�叶�吽�吸 �叫�暁�吼�晩 �哨 �吟�吝�呪 �味 �呵�

咎�呟 �暇 �岬�昔 �児 �呻�咀�嘸�咄 �附�咆�畦 �辱�咸�唾 �咬 �嗅 �暗 �吝
83 �53 �51 ��腿�晒 �咤 �咤 �局�啼�爵 �峨�啼 �暗 �曖 �哺�哭 �哺 �瞬 �噌�嘔�脚 �畦 �轡 �啜 �噂 �啖 �哨 �唸 �曜 �喇�噪 �喀 �略 �喊 �哨 �會 �楸 �喘 �卿 �唄�啼�哺�喩 �喇�暁 �嗚 �嗅 �嵯 �曖 �嗜 �喘�嶼 �嘔�吸�噴�嘸 �楸 �嗚�囃 �暗 �器�管�嘴 �噺 �嘲�嘸�噫 �喋 �哺�喘�噪�嗜 �昨�嗜�

刳 �嘆 �曖�嘔�壽 �曜 �巌�君 �哨 �囁 �囃�嘲�唱 �零�嘱�喘 �口 �囮 �囮 �圀 �㈲�圓�圃
84 �54 �52 ��圈�國 �圖 �圓�團�圖�嗇 �図�玖 �坏 �珀 �炊�埓 �址 �坏�増�垂�堡�城�琲 �地 �咳 �垠�桁 �埋 �埓�峠�埃 �境 �埴�埓 �埓 �茎�椛�悴 �棚 �煙�蝸�瘍�堡�鳩�笙 �塵 �毀 �湖�堤 �塹 �塹�爛 �墟�噂�喫�壊 �培�曙�堕 �墜 �堅�嘸�埴 �礦�墨�雌�堰 �壌�態�壮�壹 �壹 �婿�壷�壽 �

久 �交�隻�蓼 �夢 �夥�央 �夭 �李 �奇�爽�奇�奥�奥�奎 �屁�奘 �奢 �寞 �奥�奨�會
85 �55 �53 ��奸�妁 �牧 �佞�倭�姐�姐 �姉�銕 �姜 �奸 �娘 �姚 �蛾 �娼 �娑�婿�婢 �甥�姻 �婬 �婉 �抑 �娶 �婢 �禁�媚�娼 �嫡 �搦�嫂 �婿 �婿 �嘔 �嬬 �嫌 �標�嫡�嫡�嬌 �蝉�嬰�祠 �吸 �婿 �娯 �嘲 �嬢�蛾 �嬬�子�孕�孚 �学 �摯�核 �執�撃�孵�學 �享�濡�

ぶ�官 �宦 �宸�寅�寇 �官 �室�麻�宿 �貪 �寝�寞�寥 �寫 �哀�賓 �貨 �剋�将�専�對 �年�即�尤 �尨�戸�尹 �屁 �届�屎�辰
86 �56 �54 ��履�屏 �騨 �眉 �ﾘJ�軋�男 �屹�笈 �岑 �忿 �麦 �岫 �峨 �岫 �峠 �唄�嶮 �帖�答 �峙 �我 �峡 �哩 �哨 �鳥 �哨 �車 �嘔 �肖 �寄 �釜 �喇 �良 �崔 �呼 �岐 �倫�喩�嵌�Ｍ�咄 �唱 �鬼�蛮 �哺 �嘔 �斬�嶋 �暁 �燈�域�嶮 �嶽�隆�４�嗅 �峻 �巍�顛 �慢�襄
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くくく

�巫 �已�屁�岱�帚 �峡 �帑�帛�帚 �帷 �幄�緯�禎 �幔 �掴�幔 �幟 �撞 �幣�幇�Ｈ �井�玄�磨 �戸 �摩�廊 �廂 �厦�厩�吸
87 �57 �55 ��庸�廣 �廊 �廓�塵�纒�廠 �癖�厘 �廬 �廳�廳�廳�Ｌ �廸 �升 �奔�非 �彝�彝 �戈 �弑 �弓 �弩 �餌 �弼 �倚 �憚 �禰 �弩�噂 �互 �輦 �彗 �彙 �ｊ �彭 �苛�彷�往 �岨�彿�徊 �恨�径�洵 �淀�徒�俳 �陳�徨�砿�徽 �忖 �折�作 �怯 �恍 �添�悳 �忿 �恰�悋�悋 �恂 �促�恙�忽 �但 �悄�佛�悴 �快 �詠�恚 �恕 �恪 �烋 �恟 �協 �恒 �恍�恣�峙 �価�恂�恬 �惘 �恙 �惘 �悍 �惧 �梱�煉
88 �58 �56 ��悄�悛 �惇 �悦 �悒 �俐�悋 �悪 �悸 �恵 �悄 �悴 �悴 �悽 �惘 �恨 �惘�仙 �愕 �侭 �惶 �意 �楸 �･喘 �惺 �喧 �惚 �側 �悩 �愁 �惶 �慾 �恢 �慧 �愧 �憤 �怒 �備 �想�憧 �博 �憑 �慄 �悍 �慄�惨 �塹 �噺�懲 �摺 �傷�燧�博 �慟 �恚 �憬 �傭 �熹 �悪 �憩 �憬 �樵�憚�熊 �憑 �惘�嘸�憚 �惘 �雁�憧�

恢 �勲 �噪�惜�想 �罹 �惶 �儒 �憑 �惘 �懺�懺�諮 �憧�慣�恨 �惣 �戈�戊 �戌 �戌�１ �啜
89 �59 �57 ��憂�戮 �截 �戮 �戦 �戯�戮 �扁�札 �抒 �相 �打 �技 �扨 �捉 �狂�扶�伐 �抒�抑 �糾 �抜 �朴 �杯 �拗 �柑 �神�摯 �拿 �柝�槍 �枯 �拝 �絆 �侑 �扨 �抑 �拠�拉�格 �桔 �洪 �徊 �柱 �摯 �掻 �拵 �絹�挾 �搾�捜 �捉�擁 �椅 �鍬�諏 �捕 �摯 �掬�棹 �掟 �扮�椚�抜 �禄 �措�棟�揆 �端 �揉�括�擲 �楡 �揺�亭 �構 �磋�搦�拉 �措 �掲 �搦�捕�擢 �摯�樗�擢 �撹 �斯 �攘 �撥 �掠 �榜 �効
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辣 �齢 �琲 ��迪�週 �迢 �迪 �逃 �通 �遡 �追 �疸 �廼 �述 �逞 �逡 �逍 �逞 �遜 �濾 �迢 �透 �建 �達 �迢���������������������������������������������������������������������������１

110 �6E �78 ��逼�退 �逞 �邁 �遁 �逍 �洽 �逍 �邁 �邁 �湯 �遜 �逍 �隨 �遅 �選 �濾 �邁 �浚 �漫 �漫 �遥 �邨 �郁 �邱 �鄙 �郵 �部 �咀 �郭 �顎 �郡 �鄙 �郡 �鄙 �酎 �醜 �殷 �酵 �醇 �酪 �醐 �醒 �酷 �酔 �醵 �咄 �瞥 �酷 �膠 �醵 �膿 �醜 �醸 �貴 �精 �拝 �麓 �釦 �紙 �釜 �幼 �祓 �紋 �地 �釣 �新 �紗 �銀 �
鉦 �飯 �鍼 �錨 �釦 �鉉 �釦 �詑 �銕 �釦 �飽 �妬 �街 �昧 �詮 �鈷 �抑 �鋏 �鋳 �錆 �貧 �姫 �婉 �鋤 �如

111 �６Ｆ �79 ��鋪�鏝 �鈴 �錫 �鋳 �鏡 �斌 �鍛 �鈴 �鍼 �鏡 �湛 �鐙 �鎬 �鏃 �鎔 �鎚 �窟 �鰹 �塹 �焔 �鍵 �鏃 �鏝 �鯵 �鑓 �鏝 �捻 �譚 �鍬 �鏡 �播 �鐙 �眼 �鎬 �1孤�以 �篇 �鏝 �管 �鎬 �鍍 �探 �蛙 �鍾 �鎗 �炉 �鎗 �耀 �猫 �揆 �讃 �擢 �饗 �鏝 �珊 �門 �閉 �閥 �閔 �閑 �閑 �閑 �閏 �閏 �開 �閲 �闘 �閻 �附|�閥 �聞 �湖 �閔 �闇 �
閑 �闘 �闇 �閣 �闘 �蘭 �閣 �閥 �肝 �陛 �玩 �吐 �陵 �哨 �隋 �晒 �陥 �映 �陸

112 �70 �80 ��険�険 �時 �睡 �販 �徨 �隔 �阻 �隨 �瞼 �隨 �睡 �呟 �限 �朧 �求 �隷 �佳 �趙 �鵠 �維 �雍 �楳 �難 �雷 �囃 �電 �香 �霊 �躇 �寛 �霧 �窃 �罪 �霖 �葵 �昏 �１ �右 �猫 �審 �霞 �撲 �謎 �霊 �器 �靉 �郭 �霖 �廸 �哉 �恋 �勒 �靫 �靭 �靭 �靫 �靭 �靫 �靫 �鞘 �靫 �輦 �靫 �鞘 �鵜 �鍬 �靫 �靭 �綺 �樋 �雛 �勒 �W
‘ �垢 �韮 �瘤 �雰 �竟 �詔 �的 �頷 �頌 �頚 �願 �頷 �頷 �類 �穎 �顛 �想 �顧 �顎 �墾

113 �71 �81 ��頗�順 �顔 �嵐 �颯 �揃 �暁 �瓢 �昭 �楓 �純 �飲 �鮫 �餉 �餓 �餉 �鯨 �飴 �餅 �賤 �饉 �餅 �瑚 �聾 �鴎 �溜 �鱈 �饉 �饅 �暗 �饅 �線 �饒 �饌 �讐 �埴 �賊 �馥 �駅 �馮 �駁 �馴 �駁 �駝 �馳 �鴛 �駁 �駁 �駱 �誦 �騨 �駁 �鸚 �騏 �駱 �馴 �喘 �套 �騒 �喘 �騨 �驀 �騒 �騏 �喘 �験 �騨 �験 �畷 �曝 �躾 �騏 �駿 �聶 �
嗜 �肝 �殼 �駱 �触 �渫 �頒 �髄 �趙 �敲 �彭 �髭 �髪 �髭 �鴛 �對 �髪 �髭 �倣 �髭

114 �72 �82 ��暫�討 �鬘 �慧 �鬘 �仮 �鼠 �門 �閑 �関 �闘 �闘 �圖 �管 �扇 �晩 �魅 �魏 �嵯 �題 �魅 �魔 �肪 �酢 �鮮 �鮑 �託 �鮮 �賎 �艶 �鮨 �雖 �邨 �蔵 �錆 �鋪 �俐 �剱 �筒 �賜 �鯛 �咀 �瓢 �鮮 �鯵 �鱗 �琥 �屹 �照 �鍼 �鱈 �認 �贈 �蜷 �蝶 �鰻 �鱗 �鍼 �摺 �鴨 �螺 �獅 �剱 �SI�鯨 �贅 �鱒 �
鱈 �嬉 �館 �鎧 �鱗 �鍍 �亮 �甦 �嶋 �鴉 �喘 �厖 �触 �鳩 �隅 �鴛 �鶯 �嶋 �鵬 �鶏 �駝 �領 �鴻 �鵠 �鴇 �面 �鴫

115 �73 �83 ��鵬�鷲 �鵬 �鴎 �鸚 �鴎 �鵠 �郭 �轜 �鸚 �甥 �鶴 �鸚 �輯 �鷺 �鶴 �鶏 �鶴 �鴉 �鶴 �鵠 �顧 �顛 �鎬 �鷲 �鴎 �鶴 �朗 �訪 �鶴 �鸞 �鸚 �鶴 �鸞 �由 �鍼 �堕 �鹿 �塵 �覧 �寞 �卵 �斎 �寛 �廃 �妻 �艶 �妨 �赳 �麹 �峰 �讐 �黎 �鮎 �鋼 �壽 �襟 �鮎 �勁 �勁 �剱 �賞 �勁 �徴 �髪 �頚 �詣 �駁 �籾 �
悳 �鷲 �竃 �倣 �撃 �凩 �腱 �駈 �曹 �歯 �眺 �餉 �咄 �詔 �齢 �咄 �屁 �能 �随 �認 �鯖 �鰐 �寵 �亀 �會

116 �74 �84 ��尭�横 �逼 �瑶

117 �75 �85

118 �76 �86 ����������������������������������������外　字　定　義　エ　リ　ア
119 �77 �87

120 �78 �88

121 �79 �89

122 �７Ａ �90

123 �７Ｂ �91

124 �７Ｃ �92

125 �７Ｄ �93

126 �７Ｅ �94

127 �７Ｆ �95
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ｊ付 区点コードを使用しての漢字出力例

区点コードによる漢字出力例です。以下は×1シリーズでの例です。

ＯＺ-８ＫＲまたはＯＺ-8BK2 を使い画面上に漢字を出力する場合、漢字コードとして区点コード

を使用しています。たとえば 亜゙″という字を出力させるには次の文を実行します。

ＰＡＴＴＥＲＮ－ １ ６ 、 ＫＡＮＪ工＄（1601 ）

（1601 ）は区点コードを表わしています。

漢字プリンタで 亜゙″という文字をED字するには次の文を実行します。

10
20

ＬＰＲ 工ＮＴ

ＬＰ Ｒ 工ＮＴ

CＨＲ$（ ＆ＨＩＢ ）；¨Ｋ”；

ＣＨＲ$（ ＆H30 ，＆H21 ）

(＆H30 、＆H21) は漢字ＪＩＳコードを表わしています。

区点コード を漢字データとして使う揚合は漢字ＪＳ コード に変換する必要があります。そのため

のサブルーチンが下記に示すプログラムです。

10
10
10
10
10
10
10

00
01
02
03
04
05
06

0

0

0

0

0

0

0

９
一 一 一 一 一 ＫＡＮ Ｊ 工　ｃｏ ｄｅ　 ヘンカ ン

Ａｎ＝（ＫＣＯＤＥ　￥　１００）十＆Ｈ２０

Ｂｎ＝（ＫＣＯＤＥ　ＭＯＤ　１００）十＆Ｈ２０

ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$ （ ２７ ）；”Ｋ”；

ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$ （ Ａｎ ，Ｂｎ ）；

ＬＰＲ工ＮＴ　ＣＨＲ$ （ ２７ ）；”Ｒ”；

ＲＥＴＵＲＮ

ｓｕｂｒ ｏｕｔｉ ｎｅ　 一一一 一一

’ ダ イ　１　ｂｙｔ ｅ

’ ダ イ　２　ｂｙｔ ｅ

’ ｋａｎｊｉ　 ｍｏｄｅ

’ ｋａｎｊｉ　 ｃｏｄｅ

’ ｐｉ ｃａ　　 ｍｏｄｅ

このプログラムでは区点コード(ＫＣＯＤＥ)を漢字ＪＩＳコード上位バイトと下位バイト に分け、そ

れぞれＡｎ、Ｂｎに入れます。次に10030 行でプリンタを漢字モード に設定します。

10040 行では漢字ＪＩＳコード に変換した漢字コードをプリンタ出力し、10050行でパイカモードを

指定し 漢字モードを解除し ています。

１９０



〈サンプルプログラム〉

このプログラムは漢字データを区点コード で与えられた場合に画面と同じ文字をプリンタで印字

するものです。

行番号(100 ～180)

画面上に漢字を出力します。(漢字はグラフィック画面に表示されます。)漢字データを順番に読み

込み、そのコード に相当する漢字を画面に出力します。コード が0000 のときは行変えを行ない、

負の数のときは次のフログラムヘジヤンフします。

行番号(190 ～260)

画面に漢字出力する要領でプリンタを使って、漢字ED字を行ないます。漢字データは先の画面出

力で使ったデータを使います。漢字データを1個読み込むごとに漢字コード変換サブルーチンを呼び

出しプリンタに出力します。コードガ0000 のときは行変え、ならびに印字開始であるＬＰＲＩＮＴ

を実行します。また負の数のときはプログラムを終了します。

行番号（270 ～360 ）

漢字データ（区点コード ）

行番号（10000 ～10060 ）

区点コードを漢字ＪＩＳコード に変換し、プリンタに漢字データとし て出力するサブルーチンです。

１ ９ １



100

110

120

130

140

150

160

170

180

190

200

210

220

230

240

250

260

270

280

290

300

3 １０

９

ｓ ｃ ｒ ｅ ｅ ｎ　 一 一 一 一 一

Ｗ工ＤＴＨ　８０：工Ｎ工Ｔ

ＰＯＳ工Ｔ工ＯＮ　０ ，０

ＲＥＳＴＯＲＥ　２８０

ＲＥＡＤ　ＫＣＯＤＥ

工Ｆ　ＫＣＯＤＥ＝Ｏ　ＴＨＥＮ　Ｙ＝Ｙ＋16 ：ＰＯＳ:I:Ｔ工ＯＮ

工Ｆ　ＫＣＯＤＥ＜Ｏ　ＴＨＥＮ　１９０

ＰＡＴＴＥＲＮ　－ １ ６ ， ＫＡＮＪ工＄（ＫＣＯＤＥ ）

ＧＯＴ０140
卜

゛ ｒｅａｄ　ｋａｎｊ ｉ　ｃｏｄｅ

０ ，Ｙ：ＧＯＴ０140

ｐｒ ｉｎｔ ｅｒ　 一一 一一一一一 一一一一

ＲＥＳＴＯＲＥ　２８０

ＲＥＡＤ　ＫＣＯＤＥ

工Ｆ　ＫＣＯＤＥ＝Ｏ　ＴＨＥＮ

工Ｆ　ＫＣＯＤＥ ＜Ｏ　ＴＨＥＮ

ＧＯＳＵＢ　10000

ＧＯＴ０　２１０

ＥＮＤ
９

１

Ｌ Ｐ Ｒ 工Ｎ Ｔ ：Ｇ Ｏ Ｔ ０　 ２ １ ０ ゛

２ ６ ０

ｒｅａ ｄ　ｋ ａｎｊ ｉ　 ｃｏｄｅ

ｏｕｔ　 ｋａ ｎｊｉ

一 一 一 一 一

ＤＡ ＴＡ

ＤＡ ＴＡ

ＤＡ ＴＡ

ＤＡ ＴＡ

３２０　ＤＡ ＴＡ

３３０　ＤＡ ＴＡ

ｋ ａｎｊｉ　 ｄａｔ ａ　 一一 一一一一 一一 ＿＿

０１０１，３９５０ ，２３２８，０１０１ ，２１１４ ，２８５０ ，０１０２ ，１７５５ ，０１２５ ，０１０１

２４７０ ，３２２２ ，１７４１ ，０４４６ ，３５４２ ，０１０２ ，０４１０ ，２３３６ ，０４５１ ，３１２９

０４２３ ，３０６９ ，０４１８ ，０４６２ ，０４２５ ，０１０３ ，００００

０４２１ ，０４３８ ，１８２８ ，２１１３ ，０１０１ ，２９８１ ，４６６４，０１０６ ，０５２１ ，０５８３

０５５５ ，０５７５ ，０４８２ ，３３８７ ，４１５３ ，３５５５，０４２３ ，０４６２ ，０４２５ ，０４４６

０４３９，０１０２ ，０４７２ ，０４７７ ，０４２３，０４１５，２４７０，２６２６，２８９３，1828

３４０　ＤＡＴＡ　０４２１ ，０４０４，０４６２，０４２５ ，４５４５，００００

３５０　ＤＡＴＡ　０４１０，２０７４，０４０４，３１２９，０４２３，３０６９，０４１８，０４６２，０４２５，0103360　DATA　0101 

， ０１０１，０１０１，０１０１，０１０１，０１０１，２３４１，２２８１，００００，－1

10000　 ¶　＿＿＿＿＿　ＫＡＮＪ工　ｃｏｄｅ　ヘンカン　ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　 一一一一一

10010　An ＝（ＫＣＯＤＥ　￥　１００）＋＆H20

10020　Bn ＝（ＫＣＯＤＥ　ＭＯＤ　１００）＋＆H2010030　LPR

工ＮＴ　ＣＨＲ$（２７）；”Ｋ”；

10040　LPR 工ＮＴ　ＣＨＲ$（Ａｎ ，Ｂｎ）；

10050　LPR 工ＮＴ　ＣＨＲ$（２７）；”Ｒ”；

１ ０ ０ ６ ０　ＲＥＴＵＲＮ

９

１

ｔ

↑

¶

ダ イ　１　ｂｙｔｅ

ダ イ　２　ｂｙｔｅ

ｋａｎｊｉ　 ｍｏｄ ｅ

ｋａｎｊｉ　 ｃｏ ｄｅ

ｐｉ ｃａ　　 ｍｏｄｅ

拝啓　貴社、益々　御清栄の段、お慶び申し上げます。
さて下記　書類・サンプルを送付致しますので、よろしく御査収下さいます様
お願い申し上げます。　　　　　　　敬具

×lt ｕrｔ)○用ディスクＢＡＳＩＯ(ＯＺ-８ＦＢ０２)で上記プログラムを実行する場合IH ヒＬドi キー

を押しながらディスクＢＡＳＩＣ を起動してください。画面にはＮＥＷ ＯＮ■と表示しますので

[Ξ
⊇]
キーを押してください。

Xl tｕrｂｏシリーズでは次のようにキー入力した後、本プログラムを実行してく ださい。

ＫＭＯＤＥ Ｏ　Ｏ
ｙ］
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付．2　10進一２進一16進対応表

この項では２進数、10 進数および16 進数の関係を一覧表で示します。

10進数 �２進数 �16進数 �10進数 �２進数 �16進数 �10進数 �２進数 �16進数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44 �00000000

皿100000010000000110000010000000101000001100000011100001000000010010000101000001011000011000000110100001110000011110001000000010001000100100001001100010100000101010001011000010111000110000001100100011010000110110001110000011101000111100001111100100000001000010010001000100011001001000010010100100110001001110010100000101001001010100010101100101100�000102030405060708090AOBOCODOEOF101112131415161718191AIBICIDIEIF202122232425262728292A2B2C�454647484950515253545556575859606162636465666768697071727374757677787980818283848586878889�001011010010111000101111001100000011000100110010001100110011010000110101001101100011011100111000001110010011101000111011001111000011110100111110001111110100000001000001010000100100001101000100010001010100011001000111010010000100100101001010010010110100110001001101010011100100111101010000010100010101001001010011010101000101010101010110010101110101100001011001�2D2E2F303132333435363738393A3B3C3D3E3F404142434445464748494A4B4C4D4E4F50515253545556575859�90919293949596979899100101102103104105106107108109110111112113114115116117118119120121122123124125126127128129130131132133134�01011010010110110101110001011101010111100101111101100000011000010110001001100011011001000110010101100110011001110110100001101001011010100110101101101100011011010110111001101111011100000111000101H00100111001101110100011101010111011001110111011110000111100101111010011110110111110001111101011111100111111110000000100000011000001010000011100001001000010110000110�5A5B5C5D5E5F606162636465666768696A6B6C6D6E6F707172737475767778797AﾌB7C7D7E7F80818283848586
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10進数 �２進数 �16進数 �10進数 �２進数 �16進数 �10進数 �２進数 �16進数

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175 �1000011110001000100010011000101010001011100011001000110110001110100011111001000010010001100100101001001110010100100101011001011010010111100110001001100110011010100110111001110010011101100111101001111110100000101000011010001010100011101001001010010110100110101001111010100010101001101010101010101110101100101011011010111010101111�8788898A8B8C8D8E8F909192939495969798999AgBgCgDgEgFAOAIA2A3A4A5A6A7A8AgAAABACADAEAF�176177178179180181182183184185186187188189190191192193194195196197198199200201202203204205206207208209210211212213214215216�1011000010110001101100101011001110110100101101011011011010110111101110001011100110H1010101110111011110010111101101111101011111111000000110000011100000111000011110001001100010111000110110001111100100011001001110010101100101111001100110011011100111011001111110100001101000111010010110100111101010011010101110101101101011111011000�
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付．３　コントロール・コード一覧表

印字書式設定コントロール・コード

コントロ ール・コード名 � モ　ー　ド　内　容 �� 頁

ＣＲ �復帰 ��68

印字動作コントロール・コード

（ａ） 縦方向設定

コントロール・コード名 � モ　ー　ド　内　容 � 頁

ＥＳＣ６ �1/6インチ紙送り量設定 �69

ＥＳＣ８ �1/8インチ紙送り量設定 �ｱ0

ＥＳＣ％９十ｎ �n/120インチ紙送り量設定 �71

ＬＦ �印字改行 �ｱ2

ＥＳＣ ＶＴ十nl十n2 �紙送り実行 �73

ＥＳＯＦ十nl十n2 �頁長設定 �74

ＥＳＣ５ �頁先頭設定 �ｱ5

ＦＦ �改頁 �76

DC4 十〇十…十〇十nl十〇十…十〇十∩2十…十nk十? �垂直タフの設定 �ｱﾌ

ＶＴ十ｎ �垂直タフの実行 �ｱ9

ＥＳＣ Ｃ十nl十n2 �下マージンの設定 �80

（b》 横方向設定

コントロール・コード名 � モ　ー　ド　内　容 � 頁

ＥＳＣ Ｌ十nl十n2十n3 �左マージンの設定 �82

ＥＳＣ／十nl 十n2十∩3 �右マージンの設定 �84

ESC （nl,n2,∩3…nk. �水平タフ位置設定 �86

ＨＴ �水平タフの実行 �88

ＥＳＯ ）ｎｌ,ｎ２…ｎｋ �水平タフ部分クリア �89

ＥＳＣ２ �水平タブ設定オールクリア �91

ＰＯＳｎｌ十n2十n3 �文字単位の印字開始位置指定 �93

ＥＳＣ ＰＯＳ十nl十∩2十∩3十∩4 �ドット単位E[]字位置指定 �94

ＥＳＣ ￥十n1十n2 �ドット単位印字位置相対指定 �95
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�印字デザイン設定コントロール・コード

コント ロール・コード 名 �� モ　ー　ド　 内　容 �� 頁

ＥＳＣ Ｒ ��パィカ文字指定 ��97

ＥＳＣ Ｅ ��エリート 文字指定 ��98

ＥＳＣ Ｏ ��縮小文字指定 ��99

ＳＯ ��横２倍拡大文字の設定 ��100

ＥＳＣＵ ��横２倍拡大文字の設定 ��101

SI ��横２倍拡大文字の解除 ��102

ＳＵＢＶ ��縦２倍拡大文字の設定゛ ��103

ＳＵＢ Ｗ ��縦２倍拡大文字の解除゛ ��104

ＥＳＣＩ ��強調文字の設定 ��105

ＥＳＣ ″ ��強調文字の解除 ��106

ＥＳＣ ｓｌ ��スーパー・スクリプト 文字設定 ��10Z

ＥＳＣ ｓ２ ��サフ・スクリプト 文字設定 ��108

ＥＳＯｓｏ ��スーパー／サブ･ スクリプト 文字の解除 ��109

ＥＳＣ Ｘ ��アンダーライン設定゛ ��110

ＥＳＯＹ ��アンダーライン解除゛ ��仰

ＥＳＣ ｑ十ｎ ��文字スタイルの選択゛ ��112

墜 大|
※印は漢字モード でも有効です。

コントロール・コード � モ　ー　ド　内　容 � 頁

ＥＳＯＫ �漢字モード 設定 �114

ＥＳＯＫ十ＮＵＬ十ｎ �半角文字指定 �115

ＥＳＯＨ �漢字モード の解除 �117

ＥＳＯＰ �漢字モード の解除 �118

ＥＳＣ 十ｎ �ドットスペース �119

ＦＳＳ十∩1十n2 �漢字左右スペース �120

ＦＳＴ十nl十∩2 �半角左右スペース �122

ＦＳＪ �縦書き指定 �124

ＦＳＫ �横書き指定 �127

ＦＳ に） �漢字横２倍拡大文字の設定 �128

ＦＳ(] �漢字横２倍拡大文字の解除 �129

ESC ＊十nl十n2十dl十d2十…十d32 �外字定義(16×16ドット) �130

ESC 十十nl十n2十dl十d2十…十d72 �外字定義(24×24ドット) �134
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ピット・イメージモード

コントロール・コード名 � モ　ー　ド　内　容 � 頁

ＥＳＣ ％２十nl十n2 十d1 十d2 十…十dk �８ドット ・ピットイメージ �138

ＥＳＯＩ十nl十∩2十n3十∩4十dl十d2十…十dk�16ドット ・ピットイメージ �144

ＥＳＣ Ｊ十∩1十n2 十dl 十d2十‥･十dk �24ドット ・ビットイメージ �147

ＥＳＣ Ｖ十nl十n2 十n3十∩4十ｄ �８ドット ・ビットイメージリピート �149

ＥＳＣ Ｗ十∩1十∩2十n3＋∩4十dl 十d2 �16ドット ・ビットイメージリピート �150

ぽ大 回
コント ロール・コード 名 � モ　ー　ド　内　容 � 頁

ＥＳＣ ｃｌ �リセット・プリンタ �151

ＣＡＮ �キャンセル(抹消) �152

ＢＳ �後退 �153

ＥＳＣ に)0 �用紙切れ検出無効 �154

ＥＳＯｒ)１ �用紙切れ検出有効 �155

ＥＳＣ Ｎ十∩1十n2十n3十ｄ �キャラクタリピート �156

ＥＳＯ＄ �カタカナセレクト �157

ＥＳＣ＆ �ひらがなセレクト �158

ＤＯＩ �プリンタセレクト �159

ＤＣ３ �フリンタディセレクト �160

ＥＳＣ ＥＭ �カラーモード 設定 �161
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お問い合わせは

この製品についてのご意見､ご質問はシャーフ消貫者相談窒､またはお客様ご相談窓口 へお申し付けくださいO

札 幌 支 店消費者相 談室

仙 台 支 店消費者相 談室

宇都宮支店消費者相 談室

東 京 支 店消費者 相談室

名古屋支店消費者 相談室

金 沢 支 店消費者 相談室

大 阪 支 店消費者 相談室

広 島 支 店消費者 相談室

高 松 支 店消費者 相談室

福 岡 支 店消貫者 相談室

冲　　　 縄消費者 相談室

〒063　　札幌市西区24 軒１条７丁目３－17号

〒983　 仙 台 市 卸 町 東 ３ 丁 目 １ 番27 号

〒320　 宇 都宮市不 動前４ 丁目 ２ 番41 号

〒114　 東 京都北区東田端２丁目13 番17 号

〒454　 名 古屋市中川区山王３丁目５番５号

〒921　　石川郡野々市町字御経塚町1096番地の1

〒556　　大阪市浪速区恵美須酉１丁目２番９号

〒731-01 広島市安佐南区西原２丁目13番４号

〒760　 高 松市木 太町1861 番 地 の３

〒816　 福岡市博多区井相田２丁目12 番１号

〒900　 那 覇 市 曙 ２ 丁 目 １ ０ 番 地 １

fi(011)642-4649

昔(022)28H141

fi(0286)35-1155

酋(03)893-4649

fi(052)332-4649

a(OZ62)49-4649

fi(06)643-4649

fi(082)874-4649

昔(0878)33-4649

昔(092)572-4649

fi(0988)62-2231

上記以外1こも、各地区にお客様ご相談窓口を設けておりますので、付属の「お客様ご相談窓口一覧表」をご寛

ください。所在地・電話番号などは変わることがありま４．その節はご容赦願いま４．

W';･ｙ－:瓦 格 式 会ｔt

本　　　　　　 社　〒 ５４５　大阪市阿倍野区長池町22番22号

電話　06（621）1221（大代表）

電子機器事業本部　〒329-21　 栃木県矢板市早川 町174 番地

電話　0287（43 ）1131（大代表）

お 客 様 へ … … お買いあ げ年月日､ お買いあげ店名を 記入さ れますと､ 修 理など の依頼のと きに便利です。

お買いあげ年月日 � 年　　 月　　 日

お買 いあ げ店 名

�電話番号

もよりの

お客様ご相談窓口
�電話番号

口些 ］
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